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[会   告]

1997年 度 化 学史研 究 発表会

日  時  1997年 6月 21日 (土 )。 22日 (日 )

会  場  千葉県立現代産業科学館 (千葉県市川市鬼高 1-1-3)

シンポジウムテーマ :博物館と科学技術史, ヨード化学の歴史,Cultural Studiesと 20世紀科学技術史

一般講演申込締切 1997年 2月 21日 (金 )

講演希望者は葉書に,講演題名,氏名,所属,連絡先 (郵便番号 。住所 。電話番号)を記 して下記に

お送り下さい。

一般講演要旨締切 1997年 3月 15日 (土 )

図・表 。文献を含めて400字詰原稿用紙 (横書)5枚あるいは,ワ ープロ原稿2,000字で書き,下記へお

送り下さい.本誌1996年第 1号を参照し,講演内容を具体的に記すとともに文献も記載して下さい。

申 込 先 〒101東京都千代田区神田錦町 2-2

東京電機大学工学部人文社会系列  古川研究室気付

化学史学会事務局 1997年度年会準備委員会

会費納入のお願い

本学会の財政は会員皆様方の会費により支えられており,会費は前納制となっており

ます。すでに皆様方のお手元に1997年度分の会費請求書と郵便振込用紙をお送りしま

したが,未納の方はお早めにお振り込みくださるようお願いいたします。

化学史学会事務局

投稿先変更のお知らせ

この号が皆様のお手もとに到着以降,投稿先をこれまでの東大教養学部から次の所に

変更 します。これは橋本理事の移動に伴うものです.

新投稿先 〒114東京都北区西ケ原 4-51-21

東京外国語大学外国語学部

吉本秀之 (気付)

『化学史研究』編集委員会
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〔論 文〕

東 北 大学 附 属 鉄 鋼 研 究 所

―その設立と事業一

は じめ に

東北大学附置金属材料研究所は,それに先行し

て東北大に設置された臨時理化学研究所 (臨時理

研)の事業を継承・発展させて設立されたが,直

接の淵源とされる臨時理研第二部は,そ の名称が

示唆するように,先発の化学を対象とする研究部

門で,の ちに第一部となる部門に倣って設置され

た。この臨時理研は,すでに指摘 したように,当

初から物理・化学両部門を包括 した研究機関とし

て構想されていたが,実際は化学部門のみで大正

4年 8月 (日 付不詳)に発足 し,翌 5年 4月 1日

に物理部門を設置するさいに内部分掌を定め,第

一部と第二部を設け,前者で化学,後者で物理学

に関する事項を分担研究する組織 としたのであ

る1).

開設された物理部門の臨時理研第二部は,その

事業を拡張し,東北大官制に記載された東北大附

属鉄鋼研究所 (鉄鋼研),つ ぎには独立官制をも

つ東北大附置金属材料研究所 (金研)と なって,

今日に至っている.こ のうち,金研の創設に至る

前過程として,臨時理研第二部と鉄鋼研のそれぞ

れの設立事情および事業を,本稿では検討の対象

とする.金研に関しては,そ れ自体の設立過程と

昭和一桁期までの初期における研究体制の整備に

っいて,稿を改めて検討を試みたい.

これまで詳 らかではなかった臨時理研の設立事

情およびその第一部である化学部門に関しては,

1996年 12月 10日 受理
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すでに検討 した2)。 この調査結果をもとに,臨時

理研第二部の設立事情および鉄鋼研の設立背景,

およびそれぞれの事業に関 して,基本的史料とい

える公式文書や本多光太郎の著作等にもとづい

て,そ の全体像を明らかにするように努めた。

そのさい,既存の文献における事実関係につい

ての疑義の解明を図り,第一次大戦という時局の

要請に応 じた学内措置によって「臨時」研究機関

として設置され,つ いで東北大官制の改正で国立

大学内において明確に認知された地位をもつ「附

属」研究機関となる過程を基本史料を用いて明確

にするよう試みた.し かも, これが独立官制をも

つ大学「附置」研究機関への展開における一階梯

として位置付けられるものでもあることは言うま

でもない.こ のような試みであるため,大学附属

研究機関に関する制度ないし研究組織が考察の主

要な対象であることから,所長本多光太郎をはじ

めとした所員の研究業績は主題との関連において

採りあげるに止めざるをえなかった。

1.臨時理研と第二部

1。 1 臨時理研の設立

第一次大戦を契機にして大正4年8月 に設置され

た東北大理科大学臨時理研は,当時の帝大におけ

る研究体制の整備政策の一環として実現されたも

のと言える.そ こに至る当時の状況について瞥見

することからはじめよう。

東北大では臨時理研設置に係わってくる三共船

からの寄附の件に関して,大正 4年 4月 30日 に総

長北条時敬は三共専務取締役塩原又策との協議を

終え,後 は寄附の出願を待つばかりになってい

(1)
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た。東大では翌 5年 4月 に最初の帝大附置研究所

(附置研)と なる伝染病研究所 (伝研)の文部省

からの移管がすでに折込済みであったのに加え,

航空研究所 (航研)の創設に関して大正 4年 4月

8日 に総長山川建次郎が首相大隈重信を私邸に訪

問し,同 4月 20日 には大学附属としての航研設立

趣意書を内閣に提出するなど,そ の実現について

の目処がつきはじめていた。京大における理科大

学化学特別研究所 (化学特研)の設置に関 して

は,その背景となる久原蒻弦によるサルバルサン

(商品名サヴィオール)の研究開始が大正 4年 1

月で,合成に成功したのが同年 5月 といわれてい

ることから, この時期には東北大と同様に研究機

関設置の条件が醸成されていたと推測される1).

このような推移のなかで,北条の日記による

と,大正 4年 5月 16日 に「文部次官ノ電報二接シ

上京ス夜七時半仙台ヲ発ス」のであった。 そし

て,翌日の行動は次のように記されていた。

五月十七日 (月 曜)… …十時文部省二至 り大

臣二面会研究問題等二付所思ヲ述フ……五時

半文部大臣官邸二至 り晩食ヲ饗セラル山川真

野福原松浦山崎ノ諸氏同会シ大学二研究機関

設置ノ内議アリ十時辞シテ帰宿ス

すなわち, この 5月 17日 に午後 5時半から10時ま

でという長時間,文部大臣官邸において東大総長

兼京大総長山川健次郎,東北大総長北条時敬,九
大総長真野文二の当時の帝大総長全員,お よび文

部省の首脳陣である文部次官福原錬二郎,専門学

務局長松浦鎮次郎,会計課長山崎達之輔とが会食

し,大学に研究機関を設置する件に関して「内

議」していたのである2).

文部省首脳陣と帝大総長の全員が文部大臣官邸

において会合 し,帝大に研究機関を設置すること

を「内議」とはいえ,公的な会合において評議 し

ていたことは注目すべきことである。しかも,管
見するところ,研究機関に関する文部当局の最高

首脳と帝大の総長との最初の会議と推測されるの

である.

これより先の大正 4年 3月 25日 に実施された総

選挙では与党が大勝 したのを承け,特別議会がこ

の 5月 17日 に召集され,20日 に開会されていた。

上記の文部省首脳 。帝大総長の会議は, この議会

対策でもあったことは言 うまでもなかろう.

この会議ののち,すでに始まっていた各帝大に

おける研究機関の設置計画は具体的に進捗 して

いった.東大では,懸案となっていた東大移管を

前提として文部省の直轄研になっていた伝研に関

しては,大正 4年度内の処置の終了に向けての手

続きが進められていた。課題となっていた航研に

関して,先の4月 20日 に航研を東大附属とするこ

との決定を承け,山川は関係者と協議 して修正し

た趣意書を内閣に提出したのに続いて,5月 30日

には文部大臣一木喜徳郎に面会して航空学教室の

設置を要請 していた。第36特別議会 (大正 4年 5

月17日 召集,20日 開会,6月 9日 閉会)が開会中

であったので,貴族院議員の古市公威,久保田

譲,岡田良平等と,衆議院では田川大吉郎等と図

り,議会工作を進めていった。その結果,衆議院

において「航空学講座設置二関スル建議案」が提

出され,6月 8日 に可決され, ここに東大に航空

学関係講座および航研の設置が決定を見たのであ

る.ひ きつづいて,第37議会 (大正 4年 11月 29日

召集,12月 1日 開会,5年 2月 28日 閉会)に向け

て大正 5年度予算の作成に入っていたが,8月 10

日に文部大臣一木は内務大臣に更迭され,後任の

高田早苗は航研創設予算を容易に認めず,9月 18

日の東大総長山川の大臣折衝で拒否していた.

関係者は航研設立予算復活のための運動をはじ

め,翌 5年 1月 20日 の貴族院における久保田譲の

文部大臣に対する予算案不提出についての質問,

それを承けて 1月 22日 に山川は再度航研設立の予

算案を文部省に提出した。これを容れた文部省は

追加予算案を提出し,閉会間際の2月 28日 に議会

で協賛を得た3).

(2)



このように東大における新設研究機関である航

研は,国立機関としての創設であるために手続き

は容易ではなかったが,京大と東北大の,非東大

における研究機関は内部措置として, しかも経費

を寄附金ないし収入金など内部調達で支弁するも

のであったことから,文部省首脳・帝大総長会議

の直後の大正 4年 8月 に設置された。これら東北

大理科大学臨時理研と京大における理科大学附属

化学特研とは, ともに理科大学の附属機関として

設置されたが,東大の伝研や航研が附置研となっ

たのに追随して,の ちにはそれぞれの大学で,独

立官制をもつ附置研となるものの淵源であったこ

とはいうまでもない.

京大化学特別研と足並みを揃えて設けられた東

北大臨時理研は,そ の発足を急いだためか,制定

された規程の事業目的を「時局二際シ必要 卜認ム

ル物理,化学ノ研究 ヲ為シ国富ヲ図ルヲ以テロ

的」としていて,物理学・化学の両部門を対象と

する機関であったに係わらず,化学部門のみから

なる不完全な研究所で,物理学部門の実現が緊要

の課題 とされていたと思われる.

あるいは,そ の規程は,逆に,「物理」部門も

また当初から構想され, しかも設立の目処がつい

ていたことを示すものともいえる。 しかも,そ の

物理 (学)部門は先行 した化学部門と同様に,研

究は「国富ヲ図ルヲ以テロ的」としたほか,必要

な「一切ノ経費ハ有志者ノ寄附金ヲ以テ之二充」

てるという,寄附金支弁方式によって運営される

こと,職員に関しても既存の臨時理研の規程の適

用を受 けることもまた予定されていたと思われ

る.つ まり,設置が予定されていた「物理」部門

は,「化学」部門と同 じ事業目的や構成職員,そ

れに同様の寄附金支弁方式によって運営されるこ

とが, すでに自明のこととされていたといってよ

い。

事実,のちに見るように,当時の東北大総長北

条時敬は, この臨時理研の物理部門の設置に十分

(
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な目算があったことから,物理部門を欠いたまま

に臨時理研を発足させ,「物理」部門の設置は,

臨時理研発足の 8ヵ 月後の大正 5年 4月 に第二部

として,本多光太郎の鋼の研究に対する住友家か

らの寄附によって実現させていたのである。

もう一つ注目すべきは,研究所の名称に「臨

時」が冠せられていたことである.こ のことは研

究所が学内措置による臨時的なもので,恒久的な

機関ではなく,将来は廃止あるいは恒久化のため

の措置が必要なことを示していたといわなければ

ならない。このことは第一部の化学部門のみなら

ず,第二部の物理部門に関しても同様であったと

思われる。

後発の第二部も先発の第一部とともに,その設

置が同時期に, しかも同一の構想を以て計画さ

れ,臨時理研が化学部門のみで発足したときに制

定されたのと同じ規程をもって運営されたことに

もっともよく示されている事情は,本稿の主題で

ある附属鉄鋼研はもとより,金研に関しても,そ

の淵源は臨時理研そのものにあることを示すもの

で,臨時理研第二部に起源を限定することは妥当

性を欠くと言えよう.そ して,第一部はその事業

の挫折によって実質わずか 3年半で終焉を迎えて

いたが,そ の事実は第二部の栄光の歴史に汚点を

印するものではない.臨時理研第一部の創設構想

に倣って第二部が設けられ,その前者の挫折 。解

散を教訓として,臨時理研第二部は恒久的な大学

の研究機関としての鉄鋼研, さらに金研へと脱皮

し,発展したと評すべきではなかろうか。

1.2 住友家の奨学費助成

三共から研究助成を得たことを先例にして,北

条時敬は本多光太郎の鉄鋼に関する研究費 (奨学

費)の助成を住友から求めたと,推断してよかろ

う。北条がこの件について本多とはじめて接触な

いし話題にした時期は,詳 らかではない。東北大

総長となってからの北条の日記に本多のこと々 初ゞ

出するのは,大正 4年 4月 4日 の東大理科大学で

3)
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開催された日本数物学会に出席したことにつづけ

て,「仙台ヨリ来レル講演良シ本多氏一頭地ヲ抜

ク」と記 していた.

北条の日記には, これ以降は佐藤定吉関係の件

が頻出していたが,同 4年 7月 28日 の条には,そ

の日の正午に在京中の北条が上京した鈴木馬左也

と「東北大学研究事業二付内談」した旨が記され

ている4).鈴木は当時住友総理事であるが,北条

とは第一高等学校在学中からの親友であり, この

「内談」が本多光太郎の鉄鋼研究に係わって,東

北大でもう一つの奨学資金を獲得しようとするも

ので, しかも臨時理研の整備に繋がるものでも

あったとみて間違いなかろう.

すでに指摘したように,同大正 4年 8月 に発足

しようとしている臨時理研の規程ばかりか,文部

省宛の報告文書「大正 4年度東北帝国大学年報」

における記述で「同 (引用者注.臨時理化学)研

究所ノロ的ハ時局二際シ必要 卜認ムル物理化学ヲ

研究シ以テ国富ヲ図ラントスルニアリ」 と記して

いたことから,佐藤の化学関係の研究に留まら

ず,物理学関係の研究施設の設置を考慮 していた

ことは明白である5)。 しかも, この候補に本多の

鉄鋼に関する研究を対象として考慮 していたこと

も,大正 4年 4月 3～4日 の学会に出席 した北条

の感想からも窺知できよう。そのうえ,先行する

佐藤の事例に依拠し,臨時理研の規程においても

「本所二要スルー切ノ経費ハ有志者ノ寄附金ヲ以

テ之二充ツ」としていたこと6)か ら, 当然のこと

ながら本多の研究を前提に設置を予定 した物理部

門についても,寄附金支弁による設置と運営を考

慮 していたことは間違いなかろう。

以上のようにして,北条は三共か ら「奨学金」

の寄附を得たことを先例に,臨時理研の物理部門

を親友の鈴木馬左也を介して住友家か らの寄附を

得ることで当初の構想を完成させようと図ったと

見ることができよう。あるいは,住友家からの寄

附を前提にして,臨時理研を発足させたとも言え

化 学 史 研 究  Vo123 Nα  3

る。いずれであれ,住友家からの寄附は折り込み

済みで,臨時理研が設立されたと思慮される.住

友家からの寄附が確定する経過を見る前に,本多

の業績と住友家の鉄鋼事業の有様を一瞥しておこ

ぅ7).

本多光太郎は明治30年 7月 に東大を卒業,大学

院に進み,34年 8月 東大講師となり,ついで創設

される東北大理科大学教授候補者として海外留学

した.明治40年 2月 からドイツのゲッティンゲン

大学 タンマン (G.Tammann)教授, ついでべ

ル リン大学のデュボア (du Bois)教授のもとに

学び,44年 2月 帰国 し,東北大教授に就任した。

東大ではユーイング (J.A.Ewing)が遺した

磁気の研究を継承 し,長岡半太郎とともに磁気歪

み (磁歪),磁気弾性効果等を研究 し, タンマン

のもとでは鉄―クロム,マ ンガンーアンチモン,マ

ンガンー錫の二元合金の磁性に関する研究から,

非強磁性元素から強磁性化合物が造 られることを

見出すとともに,研究方法として,磁気分析が熱

分析を上回る知見をもたらす重要な手法であるこ

とを発見し,それ以降における本多の理論的・実

験的研究の基礎を創 りだしていたのである.

デュボアの研究室では大型電磁石を用いて43の

元素を対象に,常温から1,000度に至る間の温度

変化に対応 しての磁性を測定 した。 この結果,

キューリ,ラ ンジュバン,ワ イスの理論が主張す

る (i)反磁性は温度に依存しない,(五 )常磁

性帯磁 (磁化)率は絶対温度に反比例する,(■ )

強磁性体も温度を上昇させると常磁性体に変わる

ということは,限 られた物質に対 して,狭い温度

範囲においてのみ,近似的に成立するもので,多

数の元素が示す温度変化の大きい反磁性,温度変

化の小さい常磁性等の性質について,各元素の帯

磁 (磁化)率と温度変化を包括 した経験則,すな

わち「温度の上昇に伴う常磁性元素および反磁性

元素の磁気係数の変化は原子量の増加する方向に

起こる」ことを,本多は見出した。

(4)



明治44年に帰国した本多は,翌45年に創刊され

た『東北帝国大学理科報告』に高木弘と共著論文

「高温における鉄と鋼の変態」を発表した。それ

は鉄と種々の組成の炭素鋼との高温における変態

を克明な磁気測定によって追求したもので,本多

にとっては鉄冶金学の研究における最初の成果で

あったと,評価されている。引き続いて本多は,

熱分析によって鉄と鋼の変態を追求 し, スミス

(w.J.Smith)が 発見 していたセメンタイ ト

(Fe3C)の磁気変態点 AOを確認 した。ついで,

リュウアー (R.Ruer)と 金子恭輔が明らかにし

ていた鉄の A2変態について,本多はそれが磁気

変態で,同素変態 (結晶中の原子配列の変化)で

はないことを追認していた。

大正 3年には本多は有名な磁気係数の測定を含

む広範な磁気研究を総括する「磁気理論」を発表

しており,磁化率の数式的表現はキューリ・ ワイ

スの式と同様なものであるが,それを支える概念

は全 く異なるものであった.本多は,ユーイング

の提唱 した磁気分子説の延長上に (1)磁性を担

う単位要素は分子磁石であり,磁気モーメントは

分子内電流の分布によって決まる,(五 )分子磁

石は外部磁場によって整列しようとするが,熱振

動によって妨害される,(澁 )強磁性体 とは分子

磁石が熱振動による妨害を受けず,外部磁場に

よって容易に整列するものであるという,「本多

理論」を提示した。翌大正 4年,A2変態に関し

て,熱分析,磁気分析等に関する自己および他人

の実験データをもとに,先行研究を検討 し,本多

の「磁気分子説」によってα鉄一 β鉄が「相」

変化でないことを主張 し,相律の観点か らはβ鉄

の存在は否定されるべきであるとして,従来の論

争に決着をつけている。

このような精力的で,多産な研究のうえに,合

金鉄を対象に,磁気分析と熱分析を駆使 して磁性

に関する研究を展開していくとともに,実用的な

特殊鋼の開発へと向かうのであった。
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住友家は鉄鋼業への進出を企て,明治36年 6月

に大阪においてシーメンス式平炉 (容量3.5ト ン)

を備えて鋳鋼事業を営んでいた日本鋳鋼所を買収

し,住友鋳鋼場を設けた。事業を次第に拡張さ

せ,大正 4年 12月 10日 には資本金600万 円 (う ち

150万 円払込み)を以て株式会社住友鋳鋼所とし,

社長は住友吉左衛門,常務取締役には中田錦吉お

よび萩尾伝 (支配人兼務)が就任した。大正 7年

4月 の移動で,中田錦吉は常務取締役から取締役

となり,山下芳太郎が常務取締役となった8).

北条時敬は先の大正 4年 7月 28日 の東京におけ

る鈴木馬左也との会談後,京都で催された同年11

月10日 の大正天皇即位礼に参列するために,同月

1日 に仙台を出発 し,東京で用務をすませ,6日

東京を発って翌日京都に着くが,8日 には大阪の

鈴木邸に宿泊し,9日 に京都に戻り,10日 からの

御大典に参列していた。終了後の12日 ,大阪市天

下茶屋の小倉正恒の催 した晩餐会に鈴木馬左也,

中田錦吉等と招かれ,出席した。翌13日 もまた鈴

木馬左也家において催された住友家の晩餐会に出

席 し,中田錦吉,小倉正恒等の住友首脳陣と同席

しており,夜は鈴木家に宿泊していた9)。 このよ

うに北条は鈴木を介 し,住友家とは親密な関係を

もっていた。

翌月の大正 4年 12月 13日 午前 7時半,北条時敬

は前任校の広島高等師範学校における講演の帰

路,大阪に下車して鈴木邸に赴き朝食をすませた

のち,中田錦吉の先導で住友鋳鋼所を訪ね,萩尾

伝の案内で工場を一巡 した。ついで,大阪倶楽部

で鈴木馬左也の馳走による昼食会が住友忠輝,湯

川寛吉,小倉正恒等の参加で催された.昼食のの

ち,別室において鈴木馬左也等と住友家からの

「鉄鋼研究資金寄附ノ件ヲ熟談」 していたのであ

る10).

この鉄鋼研究費寄附の件にっいての熟談が終了

してから,北条は鈴木・中田両氏と「煙害問題研

究二付閑談」している■)。 このことは,古河財閥

(5)
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が足尾銅山による鉱毒問題の汚名を払拭するた

め,明治39年12月 に東北大農科・理科両大学と九

大工科大学の帝国大学 3分科大学の創設費として

105万円余を寄附 したことが想起 されるのであ

る12).別
子銅山の経営で銅製錬における「硫煙の

害」が,東の足尾銅山による鉱害に対 して,西の

鉱害として著名であったことから,東北大臨時理

研第二部の創設費, さらに附属鉄鋼研の創設費も

含めて,住友家による本多に対する寄附は古河家

の行為と同等の意味をもっていたと思慮される。

北条時敬と鈴木馬左也との会談を承けて,住友

家は鉄鋼研究に関する奨学資金寄附の申し出に承

諾を与えていた。そこで,同 4年 12月 21日付けを

もって住友吉左衛門の名で,次のような東北大総

長北条時敬宛の奨学費寄附願を提出した13).

奨学費寄附願

一、金弐萬壱千円也    寄附総額

鉄鋼及合金ノ物理冶金的研究ハ学術上目下

急要ナル事項ニシテ住友家製鋼事業 卜密接

ナル関係ヲ有シ其研究ノ成績二待ツヘキモ

ノ必ス多シト信スルヲ以テ該研究ノ資二供

スル為メ前記金額ヲ三回二分チ毎年金七千

円ツ 三ヽ年間寄附致度候間此段御許可相成

度候也

大正四年十二月廿一日

大阪市南区天王寺茶臼山町拾六番地

男爵 住友吉左衛門  印

東北帝国大学総長北条時敬殿

この願い書を受領 した北条時敬は,同 4年12月

24日 付けで折返 し鈴木馬左也宛 に礼状を発 し

た14)。 この書簡で,北条は大阪に行ったときの歓

待の礼を述べ,住友家からの寄附の書面を昨23日

に拝見したとして「当方大学は学問上貢献を以て

世に立っべきことは,拙生奉務上の一眼目に有

之,今度男爵家より受けたる好意は当方研究之気

風を奨励するに屹度実効可有之,洵に欣喜之至に

奉存候.本多博士最 も感喜,二年間には目的を達

する様致度大意気込に御座候.」 と,本多光太郎

の研究に関する意気込をまず伝えていた.そ し

て,3年間に目的を達成するという内容は詳らか

ではないが,のちの磁石鋼の開発を意味するので

あったとすれば,誠に素晴らしい心意気というべ

きではなかろうか15).

書簡は続けて「本寄附には別紙之通公式に貴職

宛回牒致置度案文供貴覧候間,御加筆之御高見も

有之候はば無御泥御内報被下度,御回報を待て改

めて公文の体を具 し右御送附可致候.寄附受理の

書面も其節同時に発想可致候.」 と述べて,別途

大学事務局から発送する通牒案についての意見を

求めていた16).

大学事務局からは,翌大正 5年 1月 18日 発送し

た住友からの寄附願を許可する文書とともに,そ
の寄附金に関す る取扱事項の件 を通牒 してい

た17).

案 (大阪市東区北浜五丁目

住友総本店支配人山下芳太郎宛発送)

男爵住友吉左衛門

大正四年十二月二十一日付

奨学費寄附願ノ件許可ス

年 月 日   総長

二案 (住友総本店宛名へ発送)

総長

住友総本店

総領 事鈴木馬左也宛

本大学二於ケル奨学費 トシテ金弐萬壱千円

今回住友男爵 ヨリ寄附ヲ受クルコト 相ヽ成

候二付テハ左記ノ通取扱可致候二付御承知

相成度此段及御通牒候也

記

一、毎年定額ノ寄附金ハ本大学予算ノ都合上

当方ノ通知ヲ侯テ納付アリタキコト

ニ、鉄鋼及合金ノ物理冶金的研究二付住友家

ヨリ特二研究ノ依頼又ハ研究者ノ派遣アリ

タルトキハ当研究所ハ之二対シ相当ノ便宣

(6)



ヲ供スルコト

三、前項研究ノ結果ヲエ業二応用セラルヘキ

見込アルニ至リタル トキ之ヲ関係当局者以

外二示シ又ハ実業上二発現セシメントスル

場合ハ先以テ之ヲ住友家二協議スルコト

以上

住友家の寄附に関しては公式の願い書を見る限

りにおいては,無条件の寄附であった.しかし,

北条時敬は鈴木馬左也との間の会談で住友家の内

意を察し,上記のような第二項および第二項を追

記 し, これについては先の北条の12月 24日付け鈴

木宛の書簡でみたように鈴木の見解を求めていた

のであろう.こ れに対する鈴木からの回答および

大学から発した通牒の最終案文は見出せない.

ともあれ,東北大の要請に応 じた住友吉左衛門

は寄附金を 3回に分納していた。東北大は,第 1

回目を大正 5年 4月 4日 に,第 2回 目を翌 6年 4

月 7日 に,第 3回目を大正 7年 4月 20日 に,それ

ぞれ受領していた18).

1.3 臨時理研第二部の設置

東北大では,本多に対する住友吉左衛門からの

奨学費寄附願いを容れ,既設の臨時理研を改組

し,佐藤定吉の事業と本多光太郎の事業とを統合

することにした。この間の化学部門のみの臨時理

研の存続期間は僅かに 8ヵ 月に過ぎなかった。大

正 5年 4月 1日 に「理科大学臨時理化学研究所ニ

於ケル研究ノ分掌ヲ定メ,同研究所二第一部 。第

二部 ヲ置キ,第一部二於テハ化学二関スル事項

ヲ,第二部二於テハ物理学二関スル事項ヲ研究ス

ルコト」にした。このようにして,臨時理研は設

立過程ですでに構想され,発足時の規程に明記さ

れていた「物理,化学ノ研究」を担当する機関と

しての実態を備えるに至り,その内部分掌を2分

し,化学部門を第一部,物理学部門を第二部とし

たのである19).

大正 5年 4月 には,臨時理研にとっては次の発

展のための新たな一歩を画すのであるが,その第
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一部は研究成果の工業化に向けてサ トウライト株

式会社を発足させることで, さらなる発展を指向

していたのでもある
").

2.臨時理研第二部における研究

2.1 臨時理研第二部

大正 5年 4月 に発足 した臨時理研第二部では,

本多が研究主任となり,理科大学 (の ち理学部)

物理教室の一部を使用し,研究用機器もまたほと

んどが物理教室のものを借用して,研究を開始し

た.研究費に関 しては,住友家から寄附された

「七千円の約三分の二は研究員の招聘,助手の雇

入等に費され,残 り三分の一を研究費に充て,猶

不足分の二千円乃至三千円は物理学教室の補助を

仰いでおりました」と,本多は回想 している1)

つまり,発足当時の臨時理研第二部における年

間経費はおよそ 1万円, うち研究員や助手等の人

件費と研究費とが半々であったことを推測させ

る.と 同時に,実際の運用にあたっては,臨時理

研の規程にあるように,すべての経費を寄附金で

支弁することが,容易でなかったことをも示して

いる.

第二部研究主任本多光太郎の研究陣容は先行し

た臨時理研,つ いではその化学部門である第一部

と同様に,規程に則って主任,研究補助,研究助

手,それに雇や職工等から構成されていたものと

推定される。すなわち,発足当初の臨時理研第二

部には研究主任本多,嘱託の東大教授俵国一のほ

か,村上武次郎,清水武雄,高木 弘,石原寅次

郎の 4名の大学卒業生は研究補助であり,研究助

手として菊田多利男,小川民造,谷地森七郎,板

垣彰がいた,こ の他に,物理教室の助手曾爾武と

高柳太助の 2名 が本多の指揮下にいたというか

ら,本多の傘下にあった研究陣の総勢は約10名 で

構成されていたことになる.

これは第一部の陣容に較べたとき,第一部が半

工業化試験を目指していたのに対 して,第二部は

(7)
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基礎的研究を重視していたという性格の差異にも

よるが,本多が大学教授であるのに対して佐藤が

工学専門部教授であるという教育研究組織におけ

る違いにもまた大きく依拠 していたといえる。こ

れは第一部に対して第二部の研究の中心となる大

学卒業生からなる研究補助の数が 2倍であること

で端的に示されるように,第二部には研究陣容の

層に厚みがあった.

研究は本多の指導のもとに,大学卒業者の研究

補助が分担して進めていた.臨時理研第二部の発

足当時にあって,高木弘はセメンタイトの磁気変

態の研究,純鉄の A3変態の磁気的研究,特殊鋼

の高温における変態等を研究 していた2)。 そし

て,高木は翌 6年になると,磁石鋼の研究に着手

してぃた3).石原寅次郎はマンガンーアンチモン

(Mn― Sb)合金その他の磁性の研究を,清水武雄

は鋼の熱伝導度の測定装置の開発を,村上武次郎

は各種磁石鋼を対象に磁気分析と顕微鏡的研究

を,それぞれ進めていた。

大正 6年 5月 に清水武雄が海外留学に派遣さ

れ,同年10月 に助手の菊田多利男と小川民造が大

学に進学した。この助手 2名の大学進学で生じた

欠員のポストには,岡部金次郎と斉藤真が採用さ

れた4).

この大正 6年 7月 に東北大卒業後に会社に入

り,同時に9月 大学院に入学して本多のもとに派

遣されたものが 3名おり,それは斉藤省三,松下

徳次郎,飯高一郎である.斉藤省三は東北大物理

学科を卒業と同時に住友鋳鋼所に入社 し,大学院

に進学 して本多のもとでインゴットの冷却に関す

る研究をはじめた.同様に物理学科を卒え,名古

屋の日本特殊製鋼に入社 して派遣された松下徳次

郎は,焼入れについての研究に着手 していた.飯

高一郎は化学科出身で,三菱造船に入社 し,大学

院に入学 してセメンタイトの変態と電気抵抗の研

究を開始していた5).

本多の名前を一般社会に著名なものとした強力
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磁石鋼は,鉄に係わる物性研究の一環として採り

上げられたが,そ の背景には第一次大戦で輸入が

途絶する一方,軍需が著増してきた鉄,なかでも

磁石鋼の開発が強く要請され,そ の研究が緊喫の

課題 となったといわれる6).そ の研究は陸軍の要

請を契機に,その援助ないし連帯で進められたと

されている7).

臨時理研第二部が発足 した直後の大正 5年 6月

8日付けで北条時敬が文部省宛に作成 したと推測

される「意見書提出二伴ヒロ述スベキ条目」にお

いて,東北大の経綸における重要事項を挙げ,こ

の第一次大戦を契機に実施すべきことの一つとし

て「工科大学新設ノ時期,今時其機会ナリ」とし

て,「財政ノ余裕 各省積極的計画新事業費ノ要

求」 と「時局上ノ教訓及覚醒」の二項目を挙げ,

その後者について次のように記していた8).

軍備拡張 強兵ハ科学ノ進歩二待ツ所多シ

実業ノ隆盛 欧州戦乱ノ為メニ余波ヨリ起レ

ルモノ多シ

染料,ザルチルサン等ノ如シ

下瀬火薬,飛行機材料 (磁石, エンジンノ

類)

北条のこのメモ書きの最後の条は,産業界にお

ける重要事項として磁石が自動車とともに飛行機

の計器や発動機などの部品材料として注目されて

いたことを示していた。当時の磁石が新たに生ま

れた社会的要請に応えるには不適切であったこと

は,科学技術動員における重要研究事項として航

空機用発動機 (磁石発電機),精密電気計器等と

ともに,磁石鋼が挙げられていたことからも,容

易に理解できる9).

第一次大戦という「時局」の要請に応え,本多

のもとで鉄を含む金属とその合金の研究と並ん

で,磁石鋼の研究開発が実施されるが,逆に以降

における研究開発体制の整備,具体的には鉄鋼研

究施設としての本多の係わる臨時理研第二部の整

備, さらには附属鉄鋼研の整備拡張に際しては,

(8)



理由ないし事業目的を述べるにあたって「時局」

に対処するため,あ るいは「国富ヲ図ル」ためと

いう用語を慣用的に使い,正当化を図っていた。

とりわけ「時局」と直接関係がある強力磁石鋼

の開発は,村上武次郎と高木弘が分担 しており,

村上が磁石鋼の組織の調査を,高木が磁石鋼の磁

性と製造の研究を, それぞれ担当して進めてい

た。中心 となったのは高木で,すでに触れたよう

に,大正 6年になってから本格的に取り組んだも

のと推測されるH).

この時期にはまた,北条時敬と住友総本店首脳

との頻繁な接触がみられ,関係者の動きには慌 し

さを感 じるのである.すなわち,在京中の北条を

大正 6年はじめの 1月 11日 に小倉正恒が訪ねてお

り,同月14日 にも出京した鈴木馬左也が訪問して

いる.同月16日 には北条は鈴木馬左也と会食 し,

夜に東京を立って,翌17日 に仙台に着いて東北大

に出勤 しているが,そ こへ小倉正恒が訪ねてきて

いる.そ こで,北条は小倉に「本多氏ノ鉄研究ノ

事業一覧ノ為メ本多氏二紹介」していた12).

北条時敬は同年 1月 27日 付けで鈴木馬左也に書

簡を発していた。直後の 1月 31日 ,小柳美三 (の

ちに東北大眼科教授)の東北大採用とその留学の

件という所用があって大阪に出向いているが,同

時に「住友総本店二至 り小倉中田二氏二面会」

し,翌 2月 1日 には「正午大阪クラブニ至ル適鈴

木モ来会シ小倉木島其他住友家ノ重役諸氏 卜共ニ

昼食閑談」 していたのである13).

このような動きは,住友首脳陣が本多の磁石鋼

の研究に並々ならぬ関心を持っていたことを窺わ

せ,その研究体制の強化策を図っていたことを示

唆する.そ して,本多もまたこれに応えて大正 6

年に高木弘等に磁石鋼の研究を命じていた14)。

高木弘等による磁石鋼の研究は,臨時理研が保

有していたマルス (Mars)の タングステン (W)

磁石鋼 (抗磁力,最高700e),陸軍工廠からの提

供品であるタングステン鋼, シーメンス・ハルス
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ケ社の計器に使われている強磁性体の磁石 (残留

磁化450 CGS―emu)等が調査された。飽和磁気

を高めるためにコバルトの大量添加が有効なこと

を推測し,鉄―コバルト (Fe―Co)合金を基礎に,

それにタングステンを加えて磁石鋼を試作した.

この結果, コバル トを大量 (34～35%)に加えた

鉄―コバル トータングステン (Fe― Co―W)磁石鋼

において,す ぐれた抗磁力 (最高2000e)や残留

磁化 (700 CGS― emu)が見 られた.こ れを対象

にして,通常よりも著 しく高温の1,100℃ で焼入

れすることで,焼入れ効果が現れることを発見 し

た15).

このようにして強力磁石鋼が発明されるが,そ

の時期は大正 6年 4月 末から5月 はじめの頃と推

測される.と いうのは,北条の日記に本多の磁石

鋼の件が初出するのは,大正 6年 5月 9日 の条

で,北条時敬は「本多氏二磁鉄二関スル実業二付

内談」とあるときである.その同じ日の日記に,

北条宛てに住友総理事鈴木馬左也から「磁鉄事業

二付来書」と記されている16).

これらのことから, この5月 9日 には,鈴木か

らの書簡を承けて北条と本多が磁石鋼の工業化に

関して内談していると看倣 し得るのであり, 日記

には記載を欠いているものの, この時期より以前

に,本多は強力磁石鋼を発明 しているのであっ

て, この発明の時期は, この5月 9日以前で, し

かもそれよりもあまり早くない時期,つ まり4月

下旬から5月 のはじめと推定 しても大過なかろ

う。これを承けて,北条と相談のうえ, この強力

磁石鋼の開発・工業化に関して,奨学資金提供者

の住友家における企業化を鈴木馬左也に打診して

いたと,見るべきであろう.その返事の書簡が北

条に届いていたので, ここに本多と北条との強力

磁石鋼の工業化に関する内談となったものと見て

よかろう。

同時に, この本多と高木による成果は,本多個

人の名前で出願 した最初の特許「耐久磁石鋼」

東北大学附属鉄鋼研究所―その設立と事業一 (鎌谷)
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(大正 6年 6月 15日 出願,7年 2月 22日 特許許可,

特許番号第32234号 )と なったのである。

ついで,成分が不明であるが,硬度の著しく高

い工具鋼を,先の鉄―コバルト合金に配合するこ

とで, クロム (Cr)添加によって抗磁力が著 し

く改善されること (最高2250e)を 見出した。ク

ロムの有効性を発見したことから,鉄―コバルトー

クロム (Fe― Co―Cr)磁石鋼が開発された。当然

のことながら,次 には先に開発 した鉄―コバルトー

タングステン磁石鋼にクロムを添加 した鉄―コバ

ル トータングステンークロム (Fe― Co― W―Cr)磁

石鋼が試作され, この磁石鋼が先の鉄―コバルトー

タングステン磁石鋼に較べていっそう優れた抗磁

力 (221～ 2570e)お よび残留磁化 (620～ 920

CGS―emu)を もつことが見出された17).

これが本多の名義による第 2番目の特許で,先
の特許出願の僅か25日 のちで, しかも名称は最初

の特許と同じ「耐久磁石鋼」(大正 6年 7月 10日

出願,7年 3月 26日 特許許可,特許番号第32422

号)である。

開発された新たな強力磁石鋼は臨時理研第二部

の設立と運営に奨学金を寄附した住友家当主の頭

文字を採って KS磁石鋼と名付けられるが, この

時期は大正 7年 10月 頃と推測される18)。 この時期

はまた,後述するように,KS磁石鋼の工業化の

めどが付いていたのでもある.

2.2 KS磁石鋼の工業化

臨時理研第二部において強力磁石鋼が発明さ

れ,その工業化が具体的になっていく過程,さ ら

には工業化とそのもたらした影響を,関係者の動

きから見ていこう。すなわち,大正 6年 4月 末か

ら5月 はじめにおける強力磁石鋼の発明は,鈴木

を介 して住友家に対 してその工業化の意図を質

し,5月 9日 には鈴木の返書があり,そ れを承け

て本多と北条の内談となったことはすでに述べ

た。

以降の北条と鈴木の接触を見ると,大正 6年 5

月16日 に鈴木か ら北条のもとに書簡が届いてお

り,5月 27日 には北条は上京 した鈴木と午前中は

能楽堂で一緒になり,終演後に別れ,夕方には牛

込弁天町の鈴木の別邸を訪ねて夕食をともに取

り,11時まで「閑談」していた。この 5月 28日 か

ら6月 上旬は,佐藤定吉が帰国 したこともあっ

て,日記の大部分はこれに係わることが記載され

ている19).

大正 6年 5月 には, 日にちは詳 らかではない

が,本多は大阪に出向き,住友家幹部および住友

鋳鋼所,住友伸銅所,住友電線製造所の技師たち

を前にして,磁石鋼に関する学説と工業的製作実

験に関して講演 していた20).

以上のような経過ののちの大正 6年 6月 14日 ,

住友総本店支配人山下芳太郎 (大正 7年住友製鋼

所常務取締役兼任となる)が東北大を訪れ,北条

時敬,小川正孝 (理科大学学長),本多光太郎,

兼子悌次 (書記官)が同席 して,「磁鉄製作特許

譲受並二工業試験二付協議」 していた21).こ の日

に協議された事項とその内容 は詳 らかではない

が,翌日の6月 15日 付けを以て本多の最初の特許

「耐久磁石鋼」が出願されたことは,すでに述べ

た.こ の特許出願に関しては北条の日記には記載

がないことも付言しておこう.

北条は大正 6年 8月 11日 に宮内大臣から学習院

長に転任の打診があり,同月25日付けで就任する

が,同年10月 15日付けで後任の東北大総長に福原

錬二郎が着任する直前まで,東北大の研究機関の

整備問題で奔走 しているばかりか,そ の後も本多

(そ れに佐藤定吉)の研究助成および研究体制の

拡張などの事項に関与し続けていたのである22).

本多に関する事項に限定 して見ると,北条は東

京における煩多さを逃れるためもあって,8月 18

日には御殿場にある鈴木馬左也の別荘に赴き,鈴

木と懇談しており,その様子を「入浴晩食前後閑

談又偶談合金研究特許報償国事又私事交々懇話ヲ

了リテ十時眠ル」と記していた23).8月
24日 には
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東北大総長室において本多と「磁鉄特許権譲与ニ

関シ内談」していた24)。 これらは本多の開発した

磁石鋼に関する工業化に係わる事務的処理を済ま

せるための会談と思慮される.

北条のこのような行動と並行して,臨時理研第

二部では磁石鋼の工業化のための作業が進んでい

た。 そこでは本多の指導のもと,材料に小鋼塊

(約40グ ラム)を用いた小規模試験から始め,試

料の使用量を 3～ 4キ ログラムに増加させて,半

工業試験に移り,その磁石鋼の加工方法も完成さ

せた25).

住友鋳鋼所においては,柳沢七郎が担当してい

た。大正 4年 7月 東北大理科大学化学科を卒業

し,翌 5年 1月 に住友鋳鋼所に入所し,磁石鋼の

工業化に必要な電気炉の研究を担当した。エール

式およびジロー式の小型炉 (容量45キ ログラム)

を開発 し,自製を試みていたのである26)

高木弘は大正 7年 5月 に臨時理研第二部から住

友鋳鋼所に入所し,柳沢とともに工業化試験を進

めた.50 kW電気炉による試験,つ いで100 kW高

周波電気炉による試験へ移り,品質の向上ととも

に量産を可能にした。この間に,熱間鍛造法も開

発された。 このようにして,大正 7年 10月 から

KS磁石鋼の工業的製造が始まった27).

大正 6年 7月 に住友製鋼所に入った斉藤省三

は,大学院に進学 して,本多のもとでインゴット

の冷却に関する理論的研究を終え,翌 7年からは

高速度鋼の研究に移った。大正 7年 10月 ,本多は

この斉藤の仕事について「目下高速度鋼の研究に

従事せられ己に非常に堅くガラスを容易に切り得

る鋼を作ることに成功せられました,此鋼は単に

堅いのみならず七百度位に至らざれば鈍りません

から,高速度鋼として良好なる鋼と考へます」と

述べていた28)。 このようにして,マ ンガン鋼を高

速・高温のもとで切削できる世界の最高水準の性

能をもつ高速度鋼の開発に目処をつけたのが,磁

石鋼の量産が始まったのと同時期の大正 7年10月
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頃であった。この高速度鋼もKSを冠 して呼ばれ

るようになり,こ の大正 7年から住友鋳鋼所で生

産を開始 したといわれているが,その開発の終了

時期からみて,同年末のことと推測される").

3.附 属鉄鋼研

3.1 臨時理研第二部の拡充構想と住友の寄附

臨時理研の研究活動は,そ の規程から明らかな

ように,寄附金支弁によっており,第二部は施設

としては物理教室を使い,実験器具も関係機関の

ものを利用 していたが, それでも研究費は不足

で,物理教室の経費を流用 していた。そのため,

研究経費はもとより,研究施設や実験器材の整

備,研究陣容の拡張などが緊要な課題であったこ

とは言うまでもない。発足 して二年目の大正 6年

5月 はじめ頃には強力磁石鋼を発明し,特許出願

等を経て工業化研究へと重点が移っていたのと並

行 して,北条は本多の特許権譲渡の事務処理も終

え,8月 25日 には学習院院長に就任 した。以降も

北条は東北大の研究機関の整備などの問題に係

わっていたし,ま た鈴木馬左也とも頻繁に会って

「閑談」 していたが, 日記からは本多や強力磁石

鋼の件は窺えない1).

年の瀬も迫った同 6年 12月 30日 ,本多は東京の

北条を訪ね「鉄ノ研究事業ノ機関拡張 ノ意志 ヲ

語」っていたのである2)。 そして,翌 7年 1月 2

日の日記に「朧月用事ノ滞 レルモノ五六件ヲ弁ス

鈴木馬左也……等ナリ」 と,記 していた3).本多

の研究所拡張に関する意向を承けて,鈴木馬左也

宛の書簡を発 したものと思われる.こ れを契機

に,住友家に対して奨学費助成の件に係わる働き

掛けが活発化してている。

大正 7年 1月 19日 ,本多は上京して北条を訪ね

るが,風邪で病臥中のために会えずに帰 ってい

る。これを承けてか,2月 6日 には北条は鈴木を

弁天町の別邸に訪ね「鉄 研究所設立ノ問題」を

話していた4).2月 の21日 と27日 にも鈴木と会っ

(11)
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ているが,そ の話の内容は本多の件ではなさそう

であり,以降しばらくは北条の日記に本多や鈴木

のことは記されていない5).北条の日記の5月 23

日の条に「本多氏 ヨリ住友寄附ノ件電報」とあ

る6).こ れは本多の求めに応じて,北条が鈴木を

介して依頼した住友家からの研究費助成の件が承

諾されたものと見てよかろう.以降の北条の日記

には鈴木との接触が頻繁にでてくるが, この件に

ついては記載されていない.6月 26日 に本多は北

条を訪ねているが, このときの内容も記載がない

ものの,住友からの寄附の件であったと推定して

も強ち誤りではなかろう7).

この年10月 頃には強力磁石鋼の工業的製造技術

の開発の目処が付いているが,10月 14～ 16日 およ

び23～24日 に工学会と東京鉄道協会との主催で,

第 1回研究業績発表会が東京の鉄道協会で開催さ

れた。研究成果の社会的還元を図るための措置で

あり,以降は講習会などや研究生の受け入れに発

展する,そ の最初の企てであった8).

この発表会に北条も出席していた。本多はこの

大正 7年10月 16日 の夜,講演会の内容をまとめた

著作『鉄及び鋼の研究』の「緒言」を執筆してい

た9)。 そのなかで,臨時理研第二部に関して次の

ように記していた.

終りに,我研究所の事に就て一言申上げま

す.研究所は一昨年四月大阪住友家の御厚意に

よる所の奨学金を経費に充てることにして出来

ました.所員は目下私の外に理学士村上武次郎

君,石原寅次郎君,今野清兵衛君の二人と高等

工業の卒業生二人,物理学校卒業生一人,中学

卒業の助手四人であります。・……尚東大の俵博

士は嘱託として,時々来仙せられ,種々御教示

を願つております,・ ……

以上所員の外諸会社より派遣せられて研究に

従事せらるる二人の理学士があります,物理出

身の松下徳次郎君は日本特殊鋼合資会社より派

遣され……,物理出身の斉藤省三君は昨年以来

住友鋳鋼所より派遣せられ……,化学出身の飯

高一郎君は昨年以来三菱会社より派遣せられ

……研究しておられます.・ …¨

現今の研究所 (引用者注,臨時理研第二部)

は経費の都合上其規模如何にも小にして合金を

作るにも多くは一回二三百瓦通常は一回に数十

瓦を融かすに過ぎず,従て材料強弱の試験をな

す能はざる次第で,如何にも残念に思つており

ました……

つまり,大正 7年 10月 における臨時理研第二部

の陣容は主任の本多と嘱託の俵を除 くと,所員 3

名,それを補助するもの7名,会社派遣の大学院

生 3名,合計13名で,発足時と大差なかったが,

会社派遣者の分だけ増加していた.しかし,そ の

経費は十分でなく,実験規模に関 しては多くの不

満を抱えていたのである。

先例としての東大附属航研は,大正 7年 7月 に

東大官制の改正が公布され,国費による大学附属

研究機関として設立されていた。この年の夏には,

臨時理研第一部で佐藤が開発した蛋白質角質樹脂

サ トウライトの工業化が,原料の腐敗や製品に時

間とともに亀裂が発生する等の事故によって行き

詰まっていた。このような事態を目前にして,本

多が住友からの寄附金を得たことで,新たなる発

展として「臨時」理研第二部を国家の法律と資金

によって保証された恒久的な研究所へと脱皮させ

ることを構想 したのは当然のことといえる.本多

は, この間の事情を次のように回想 している10).

……かく小規模ながら (引用者注,臨時理研

第二部)所員一同非常な勉強を以て研究を進

め,約ニケ年を経過しました,所が其成績は

意外に良好であつたので,之を臨時的でなく

規模を拡張 して永久的の国立研究所とするの

が本邦の工業界のために非常に有利だと考ヘ

ました.然 し之は容易の業ではない,何故な

れば,先づ建築物を作らねばならぬ,なお新

に器械を買入れて諸設備を完成 し,其上多額

(12)



の経常費を要するからである.此研究所を工

学的規模即ち農商務省に於ける諸研究所の程

度にするとして最小研究費約十万円,外に研

究員助手の俸給事務費等を加ふれば経常費年

額二十万円を要します,創立費は篤志家の寄

附に仰ぐとしても,経常費は其性質上国家の

支弁に侯つべきものである。此企は本邦の幼

稚な鉄工業の状況より見ても極めて緊要なる

事業であるから,私は時の北条学習院長に寄

附の件を相談 しました……

本多が規範ないし模範にした農商務省所管の試

験研究機関といえば,早 くから設置されていた工

業試験所 (の ち東京工業試験所)や生糸検査所,

第一次大戦を契機に設置された大阪工業試験所,

臨時窒素研究所,絹業試験所等であった。そのほ

かにも,逓信省電気試験所,鉄道院鉄道調査所等

の工業系試験研究機関が存在し, これら中央官庁

直轄試験研究所によって国家に必須な試験研究が

担われていた。そして,国家事業として大規模な

基礎的研究の担当機関としての理化学研究所 (理

研)は大正 6年 3月 に設置されたが,運営は軌道

に乗 っているとは言い難かった。東大附属の航研

も大正 7年 7月 に官制公布され,体制の整備途上

にあったことは, これまた言うまでもない,そ の

ため,本多は具体的な先例として「工学的規模即

ち農商務省に於ける諸研究所の程度」のものを挙

げ,希求せぎるをえなかったと思われる。

この本多が構想 していた「鉄鋼研究所」の具体

的内容に関しては,大正 7年 10月 16日 の講習会の

夜に記 した,先の「緒言」で続けて次のように述

べていた■).

幸此度住友家の大なる厚意により永久的の鉄

鋼研究所の設立を見んとする運びに至りまし

たのは邦家の為め非常に慶賀すべき事と考ヘ

ます,私の計画しておる鉄鋼研究所の組織は

物理部化学部冶金部材料強弱試験部の四部よ

り成立し,各部平行に研究を進め行 く積であ
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る,つまり現在の研究所 (引用者注.臨時理

研第二部)に材料強弱試験部を加へ全体とし

て之を拡大せるものを作る考であります,然

し之には多大の経費を要 しますれば初めから

計画通りに行はれないのも止を得ません,此

研究所は鉄鋼研究所と云ひまして鉄鋼及び其

合金の研究を主眼とするも勿論他の合金の研

究にも着手する積りである.独逸に於ても鉄

鋼の研究機関の設立を非常に必要と考へまし

て昨年 (引用者注,大正 6年)七月頃よリカ

イザー・ ウヰルヘルム研究所の一部に之を設

くることとなりましたが,本邦に於ても此種

の研究機関が続々設立されて鉄鋼事業を指導

することは之を軍事上より見るも,亦工業上

より見るも極めて必要なることと考へます.

すなわち,住友の寄附によって臨時理研第二部

を拡張して「永久的の鉄鋼研究所」の設立が確実

になったことを公然と明らかにした.そ ればかり

か, この鉄鋼研究所の組織に関 しては,物理部 。

化学部 。冶金部 。材料強弱試験部の 4部からな

り,鉄およびその合金に加えて他の合金の研究も

できるようにすることを企図 していた。それに

よって日本の鉄鋼業界の技術指導を担当する機関

となることを期待 していたのでもある。

ここに見られる本多の「意志」ないし「希望」

は,すでに見たように北条時敬の尽力で大正 7年

5月 に住友家か ら奨学金提供の内諾を得ていた

が,年末の大正 7年 12月 に寄附願いが提出され,

実現 した12).寄附金額は,研究所建設費15万円,

設備費10万 円,3ケ年間の経常費補助 5万円 (大

正 8年度 1万円,9・ 10年度各 2万円),合計30万

円であった13).

臨時理研第二部を鉄鋼研究所にするための作業

は,大正 8年度予算案の編成と軌を一にして進行

していた。本多の依頼を承けた北条の住友家に対

する勧奨により,研究費寄附の内諾が得られ,そ

れをもとにして作成された研究所設置案が学内を

(13)
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承認され, さらには文部省への働き掛けは10月 に

大筋で諒解を得るまでになっていて,大正 8年度

文部省予算案の最終段階の作成時である12月 には

住友の寄附願いを受領 していた。この案が大蔵省

の承認を得て,議会提出案となったことは言うま

でもない.

本多の北条を介した住友家に対する研究費の寄

附依頼から実現に至るまでの過程は,KS磁石鋼

の住友鋳鋼所における工業技術の開発とほぼ同時

並行的に進行していた.と りわけ,大正 7年 5月

に高木弘が住友鋳鋼所に赴任 したのと相前後 して

寄附の内諾を得,寄附願いが提出された大正 7年

末にはKS磁石鋼と高速度鋼の量産が開始されて

いたことは,驚 くべき一致と評してもよかろう。

本多は住友家からの30万円の寄附が「何等の条

件もなく全く自由な此多大の寄附」であったこと

に謝辞を呈 している14).事
実,住友家の寄附願い

には, このように無条件の寄附であったことは,

先の大正 5年における寄附のさいにも見られた。

今回も同様と看倣して大過なかろう。しかし,そ

の進行過程から推察するところ,前回同様に,住

友家に対する本多等の大いなる配慮が払われてい

たことは十三分に窺える。

そして,本多自身は「時の総長福原氏に依頼 し

て文部当局に経常費の支出を乞ふたが,なかなか

容れられなかった,併 し遂に三万七千円の経常

費」を得るに至ったと,回想している15)。 この後

段の述懐は,寄附金支弁による研究機関の創設と

いえども,大蔵省の同意を得ることが容易でない

ことを示唆している.

3.2 附属鉄鋼研の設置

本多の臨時理研第二部における鉄に関する研究

成果を背景にしてはじまった鉄鋼研究所 (鉄鋼

研)設置計画は,一年間にわたる各段階の折衝の

末, これを審議する第41通常議会に向けての最終

的な予算案のなかに設立費として組み込まれ,実

現 した。

この『大正八年文部省所管予定経費要求書』で

は,東北大の部の第二項「理学部鉄鋼研究室設置

二関スル経費」において次のように記されてい

た16).

三、理学部鉄鋼研究室設置二関スル経費

軌近兵器ノ独立並諸工業ノ勃興二伴ヒ鉄ノ需

要益々増大セラルルニ至リタルモ本邦二於テ

ハ未夕鉄二関スル基本的研究ノ設備ナク頗ル

遺憾 トスル所ナルヲ以テ之二関スル研究ヲ開

始スル為此ノ経費弐万千五百弐拾円ヲ経常部

……二予算セリ而シテ該研究二要スル建物其

ノ他ノ設備ハ別二寄附ノ申出アルニ依 り之ヲ

以テ充当スルノ計画ナリ

予算案は第41通常議会 (大正 7年 12月 25日 召

集,27日 開会,8年 3月 26日 閉会)に おいて協賛

を得た.

これを承けて,大正 8年 4月 8日 文部大臣は東

北大附属鉄鋼研の設立および職員の増加等にとも

なう東北大官制等関係勅令中改正の件を閣議に請

議 した17).

そのさい,閣議に提出された請議文書は,大正

8年度予算要求に際しての文案をもとに作成され

たものと思われる。予算要求にさいしては臨時理

研第二部が内部措置としての理学部の所属機関で

あったことから,官制に記載された正式の理学部

附属機関として,国家予算で経費が支弁される研

究機関とすることを目論んだ提案であったといえ

るが,予算協賛後の設置にあたっては制度的には

東大航研に倣った,大学附属機関として官制を改

正 して処置することとしていた。したがって,官

制中改正案などが,先行 した東大附属航研案に

倣つていたことは言うまでもない.

すなわち,東北大の官制を改正して附属鉄鋼研

究所を設置する条文は次のように,東大附属航研

に倣 ったものであった (勅令第229号,第十条ノ

ニ).

東北帝国大学二附属鉄鋼研究所ヲ置ク

(14)



鉄鋼研究所二鉄鋼研究所長ヲ置キ理学部二属

スル教授ノ中ヨリ文部大臣之 ヲ補ス

鉄鋼研究所長ハ総長ノ監督ノ下二於テ鉄鋼研

究所ノ事務ヲ掌理ス

附属鉄鋼研設立の理由も東大附属航研に準じて

いた。このように附属鉄鋼研は航研につぐ二番目

の大学附属研究機関であったことから,少なくな

い共通性を持つ機関であった。 しかし,東大以外

の大学における最初の大学附属研究機関であった

ことから,相違点 も少なくなかった。とりわけ,

航研が国家的事業として策定され,設置されたの

に対 して,鉄鋼研が本多の研究を基礎にして臨時

理研第二部という東北大の内部措置の機関の拡充

による大学附属機関に改組するという,設立事情

と経過が大きく相違 していた.こ のことを反映し

てか,冒頭に付けられていた「鉄鋼研究所二関ス

ル調」のうちの「説明」は,次のように詳細な内

容をもつものであった。

鉄鋼研究所二関スル調

説明

欧州ノ戦乱ハ兵器ノ独立並諸工業ノ勃興ヲ促

進シ鉄ノ需要益々拡大セラルルヲ以テ鉄二関

スル研究ハロ下ノ急務二属ス然ルニ本邦二於

テハ未夕欧米ノ如ク鉄二関係アル諸会社等ニ

於テモ此種ノ研究ヲ為セルモノアルヲ見サル

ノミナラス彼ノ八幡製鉄所二於テスラ製鉄ニ

関スル基本的研究ノ設備ハ未夕充分ナラサル

ヲ見ルカ如キハ国家ノ為メ頗ル遺憾 トスル所

ナリ而シテ東北帝国大学ハ姦二鑑 ミル所アリ

襲二住友家奨学資金ヲ以テ鉄鋼ノ研究ヲ開始

シ既二鉄,炭素鋼,タ ングステン鋼,ク ロム

鋼等ノ組織学研究ヲ終 り永久磁石,高速度鋼

二関スル理論ヲ明ニシ是等二関スル論文二十

余種ヲ公表シ従来冶金学者間二使用セラレタ

ル方法以外更二磁気分析法 卜称スル有カナル

新方法ヲ併用セル為欧米ノ冶金学ニー歩ヲ進

ムルヲ得タルノミナラス之力理論的研究ノ応
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用 トシテ作成セルKS磁石鋼ハ欧米ノ最良品

ヨリ其耐久カニ於テ約二倍磁カニ於テ約五割

大ノモノトナリ又近来ハ高速度鋼二於テモ世

界ノ最良品ヲ凌駕セル優良品ヲ作成スルヲ得

ルニ至レリ如上ノ如ク本大学二於テハ斯道ニ

関スル有カナル学者ノアルアリテ研究上既ニ

著シルシキ効果ヲ挙ケ得タルヲ以テ今回更ニ

進ンテ本大学二鉄鋼研究所ヲ設置シ主 トシテ

鉄及鋼ノ合金ノ研究ヲナスト同時ニー般合金

ノ研究 (例 トヘハ大砲ノ寿命ヲ延ハスニ適応

セル合金飛行機用ノ軽金属二使用スヘキ合金

或ハ水道鉄管及蒸汽機関等ノ腐朽ヲ防クニハ

如何ナル金属ヲ鉄二加フヘキヤノ如キハ該研

究所二於テ研究スヘキ重要ナル問題ナリト

ス)ヲ 遂ケ鉄鋼ノ研究 ヲ全カラシメントス

偶々住友家二於テ二十五万円ヲ投シ該建物及

設備品ヲ寄付シ其他経常費ノー部ヲモ寄付ノ

申出アルニ依 り此際住友家ノ好意ヲ採納シ本

年度ヨリ新二鉄鋼研究所ヲ開始セントス

要約すれば,国際的な熾烈な競争下にある鉄鋼

研究は,国策上緊喫な課題であるにも係わらず,

日本は欧米に著 しく立ち遅れているが,東北大で

は本多が当該分野で成果を収め,抜きんでた業績

を挙げており,KS磁石鋼や高速度鋼等の開発で

国際的技術水準を凌駕する実績を収め,一層整備

された国立の附置鉄鋼研を設立 し,鉄鋼の合金お

よび一般合金を対象に研究 し,完璧を期すること

を望んでいる.そ のとき,住友家から研究所建物

および備品等の創設費の寄附および経常費の一部

支出の申し出があったのを容れ,本年度から鉄鋼

研を発足させたいというのである.

ここでみられるような研究機関の設置ないし整

備における趣旨や理由の原型 とも看倣せるもの

は,第一次大戦期の最大の国家事業と言える理研

設立における建議文案に見ることができる。それ

に追随するかのように,東大附属 (のち附置)航

研をはじめ, この鉄鋼研,つ いで金研,京大附置

(15)
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化学研究所 (化研)等の設置のさいの趣意や理由

でも共通 して見られた18)。 当時における研究開発

に対する認識や社会的役割についての当該関係者

のもつ思想とともに使命感を反映していた。

東大の研究機関である附属航研が国家事業とし

て創設の臨時費はもとより,運営の経常費がすべ

て国費で充当されたのと対眠的に, この東北大の

附属鉄鋼研の創設費と以降の運営に充てる経常費

は臨時理研第二部の延長上で考慮されていた.臨

時理研は「一切ノ経費」は「有志者ノ寄附金」を

もって充てられていたが,附属鉄鋼研は官制をも

つ国立の施設でありながら,その創設費はすべて

寄附金に依存するという寄附金支弁方式が採 られ

ていた。そして,研究機関運営の経常費も,そ の

一部は発足後 3年間は寄附金によって賄われると

いう,一部を寄附金支弁方式によっていたのであ

る.

この件に関 しては『公文類衆』の上記に続 く

「鉄鋼研究所二関スル件」において説明されてい

た。すなわち,形式的には,上述したように住友

家からの寄附を承けて東北大は鉄鋼研の開設を求

め,それを許可した国家は附属鉄鋼研の創設を 2

カ年度の継続事業で実施 し,そのための創設費に

は住友からの寄附金の25万円を充当させた.経費

に関しても初年度 1万円,2年度と3年度各 2万

円,合計 5万円の寄附金に一部を依拠していたの

である.後者の経常費に関 しては,初年度の大正

8年度は経費が俸給10,620円 (教授 1名 ,助教授

4名,助手 7名 ),講座給850円 (1講座),校費

10,250円 で,総額21,720円 である.こ れに対 して

政府支出支弁は11,720円 ,寄附支弁は10,00円 で

あった19).

附属鉄鋼研の設置に伴う東北大定員の増加とし

て,上掲の「説明」の末尾において,理学部物理

学科に物理冶金学1講座の設置を求め,そ の定員

として教授 1名 (物理冶金の担当兼所長),助教

授 4名 (但 し,物理冶金 2名,化学冶金 1名,材

料試験 1名 ),助手 7名 (但 し,物理冶金 3名 ,

化学冶金 2名,材料試験 2名)を要請 しており,

これらの人たちが鉄鋼研を兼任することを予定し

ていた。このような要求も,附属航研の設置のさ

いに改正された東大官制および東大の講座に関す

る勅令によって同時に設置された航空学 4講座お

よび航空物理学講座とそれに所属する教授,助教

授,助手が兼任として航研における研究に携わる

という体制に準じたものと言えよう。 しかし,規

模においては少なくない較差が存在していたので

ある。

内部組織として,東大附属航研においては部,

そのもとに掛を設け,研究員としての部長,主任

を置いた.すなわち,工学部と理学部の 2部を置

き,前者には風洞掛,工場掛,設計掛,設計工作

掛を,後者には気象と航空物理を設け,そ の部

長,主任である研究員には教授・助教授を以て担

任させた。附属鉄鋼研は,航研より規模がはるか

に小さかったうえ,変形させた 4研究部門を設

け,研究所長に教授を充て, これら研究部門を助

教授 4名が分担するようになっていた20).

詳細な説明は「鉄鋼研究所二関スル件」のなか

で与え,研究部門の名称と助教授等の配当を述べ

ていた。それによると,内部組織としては次の5

部を考えていた.

一、物理冶金部

一、鉄冶金部 (以上 2部をあわせて仮に物理

冶金と総称した)

一、分析部 (化学冶金)

一、鉄以外の合金に関する冶金部

一、材料試験部

これらの各部に 1人の助教授を必要とし,初年

度は物理冶金部,鉄冶金部,分析部,材料試験部

の 4部 (鉄以外の合金に関する冶金部 も都合に

よっては開設する見込)を開設するために合計 4

名の助教授が必要であると,要求していた。

予定される助教授としては,現在の臨時理研第

(16)



二部,つ まり「住友奨学金二依ル官制二関係ナキ

当学限 リノ研究所」において研究に従事している

所員を直ちに任命するもので,場合によっては 1

人の定員不足を生ずるかもしれない, と述べてい

た21).っ まり,当時の理科大学助手曾爾武,臨時

理研第二部の研究補助である村上武次郎,石原寅

次郎,今野清兵衛等を充てようとしていたと推察

される22).

鉄鋼研の学内における地位は,附属航研と同様

なものと位置付けられていた。そして,帝国大学

高等官官等俸給令においては,附属航研所長の次

に附属鉄鋼研所長が付け加えられた。つまり,附

属鉄鋼研所長の学内地位は附属航研所長と同様

に,学部長より 1ラ ンク下に位置付けられてお

り, したがって附属鉄鋼研そのものもこれに準 じ

て学部より下位に位置付けられていたと看倣せる

し,以降附属研のみならず,独立官制をもつ附置

研 についても同様の扱いが慣行 となるのであっ

た。

以上のような附属鉄鋼研の設置および関連勅令

案, つまり東北大官制中改正,東北大学各学部に

おける講座に関する件の勅令等の関連勅令の改正

案は,大正 8年 5月 21日裁可を得て,翌22日 に公

布をみた (東北大官制は勅令第229号,帝国大学

高等官官等俸給令の改正は勅令第231号,東北大

各学部における講座に関する件の勅令の改正は勅

令第236号.関連 して言えば東北大に新設される

工学部設置の件の勅令第235号 も同時期に裁可,

公布 されている).

大正 8年 5月 22日 に公布された東北大官制に

よって附属鉄鋼研の設立と定員の増加が,同時に

公布された東北大学各学部における講座に関する

件の勅令によって理学部物理学科に鉄鋼学 1講座

が設置された。その定員は要求 どおりの教授 1

名,助教授 4名 ,助手 7名であった").翌 9年 9

月15日 に改正された東北大官制と講座に関する勅

令の公布によって,鉄鋼学は2講座となり,定員
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は教授 2名,助教授 6名,助手 9名 となった24).

この講座数 と定員で鉄鋼研時代は推移 しており,

それの終期に近い大正11年 3月 の在籍者は所員で

ある教授 2名,助教授 5名 の合計 7名,それに研

究生10余名,講師5名 ,助手 9名を加え,総数で

30名 を超えていたと見て間違いなかろう25)(附表

参照).

鉄鋼研に係わる建物の建設や設備の整備などの

創設費用は住友の寄附に依存 しており,研究所建

物の建設は大正 8年 4月 に着工した。まず最初に

竣工したのは,附属工場 (木骨煉瓦建て,200坪 )

で翌 9年夏のことである.本館 (煉瓦造,半地下

室とも三階建て,116坪 )は 9年度内の完成予定

が遅れ,大正10年 4月 に竣工 した。建築費は本館

12万 1千円,工場 3万円,設備機械器具図書その

他10万 6千円,合計25万 7千円で,住友の寄附金

を僅かばかりだが,超過 していた26).

発足した大正 8年度の経常費は,すでに指摘 し

たように,当初予算約 2万 2千円であったが,の

ち3万 7千円に増額された。翌 9年度は当初予算

額約 2万 3千円,それが一般官吏増給の結果,5

万円 (う ち 2万円は俸給費,3万円は機械費及研

究費)に増加 していた27).

以上のようにして附属鉄鋼研の創設事業は,当

初の予定どおりに大正8。 9年度の2ケ 年継続事業

を以て一段落 していた。この結果,大正 9年度に

は鉄鋼学 2講座となり,そ の定員が教授 2名 ,助教

授 6名,助手 9名で,経常費が 5万円であった28).

この年度途中の大正 9年 11月 12日 ,鋼の焼入れ

講習会の終わった夜,本多は当時の附属鉄鋼研の

運営について,次のように書き記していた29).

(引 用者注.大正 9年度は)一般増給の結果,

経常費は約五万円に増し,其中二万円が機械

費及研究費である.併 し諸物価高騰の結果此

研究費では従来 (引用者注.鉄鋼研になる前

の臨時理研第二部の時期)の如き小規模の研

究を継続するとしても著しく困難を感じてを

(17)
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ります.… …

……本年度に於ける鉄鋼研究所の経済状態は

頗る困難で,物価騰貴の為めに設備は予定の

約半を為し得るに過ぎない.ま た消耗品の暴

騰と研究の発展に伴ひ益々多くの研究費を要

するにかかはらず,本年度に於て実際研究に

使用 し得べき経費は一万六千円に過ぎない,

従て去十月に於て既に本年度の予算を使用し

尽せるのみならず,七千余円の負債をなすに

至つた次第である.

以上の経済状態は本年度の始めより既に予想

されたから,十年度の予算に拡張の前提とし

て後れながら三万余円の増額を申出たが,之

は文部省で削除されました,私は国家の為め

甚た遺憾に思つてゐます.私の考へるには文

部当局者が拡張費を削除したのは畢寛其必要

の程度をさほどに感ぜ られなかつたに依

る,・・・・・・

附属研設置の2ケ年継続事業が終了するのを前

にして,物価高騰による予算不足を嘆かなければ

ならなかった。そして,次年度予算の増額は絶望

視されていたのである。

この大正10年度においては鉄鋼研の運営は容易

ではなかった.こ の年度予算においては,本多の

意図した鉄鋼研の拡張はもとより,物価騰貴を考

慮に容れた経費の増額も認められなかった.そ こ

で,財政的に極めて困難な状態に追い込まれた.

「実際使用 し得る研究費は僅かに二万円を越え

ないのに研究者は所員七人研究生十余名合計二十

人近くにもなりまして,各研究問題を提げて盛に

研究しました為に,著 しく研究費の不足を生 じま

した。然 し幸に木曽電気会社から一万円,神戸製

鋼所から一万円,寒川恒貞氏から二千円,渡辺三

郎氏から二千円,三菱四株式会社から一万円,合

計三万四千円の厚意ある寄附を得ましたので,小

規模ながら十年度は研究に差支を来さなかつたの

は本邦工業界に取りましては実に慶しい事であり

ます」と,民間からの寄附金によって,苦況を凌

いだ旨を述べていた∞).

鉄鋼研における活動は引き続き少なくない成果

を挙げていくが, この時期に本多は理研の研究員

に就任 し, もう一つの強力な研究の足場を築いて

いた.発足したばかりの理研では,運営の方針を

巡 っての混乱が,第3代所長に大河内正敏を選び,

終息することで,事業が軌道に乗ったといわれ

る31).こ の所長を選任 した大正10年10月 7日 の理

事会 において,本多は研究員に推薦されてい

る32).っ ぃで,翌 11年 1月 における研究室制度の

採用 とともに主任研究員に補された
“
).東北大の

真島利行や京大の喜多源逸とともに,本多は数少

ない地方帝大に在席する理研主任研究員となった

のである.

本多は理研主任研究員となったことで,そ の使

用できる研究費が上積みされて豊富となったう

え,東北大の研究室で育った若い研究者の職をも

確保することが可能となり,財政的基盤の拡大と

ともに研究人材の確保の両面において少なくない

利便を確保した。とりわけ後者に係わっては,理

研研究生を経由して大学等の研究職や教育職に就

くものが少なくなかった.ま た,理研主任研究員

としての経験が研究機関の運営方法,研究の理念

ないしは内容などにも反映されたことは推察に難

くない
“

).

3.3 KS磁石鋼の製造と特許権の使用許諾

発明と工業化技術の開発に成功した KS磁石鋼

および KS高速度鋼は,既述のように,住友鋳鋼

所 (住友製鋼所を経て,のち住友金属工業)で大

正 7年 10月 以降になって製造されたはじめた。し

か し, それらの製造状況の実態,と りわけ高速度

鋼に関 しては詳細は詳らかではない。磁石鋼につ

いては,その用途が各種計測器機,電話機,発電

機,発動機などに期待されたが,国内における需

要は限 られ,海外での使用が先行したといわれて

いる。他方,生産用に開発されたとはいえ研究用

(18)



の,自製 した電気炉が使用され,それらはエルー

式およびジロー式の小型電気炉で,そ の容量は45

キログラムであった.しかも,で きた鋼塊を四つ

割りにして表面および内部欠陥を研削して鍛造 し

ていた。でき上がった磁石は瑕や焼き割れが多

かった.鋳型を改良して,良品が得られるように

なったのは,大正13年頃と思われる。昭和 6年に

なって初めて採用した最新式のアメリカから購入

して据付けたアジャックス・ ノースラップ式高周

波無心誘導電気炉も容量が100キ ログラムであり,

1時間未満で 1キ ログラムの鋼が熔解することで

驚異的性能と評価され,他方この時期に電気機械

工業や航空機工業がようやく工業として確立 。発

展を遂げ,需要を生み出してきていて,その要請

に対処できるようになったといわれる35).

この間の事業展開を見ると,大正 8年にはKS

鋼の年産量は約30個であり,鋳型を改良した大正

13年 は年産200～300キ ログラムであった.こ のこ

ろから電気機械製造会社から計器用,パイロメー

ター用, さらに発電機用としての発注を受けるよ

うになった.昭和元年には生産高が 1ト ンとな

り,販売金額も1万 7千円に達 していた。このよ

うな推移のなかで,ア ジャックス・ノースラップ

式電気炉を導入 した昭和 6年には生産高が 2ト

ン,販売金額も4万円と,そ して昭和10年にはそ

れぞれ10ト ン,43万円となっている36).

国際的には早くから着目され,使用され,高価

なために昭和 5年頃までは国内よりも欧米諸国で

賞揚されたとしている37)。 大正 8年にはドイッの

ジーメンス・ハルスケ社が使用をはじめ,続いて

アメ リカで もウエスタン・ エ レク トリック

(WE)社 やウエスティングハウス (WH)社 も

使用しはじめたといわれている
“

).

KS磁石鋼の特許権は大正 8年 8月 からの住友

電線と WE社 の国際事業部門を担当するイン

ターナショナル・ウエスタン・エレクトリック

(IWE)社 との交渉で有力なる取引材料となり,
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これが契機となって WE社等の有力電機企業に

KS磁石鋼の特許使用権を高価に売却することに

成功 していたが,その経過は次のようであった.

住友電線製造所は住友伸銅場の電線製造部門を

分離・継承 し,明治44年 8月 に設立された。WE

社はその電話機や重信ケープル製造技術などを

IWE社を介 して日本の関連企業, 日本電気に与

えていたが, これらの権利や設備を住友電線に与

え,事業の拡張を企図 した。 この交渉の当初,

IWE社 は住友電線の発行する全株式50%の譲渡

を求めたのに対し,住友は25%を主張し,交渉は

難航 したが,住友が KS磁石鋼の特許使用権を提

供することで IWE社が譲歩 して住友の条件を認

めて,妥協が成立 した.こ の結果,住友電線を株

式会社 (資本金1,000万 円)に改組 し,そ の発行

の全株式の25%を 日本電気に渡 し,WE社 は電話

用重信ケープルに係わる特許の使用権と製作用機

械を日本電気から住友電線に移し,住友は高磁力

磁石鋼の特許使用権を WE社 に許諾する等の条

件で,大正 9年10月 に決着を見た").

この交渉で来 日した IWE社 の副社長 コン

ディット (P.Ko Condict)の 示唆により,住友

は KS磁石鋼の特許権をWE社 に売 り, これを

もって共同契約者であるゼネラル・エレクトリッ

ク (GE)社 およびウエスチングハウス (WH)

社を含めて「KS鋼の大量使用を懲意するととも

に,競願者との特許繋争を解決することに決心 し

たのであります.……住友からは平田祖助君を派

遣,米貨30万 ドルの支払いを受け,結末をつけま

した」と,逓信省から住友総本店に入り,住友と

WE社との交渉で利光平夫所長を平田租助ととも

に補佐し,の ちに住友合資会社経理部長を経験 し

た大屋敦は回想している40).

この交渉が決着 して WE社に KS鋼の特許実

施権を許諾 したのは大正14年 である4D。 当時の

円 。ドル交換 レートは1ド ル2円前後であったか

ら, この代価は東北大臨時理研第二部の拡張費,

(19)
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つまり附属鉄鋼研の創設費としての寄附金額30万

円のおよそ 2倍であった.さ らに,IWE社 との

交渉において住友電線の株式譲渡を25%(250万

円)に半減させていたことによる利益をあわせ考

慮すると,東北大への寄附は,たんに本多の研究

を刺激 して学術的成果をもたらした以上に,住友

にとっても極めて有利な寄附であったと思われ

る.

とりわけ,古河家が足尾銅山の公害の悪評を拭

うために東北大理科大学等の 3分科大学の創設

費,約 106万円を寄附 したのに対 して,別子銅山

の煙害による汚名を雪 ぐための行為として住友家

の大学に対する寄附は東北大臨時理研第二部およ

び附属鉄鋼研の創設に際しての寄附を合わせても

32万 1千円であるとき,そ の効果は邊かに著 しい

ものであったといわれているが,そ れは首肯でき

ないことではない。

お わ りに

帝大附置研の歴史において,東北大附属鉄鋼研

は東大附属航研についで二番目に設置された帝大

附属研である.両大戦間に設置された附属研は,

この他に東北大附属電気通信研究所 (電通研)が

ある.こ れら3附属研はのちには附置研となって

いる。植民地まで考慮に入れると京城大附属生薬

研究所があり, これは終戦まで附置研とはならな

かった,そ の意味では特殊でもあるので,本稿で

はとりあえず考察の対象から除外 しておいた。

上記の内地の帝大附属 3研究所のうち,電通研

は附置研 となるまでに 9年間 も附属研のままで

あったが,航研 と鉄鋼研はいずれ もわずか 3年の

ちには附置研に昇格 していたことで共通 し,いわ

ば附属研時代 は過渡的な存在であったとも言え

る。あるいは,すでに附置研 として伝研が大正 5

年に発足 していたが,そ の設立の経緯が既存の内

務省直轄研を文部省直轄研を経由 しての移管で ,

しかもその移管にさいして政治問題化 したことも

あって,附置研に関する十分な検討がされていな

かった嫌いが感 じられるのであった。それに対し

て,附置航研の設置は文部省がその最初から準備

して設けたことで,附置研の嫡出児とされている

ことが多い。このような附置研としての性格を明

確にするために,航研はまず附属研として発足さ

せ,それ自身の体制を一定程度整備させる一方,

大学内での位置付けや法的な検討を十分に試みた

のちに附置研として発足させ,以降の附置研の先

例を創りだしたといえよう.

航研に続いて附置研となったのは,東大理学部

附属の東京天文台である。これは附置研への昇格

があったものの,研究体制における改編では従前

のままであったし,学内の位置も変更されなかっ

たとされている.いわば東大附置研としての, き

わめて行政的要素が強い研究機関の出現であった

と特徴付けることができる。

以上のような東大におかれた附置研としての伝

研,航研,東京天文台の3附置研は,そ れぞれを

設置したさいの官制に明記されていたように,研

究機関としての事業のみでなく,国家の行政的な

事業をも同時に担当する機関であった。このこと

はいずれもの機関の前身においてもすでに見られ

ていたことでもある。

鉄鋼研は大学附属研としては東大附属航研に続

くものであるが,さ らに附属研時代がわずか3年

で附置研へと移行することで,附属航研に倣った

研究機関である.し かし,そ の出自において学内

措置としての臨時理研 (第二部)を前身にもち,

寄附金支弁方式によって運営されていたことで異

なる。研究機関としては東大における附属研も東

北大附属研も国立大学の所属機関であることにお

いて,事業目的が時局の要請に応え,国益のため

の研究であり, しかも基礎的学理と応用の研究と

いうことでは共通 していたものの,東北大附属鉄

鋼研は前身の臨時理研第二部はもとより,そ れ自
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身もまた産業界からの寄附金の提供によって設備

を新営 して創立され,その後の運営においてもま

た産業界からの寄附金に少なからず依拠 していた

ことは,研究機関における研究 。開発活動の成

果,つ まり知的生産物を産業界に積極的に提供す

ることで期待に応えていた。それは住友への強力

磁石鋼や高速度鋼の提供ばかりではなく,業界を

対象にした研究成果の提供として,取得 した特許

の提供,研究結果の発表会,鋼の焼き入れ講習

会,夏期講習会,長期講習会などの開催,産業界

からの研究生の受け入れといった業務の提供で見

られたのである.こ のようにして,産学協同体制

の新たな典型を創出していたのである。

大学附属研としての鉄鋼研は,附属航研と比べ

てその陣容はもとより予算規模において格段の相

違があり,小規模であったこともまた,両者の大

きな相違点である。そして,そ の規模に対応 して

の活動は,他方で東大に附属する研究機関が研究

と行政の両面の担当であったのに対 して,研究中

心の機関,の ちの附置研における官制の事業目的

に記される「学理及応用」の研究を担当する機関

となるが,そ の原初形態を, この附属研の活動に

おいても認めることができる.

以上のように,附属鉄鋼研には,のちの東大以

外の帝大の附置研の原型が見られるのである.そ

の意味において,非東大附置研の具体的な淵源で

あると看倣せる.こ のことは鉄鋼研の後身の金研

に関する考察によっていっそう明確となるであろ

つ。

謝 辞 本稿の作成にあたり,東北大学資料室

の中川 学・高橋早苗両氏から賜ったご高配に厚

くおネL申 し上げたい。

文 献 と 注

は じめ に

1)本稿の対象とする臨時理研,鉄鋼研,金研,お

よび本多光太郎に係わる主要な著作としては次のも
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のを挙げることができる.

東北大学金属材料研究所創立五十周年記念事業実

行委員会編・刊『金研50年一東北大学金属材料研究

所五十年一』(昭和41年 5月 ).平成 3年 12月 ,金研

75周年記念のさいに東北大学金属材料研究所創立75

周年記念事業委員会編・刊『金研50年から75年一東

北大学金属材料研究所五十年～七十五年一』 (平成

3年 12月 )の刊行とともに,復刻されている。この

著作は,金研の正史と呼んでよかろう.

なお,『金研50年』は東北大学編・刊『東北大学

五十年史』上・下 (昭和35年 )1395～ 1450頁 をもと

に作成されていることを付言 しておく.

本多光太郎に関しては,つ ぎの著作がある.

石川悌次郎『本多光太郎伝』 (日 刊工業新聞社,

昭和39年 12月 ).

本多先生記念出版委員会編『本多光太郎先生の思

い出』(誠文堂新光社,昭和30年 4月 ).

黒岩俊郎『本多光太郎』 (吉川弘文館,昭和52年

8月 ).

専門的な研究論文としては次のものを挙げること

ができる.

河宮信郎「本多光太郎の研究」『金属』第48巻第

10号 (1973年 10月 )76～ 80頁.河宮信郎「本多光太

郎研究 その中間報告一学問的評価に焦点をあて

て」『金属』第50巻第 1号 (1975年 1月 )150～ 156

頁.河宮信郎「日本における金属工学の成立と展開

一本多光太郎を中心として (1)」『科学史研究』第

118号 (1976年 )80～88頁.こ れらの論孜で,本多

の業績に関しては再評価が必要であることを,河宮

は指摘している.

勝木渥「KS磁石鋼の発明過程 (I)」『科学史研

究』第150号 (1984)96～ 109頁 ,「KS磁石鋼の発

明過程 (Ⅱ )」『科学史研究』第151号 (1984)150～

161頁.本多の磁石鋼の発明を克明に追跡 している.

本多光太郎とその磁石鋼に関しては,科学技術史

の著作で言及しているものは数多いものの, ほとん

どが通俗的な記述の域をでていないので,書名は挙

げない.

なお,本稿でも検討する事項であるが,例えば東

北大臨時理研の設立の時期はもとより,その内部分

掌を三分 した時期,初期の研究助成の寄附金額,研

究所規程,内部組織などについて前掲『東北大学五
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十年史』上 。下は詳細に叙述していないし,設立年

月が記述箇所によって異なるなど,整合性を欠く事

項 もある。前掲『金研50年』も,『東北大学五十年

史』下,1395～ 1450頁 に倣っていることから,臨時

理研に関する記述が簡単なことは言うまでもない。

さらには,附属鉄鋼研の設置に関しても『東北大学

五十年史』上 。下を通して,全体的に整合性に疑義

があるので,そ れらは該当箇所において指摘するこ

ととしたい。

本多光太郎の研究に関しても,KS磁石鋼の開発

過程と工業化に関 しては比較的明らかにされている

が,KS高速度鋼については不明の箇所が少なくな

いなど,検討されていない分野も多い.同時に,国

家の研究体制としても鉄鋼分野における官営八幡製

鉄所の試験研究機関自身はもとより,金研との関連

についての考察は,管見するところきわめて稀であ

り, しかも関連する史料もまた見出すことができな

かった。そのため,少なくない検討課題をなおも残

さぎるをえなかった.

2)鎌谷親善「東北大学理科大学臨時理化学研究所

―その設立から廃止まで一」『化学史研究』第23巻

第 2号 (平成 8年 8月 )1～ 28頁 .

第一次大戦とその後における大学附置研究所の概

要に関しては,鎌谷親善「第一次大戦と研究体制の

構築―新たな COEと しての大学附置研―」鎌谷親

善他『科学と国家と宗教』(平凡社,平成 7年 7月 )

218～251頁,を参照.

1.臨時理研と第二部

1)東北大臨時理研に関しては鎌谷親善,前掲「東

北大学理科大学臨時理化学研究所―その設立から廃

止まで一」『化学史研究』第23巻第 2号,1～28頁参

照.

東大に関しては,例えば花見朔巳編『男爵山川先

生伝』(故男爵山川先生記念会,昭和14年 12月 )310

～322頁,と くに314～ 315頁.伝研に関しては小高

健『伝染病研究所―近代医学開拓の道のリー』 (学

会出版センター,1992年11月 )178～ 182頁 .

京大に関しては京都帝国大学編『京都帝国大学

史』(昭和18年 12月 )1213～ 1257頁, とくに1213頁 .

しかし,ま ったく簡略な記述で,実態の解明は今後

の課題であるが,化学特別研究所ないし京大の学内

に遺存する資料の状況とその開示に待たざるをえな

化 学 史 研 究  Vo123 No 3

い .

2)西田幾太郎編『廊堂片影』(教育研究会,昭和 6

年 6月 )537頁 .

また, このときに文部省首脳と帝大総長の会議に

おいて,研究機関が議題になっていることは,花見

朔巳編,前掲『男爵山川先生伝』272頁 の記述から

も推測されるのである。すなわち,東大兼京大総長

山川の動静に関 しては,大正 4年 5月 に入ってから

京大総長の人事についての最終段階の折衝が試みら

れ,6月 11日 に荒木寅二郎が京大総長に就任の件が

ほぼ決定し,同 6月 15日 に更迭されるに至っている

が,こ れより前の同 4年 4月 15日 から以降にかけて

の間「此時に方 り東京帝大でも伝染病研究所の移

管,航空研究所の設立,新大学令問題等の重要案件

山積した際とて,先生 (引 用者注,山川)の東大総

長専任の声は漸 く高まつて来て,遂に桜井 (錠二)

理科・渡辺 (渡)工科・古在 (由直)農科の三学長

は教授一同を代表 して文部大臣 (引 用者注,一木喜

徳郎)を訪問し,先生の京大総長兼任を解かれたき

旨を陳情したのであった.・……されば五月に入つて

……」(引 用文中のカッコで,引 用者注とあるもの

のほかは,出典のママ)と ,記されていることか

ら,4月 頃から東大でも研究機関の整備が重要な学

内問題となっていたことを推定させるもので, この

5月 17日 の文部省首脳と帝大総長の会合の内議にお

いて研究機関の件が採りあげられていると見ても大

過ないことを裏付けるのである。

3)花見朔巳編,前掲『男爵山川先生伝』315～ 316

頁.

4)西田幾太郎編,前掲『廊堂片影』540頁 .

鈴木馬左也翁伝記編纂会編・刊『鈴木馬左也』

(昭和36年12月 )164頁 によると,北条時敬から鈴木

馬左也に対して本多の研究費助成の話があったのは

「大正 4年 も押 し詰 った12月 初め」 としているが,

北条の日記のこの大正 4年 7月 28日 の記述を,最初

の申し出と見るべきではなかろうか。

5)「臨時理化学研究所規程」『東北帝国大学理科大

学医科大学一覧自大正四年至大正五年 (大正4年 12

月)71～72頁 .

「大正4年度東北帝国大学年報」の「理科大学」

部,「学事年報綴」 (東北大蔵).

6)同上.
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7)以下の本多の経歴および学術業績はつぎのもの

によった.

茅誠司「本多先生の御足跡」本多先生記念出版委

員会編,前掲『本多光太郎先生の思い出』 1～ 5

頁.

河宮信郎,前掲「本多光太郎の研究」『金属』第

48巻第10号,76～80頁 .

河宮信郎,前掲「本多光太郎研究 その中間報告

一学問的評価に焦点をあてて」『金属』第50巻第 1

号,150～ 156頁 .

河宮信郎,前掲「日本における金属工学の成立と

展開一本多光太郎を中心 として (1)」『科学史研

究』第118号,∞～88頁 .

8)住友金属工業社史編纂委員会編 。刊『住友金属

工業六十年小史』(昭和32年 5月 )73～ 90頁参照.

9)西田幾太郎編,前掲『廊堂片影』543～M4頁 .

10)同上書,548頁.北条の日記において本多の鉄鋼

研究のためという文言では, これが初出であるが,

「東北大学研究事業」についての内談の件が日記の

同 4年 7月 28日 の条に記されていることは,既に触

れたとおりである.

鈴木馬左也翁伝記編纂会編,前掲『鈴木馬左也』

164頁 .

なお,北条はこの日の夕食を鈴木邸でとり,夜の

9時56分 の寝台車で大阪を出発している。西田幾太

郎編,前掲『廊堂片影』548頁 .

11)同上.

住友の別子銅山に起因する煙害に関しては,鈴木

馬左也翁伝記編纂会編,前掲『鈴木馬左也』98～

115頁を参照.

12)菅礼之助編・刊『古河虎之助君伝』 (昭和28年 8

月)91頁 .

前掲『東北大学五十年史』上,16～ 18頁 .

13)前掲「寄附関係書類」 (東北大蔵).

14)鈴木馬左也翁伝記編纂会編,前掲『鈴木馬左也』

165頁 .

15)三共と奨学金寄附を協議 したとき,北条は佐藤

の工業化研究が約半年で完成する旨を述べていた

が, ここでも北条は本多の研究による当初目的の達

成に3年間を充て,そ の成果が生まれることを保証

していることは注目すべきことといえよう。前掲

「寄附関係書類」(東北大蔵).
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16)鈴木馬左也翁伝記編纂会編,前掲『鈴木馬左也』

165『ヨ:.

17)前掲「寄附関係書類」 (東北大蔵).

18)同上「寄附関係書類」 (東北大蔵).

前掲『東北大学五十年史』上,122頁 .

東北帝国大学編・刊『東北帝国大学附属鉄鋼研究

所概要』 (大正11年 3月 )2～ 3頁 .

19)前掲『東北大学五十年史』上,122頁 .

「大正五年度東北帝国大学年報」における「規

程」,前掲「学事年報綴」(東北大蔵).

「沿革略」『東北帝国大学理科大学医科大学一覧

自大正五年至大正六年』 (大正 6年 1月 )8～ 9頁 .

20)鎌谷親善,前掲「東北大学理科大学臨時理化学

研究所一その設立から廃止まで一」『化学史研究』

第23巻第 2号,1～ 28頁 .

2. 臨時理研第二部における研究

1)本 多光太郎「鉄鋼研究所長としての私の希望」

(大正九年十一月十二日講習会を終れる晩)『鉄の焼

入』 (大 日本図書,大正10年 3月 )76頁 .

2)臨時理研第二部の所員の任免に関しては,次の

ものを参照せよ.

前掲『東北帝国大学理科大学医科大学一覧自大正

五年至大正六年』44～45頁 .

『東北帝国大学理科大学医科大学一覧自大正六年

至大正七年』(大正 6年 12月 )47～ 48頁 .

『東北帝国大学理科大学医科大学一覧自大正七年

至大正八年』(大正 8年 2月 )56～ 57頁 .

『東北帝国大学金属材料研究所要覧 大正十四年

十月』 (編者,刊行年紀はないが,金研編で,大正

14年10月刊と看倣してよかろう)10～ 11頁参照.所

員の論文目録も31～55頁 に掲載.

前掲『東北大学五十年史』下,1395～ 1396,1399

頁 .

3)勝 木渥,前掲「KS磁石鋼の発明過程 (I)・

(Ⅱ )」『科学史研究』第150号,96～ 109頁,第 151

号,150～ 161頁.本論文において,著者の勝木は前

掲『東北大学五十年史』下,1396～ 1397頁における

高木の業績の記述が正確とは言い難いことを指摘 し

ている。

高木弘の鉄鋼研究に関しては,上掲の勝木の論文

を参照せよ.

なお,臨時理研時代以前を含めて,本多等の一門
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による研究論文の一覧は東北帝国大学編,前掲『東

北帝国大学附属鉄鋼研究所説明概要』7～ 12頁 に掲

載されている.

4)本多光太郎『鉄及び鋼の研究』第一巻 (内 田老

鶴圃,大正 8年 5月 )の「緒言」1～ 4頁, とくに

2～ 3頁 .

なお,高木の研究は住友鋳鋼所においてKS磁石

鋼の開発につながるので,少々詳 しく見ておくこと

にする。同書によると「高木弘君は創立以来ニケ年

在職せられ,殊に後の一ケ年は重に KS磁石鋼の

研究に従事せられ,之を完成して……,今は住友鋳

鋼所に入つて磁石鋼の製造に従事 しておられます」

と,本多は記 しているが,そ の記述時期は「緒言」

の末尾に「大正七年十月十六日の晩」とあること,

前掲『東北帝国大学金属材料研究所要覧 大正十四

年十月』10頁 において,高木弘が大正 5年 4月 1日

付けで研究補助に就任,7年 5月 に解嘱とあり,前

掲『東北大学五十年史』下,1399頁 において大正 7

年 5月 住友鋳鋼所赴任と記していること,さ らに柳

沢七郎 (大正 5年 1月 住友鋳鋼所入所)「高木弘さ

んを偲ぶ」『研友』第26号 (1967)8～ 9頁でも大

正 7年 5月 入所となっているので,大正6年から磁

石鋼の研究を始めたものと看倣 してよかろう。

また,高木弘が昭和33年に提出した学位論文に付

けられている履歴書の大正期の事項や研究の回想に

ついては再検討が必要であろう。例えば「大正 6年

5月 10日 KS磁石鋼ニツキ株式会社住友鋳鋼所嘱

託/大正 7年 3月 29日 臨時理 科 学研究所第二部退

職/大正 7年 4月 1日 住友鋳鋼所入所」,等々の事項

は,勝木も指摘 しているように,臨時理化学研究所

を「臨時理科学研究所」と誤記 しているが,ほかに

も大正 6年には「KS」 を冠せられた磁石鋼は存在

していなかったし,大正 7年の経歴は前掲『東北帝

国大学金属材料研究所要覧 大正十四年十月』10頁

の記事とも食い違っている。また,陸軍に「精機工

廠」は存在 しなかったし,当時にあって航空機用発

動機を試作ないし製作していたのは東京砲兵工廠砲

具製作所である。防衛庁防衛研修所戦史室編『戦史

叢書陸軍航空兵器の開発・生産・補給』 (朝雲新聞

社,昭和50年 6月 )20頁以下を参照.

5)前掲『東北大学五十年史』上,172～175頁,下 ,

1395～ 1401頁 .
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本多光太郎,前掲『鉄及び鋼の研究』第一巻「緒

言」1～ 4頁, とくに3頁 .

6)石川悌次郎,前掲『本多光太郎』202頁 .伝記と

しての本書に記載されていた史実に関しては疑義が

少なくないが,取 り敢えず,本多の磁石鋼の研究が陸

軍との連携で進められたという記述に従っておく.

7)勝 木渥, 前掲「KS磁石鋼の発明過程 (I)」

『科学史研究』第150号 ,97頁の高木 弘の自筆履歴

書,お よび同書,102～ 106頁 の高木弘の学位論文の

抄録, ならびに同上論文 (Ⅱ ),『科学史研究』第

151号,150～ 161頁 を参照.

8)西田幾太郎編,前掲『廊堂片影』197頁 .提出先

は明記されていないが,翌年度の事業に関して文部

省に提出したものと推定して大過なかろう。

9)防衛庁防衛研修所戦史室編,前掲『戦史叢書陸

軍航空兵器の開発 。生産・補給』20,54頁 .

防衛庁防衛研修所戦史室編『戦史叢書陸軍軍需動

員 (1)計画編』 (朝雲新聞社,昭和42年)80～ 83

頁.

国勢院第二部「国防上研究奨励ヲ必要 トスル事項

ノ概況 (ガ リ版印刷物)」 (大正10年 1月 ).

10)後掲の附属鉄鋼研および附置金研に関する閣議

請議文書を参照のこと.

11)勝木渥,前掲「KS磁石鋼の発明過程 (Ⅱ )」

『科学史研究』第151号,150～ 151頁 .本多光太郎,

前掲『鉄及び鋼の研究』第一巻,「緒言」1～ 4頁 ,

とくに2～ 3頁.前掲『東北帝国大学金属材料研究

所要覧 大正十四年十月』10頁 .

12)西田幾太郎編,前掲『廊堂片影』575頁 .

13)同上書,576～ 577頁 .

14)本多光太郎,前掲『鉄及び鋼の研究』第一巻,

「緒言」1～ 4頁 .

15)勝木渥,前掲「KS磁石鋼の発明過程 (1)」

『科学史研究』第150号,102～ 106頁の高木弘の学位

論文の抄録.同上論文 (■ )『科学史研究』第151

号,150～151頁 .

16)西田幾太郎編,前掲『廊堂片影』587頁 .

17)勝木渥,前掲「KS磁石鋼の発明過程 (1)」

『科学史研究』第150号,102～ 106頁の高木弘の学位

論文の抄録.同上論文 (Ⅱ )『科学史研究』第151

号,150～ 151頁 .

18)KS磁石鋼の初出は,管見のかぎりでは,本多

( 24 )



光太郎,前掲『鉄及び鋼の研究』第一巻,「緒言」1

～ 4頁 においてで,そ の緒言は大正 7年10月 16日 に

記されていた.そ の由来に関しては附属鉄鋼研設置

のために官制改正案が閣議請議された大正 8年 4月

8日付け請議案の説明文において「KS磁石鋼/襲

二住友家奨学金ヲ以テ設置シタル研究所二於テ出来

上 リタル最良磁石鋼ヲ寄附者ノ姓名ノ頭文字ヲ付シ

命名シタルモノナリ」 と,記 していた (『公文類

衆』).

19)西田幾太郎編,前掲『廊堂片影』588～ 590頁 .

この間の大正 6年 5月 19日 ,東北大を訪ねた東大

総長山川建次郎は北条の案内で,本多の研究室と佐

藤の研究室とを見学していた (同上書,588頁 ).

鈴木馬左也は大正 5年 7月 に東京の牛込弁天町に

別邸を設けていた。「年譜」鈴木馬左也翁伝記編纂

会編,前掲『鈴木馬左也』728頁 .

20)同上書,165頁 .

21)西田幾太郎編,前掲『廊堂片影』591頁.な お,

夜は山下芳太郎のために晩餐会を開催していた.

22)佐藤とその関係に係わっての研究体制の整備,

および「臨時」理研を恒久的な研究施設にする件に

ついても,文部省と交渉しているが,こ れらに関し

ては,鎌谷親善,前掲「東北大学理科大学臨時理化

学研究所一その設立から廃止まで一」『化学史研究』

第23巻第 2号,1～ 28頁 , とくに16～ 18頁参照.

23)西田幾太郎編,前掲『廊堂片影』598頁 .

24)同上,599頁 .

25)勝木渥,前掲「KS磁石鋼の発明過程 (I)」

『科学史研究』第150号 ,104～ 105頁 .

26)柳沢七郎,前掲「高木弘さんを偲ぶ」『研友』第

26号,8～ 9頁 .

住友特殊金属編・刊『 ここに磁石は生まれる』

(昭和43年 5月 )57頁 .

27)勝木渥,前掲「KS磁石鋼の発明過程 (I)」

『科学史研究』第150号 ,105～ 106頁 .

住友特殊金属編,前掲『 ここに磁石は生まれる』

57頁 .

住友金属工業社史編纂委員会編,前掲『住友金属

工業六十年小史』94頁,年表 8頁 .

28)本多光太郎,前掲『鉄及び鋼の研究』第一巻 ,

「緒言」1～ 4頁,と くに 3頁 .

29)『公文類衆』 (大正 8年),附属鉄鋼研の設立に関

東北大学附属鉄鋼研究所一その設立と事業一 (鎌谷)

する閣議請議案 (大正 8年 4月 8日 付け)に おいて

「近来ハ高速度鋼二於テモ世界ノ最良品ヲ凌駕セル

優良品ヲ作成スルヲ得ルニ至レリ」と記している.

前掲『東北帝国大学附属鉄鋼研究所説明概要』6

頁で,「斉藤省三氏の発見したK.S.高速度鋼はマン

ガン鋼を削り得る特性を有つ」とあるのが,管見す

るところ,KS高速度鋼の初見である.

製造開始時期は鈴木馬左也翁伝記編纂委員会編 ,

前掲『鈴木馬左也』166頁 .

3.附属鉄鋼研

1)西田幾太郎編 ,前掲『廊堂片影』について,同大

正 6年 8月 から年末までの北条と鈴木との接触を見

ると,大正 6年10月 4日 (607頁),10月 7日 (607

頁), 10月 10日 (608頁), 11月 15日 (613頁), 11月

16日 (613頁)である (カ ッコ内は掲載頁).

2)西田幾太郎編,前掲『廊堂片影』620頁 .

3)同上.

4)同上,624頁 .

5)同上,629～ 630頁 .

6)同上,635頁 .

7)同上,637頁 .

8)東北大学金属材料研究所創立五十周年記念事業

実行委員会編,前掲『金研50年』11頁 .

西田幾太郎編,前掲『廊堂片影』

“

3～644頁 .

9)本多光太郎,前掲『鉄及び鋼の研究』第一巻,

「緒言」3頁 .

10)本多光太郎,前掲「鉄鋼研究所長としての私の

希望」 (大正九年十一月十二日講習会を終れる晩)

『鋼の焼入』76～ 77頁 .

11)本多光太郎,前掲『鉄及び鋼の研究』第一巻,

「緒言」3～4頁 .

12)「住友春翠」編集委員会編・刊『住友春翠』(昭和

30年 3月 )593頁,年表16頁.正式文書は未見である.

13)『公文類衆』(大正 8年 ).

本多光太郎,前掲「鉄鋼研究所長としての私の希

望」 (大正九年十一月十二日講習会を終れる晩)『鋼

の焼入』76～ 77頁 .

前掲『東北帝国大学附属鉄鋼研究所説明概要』3

頁.

14)本多光太郎,前掲「鉄鋼研究所長としての私の

希望」 (大正九年十一月十二日講習会を終れる晩)

『鋼の焼入』76～77頁 .
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15)同上.

16)『大正八年度文部省所管予定経費要求書』80頁 .

17)『公文類衆』(大正 8年).

以下の閣議請議の理由および説明は,特記 しない

かぎり, この文書による.

18)理研に関しては,そ の設立事情に加えて事業お

よび研究体制等に関しては鎌谷親善『技術大国百年

の計一日本の近代化と国立研究機関―』 (平凡社,

19“)199～ 219頁を参照.

航研は『公文類衆』(大正10年),東京天文台も同

文書,化研は同上 (大正15年)を参照のこと。

19)経常費の合計値21,720円 は,閣議請議理由書の

説明におけるもので,『大正八年度文部省所管予定

経費要求書』 (80頁)の合計額21,520円 と,相違 し

ているが,そ の理由は詳らかではない。

20)東大附属航研の組織等に関 しては『公文類衆』

(大正 7年)を参照のこと.

21)『公文類衆』(大正 8年 ).

22)前掲『東北帝国大学理科大学医科大学一覧自大

正七年至大正八年』56～57頁 .『東北帝国大学一覧

自大正八年至大正九年』 (大正 9年 2月 )65～ 66,

389～394頁 .

23)大正 8年 5月 22日 公布の勅令229号によって東北

大官制中改正があり,鉄鋼研の設置と定員増加が決

まり,同日公布の東北大各学部における講座に関す

る件の勅令第236号によって鉄鋼学1講座の設置が決

まった。『 公文類衆』(大正 8年)を も参照.

『東北大学五十年史』下,1402頁および『金研50

年』7頁によると鉄鋼研の発足時において「職員は

定員的には認められず,教授 2名,助教授 6名 ,助
手 9名 , いずれも理学部鉄鋼学第 1。 第 2講座に属

し,併せて鉄鋼研の職務に属することとなった」と

記しているが, この記述は正確と言えない。 また

『東北大学五十年史』上,596頁 に「大正 8年 2月 6

日勅令16号により理学部に鉄鋼学第1講座開設」 と

あるのにも疑義がある.

『東北帝国大学附属金属材料研究所要覧』 [以下

においては『金属材料研究所要覧』あるいは『金研

要覧』 と略称することがある](大正14年 10月 )3
頁,同 (昭和 4年 9月 )3頁など,『金属材料研究

所要覧』においては,「大正 8年 5月 勅令第229号鉄

鋼研究所設置,教授 2名,助教授 5名,助手 9名」

と記 しているが, これは鉄鋼学講座に所属する所員

の教授,助教授を含めた員数である.

24)大正 9年 9月 14日裁可,15日 公布の勅令第394号

(東北大官制),勅令第395号 (東北大講座に関する

件).

25)こ こに挙げた現員は次の記述による。すなわち,

前掲『東北帝国大学附属鉄鋼研究所説明概要』3頁

に「所員は教授二人,助教授五人,助手九人であり

ます」。つぎに同書,13頁には大正「十年度……実

際使用 し得る研究費は僅かに二万円を越えないの

に,研究者は所員七人,研究生十余名,合計二十人

近 くにもなり」と記 しており, この所員 7人は教授

2人,助教授 5人であるが,次の研究生10余人とい

うのは臨時理研の時代にあった「研究補助」ではな

いかと推測される.

この時期に刊行された『東北帝国大学一覧』に記

載されている鉄鋼研の職員を見てみよう。ここには

教授,助教授,助手の正規職員のみが記載されてい

るが,収入金支弁による研究補助,お よび雇員,備
人等については記載がない.

鉄鋼研が初出する前掲『東北帝国大学一覧自大正

八年至大正九年』65～66頁 によると,教授 1人,助
教授 3人,講師 3人 (東大教授俵国一を含む),助

手 5人 (助手には大学卒業者はいない),計 12人で

ある.

『東北帝国大学一覧自大正九年至大正十一年』

(大正10年 10月 )67～68頁 によると,教授 2人,助
教授 6人,講師 5人 (東大教授俵国―を含む),助
手 9人 (助手 1人 は大学卒業者),計 22人である

(附表参照).

したがって,大正10年度末の11年 3月 には,前掲

『東北帝国大学附属鉄鋼研究所説明概要』の挙げて

いる所員 7人 (教授 2,助教授 5),研究生10余人の

ほかに,『東北帝国大学一覧自大正九年至大正十一

年』が挙げている講師 5人および助手 9人,そ れに

員数不詳の雇員および傭人が存在 したと推定され

る.そ こで,大正11年 3月 における助手以上の総勢

は30人 を超えるものと看倣して大過なかろう。

26)前掲『東北大学五十年史』下,1404頁 .

27)前掲『東北帝国大学附属鉄鋼研究所説明概要』3

頁.

大正 9年度の当初予算を『大正九年度文部省所管
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予定経費要求書』 (86頁)の 東北大歳出予定額の

「鉄鋼研究二関スル経費」については「前年度二於

テ施設シタル鉄鋼研究所事業ノ進捗並該研究事項ノ

増加二伴ヒ講座ノ増設,教官ノ増員其ノ他事業及研

究二関スル諸費ノ増加ヲ要スルニ依 り此ノ経費弐万

弐千八百弐拾円ヲ・……予算セリ」と記 していた。

28)前掲『東北帝国大学附属鉄鋼研究所説明概要』3

頁 .

本多光太郎,前掲「鉄鋼研究所長としての私の希

望」 (大正九年十一月十二日講習会を終れる晩)『鋼

の焼入』78頁 によると,「国立鉄鋼研究所はかくし

て成立し本年度 (引用者注,大正 9年度)で完成し

ました,所員は研究教授二人,助教授五人,助手九

人其他雇員数名よりなる,日下は一般増給の結果,

経常費は約五万円に増 し,其中二万円が機械費及研

究費である」と述べている.

29)同上書,78～85頁 .

30)本多光太郎「鉄鋼研究所説明概要」東北帝国大

学編『金属材料の研究』(岩波書店,大正11年 9月 )

10頁 .

前掲『東北帝国大学附属鉄鋼研究所説明概要』13

頁にも同一内容を記 している.

31)取 りあえずは渋沢青淵記念財団竜門社編『渋沢

栄一伝記資料』第47巻 (渋沢栄一伝記資料刊行会,

昭和38年 1月 )を参照.

32)同上書,180～ 182頁 .

33)理化学研究所編・刊『研究二十五年』 (昭和17年

3月 )5～ 6頁 .

34)理研が当時の附置研の理念や運営方式などに与

えた影響を具体的に検討して記述した事例は少ない

が,本多を介しての鉄鋼研―金研や喜多の京大附置

化研に対する影響は看過できないと思われる。

35)住友特殊金属編,前掲『 ここに磁石は生まれる』

57～60,64頁 .

36)同上書,59,62,64頁 .

KS鋼の住友製鋼所時代 (大正 9年～昭和10年)

の総売上は詳らかではないが,住友金属が発足した

昭和10年の鉄鋼部門の生産高が 9万 トン,販売金額
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3億 5千万円と対比すると,KS磁石鋼の社内での

地位は微々たるものであったことは言 うまでもな

い。住友金属工業社史編纂委員会編,前掲『住友金

属工業六十年小史』本文末の生産販売高の推移のグ

ラフを参照.

37)同上書,94頁 .

38)石川悌次郎『増本量伝』(誠文堂新光社,昭和51

年 6月 )225～226頁 .

茅誠司「本多先生の御足跡」本多先生記念出版委

員会編,前掲『本多光太郎先生の思い出』4頁 .

39)日本電気社史編纂室編『 日本電気七十年史』(日

本電気,昭和47年 7月 )105～ 108頁, とくに106頁 .

住友電気工業編・刊『社史住友電気工業』 (昭和

36年 10月 )353～384頁 , とくに366～369頁 .

「住友春翠」編集委員会編,前掲『住友春翠』

598～594頁 .

40)大屋敦「本多先生とKS鋼」本多先生記念出版

委員会編,前掲『本多光太郎先生の思い出』,45～

46頁 .

大屋敦『産業一路』 (化学経済研究所,昭和39年

2月 )264頁 .

コンディットの来日は,大正 9年の交渉の決着時

と思われる.ま た,住友電線―IWE社 との交渉に

おいて,大屋も平田とともに住友電線所長利光平夫

を補佐していた.

一説によると,KS磁石鋼に関しては第一次大戦

後の講和条約調印 (大正 8年 6月 )後に ドイツの

ジーメンス・ハルスケ社がいち早く使用 し,ア メリ

カではウエスティングハウス (WH)社 も使用 し,

WH社 は特許料を支払わず,最後はアメリカ最高

裁判所において住友の勝訴後に累積特許料と損害賠

償金を支払ったといわれる。石川悌次郎,前掲『増

本量伝』225～226頁 .

41)住友特殊金属編,前掲『 ここに磁石は生まれる』

64～ 65頁。なお,IWE社 は大正10年 にインターナ

ショナル・スタンダー ド・ェレクトリック (ISE)

社と改称されるが,昭和 2年には同社に対 しても

KS鋼特許実施権を許諾 している (同上書,65頁 ).

(27)
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附表 I 臨時理研第二部―鉄鋼研の職員

(大正 5年 4月 臨時理研第二部設立～8年 5月 鉄鋼研設置～11年 8月 金研設置)

年 次 職 名 と 氏 名

臨時理研第二部   研究主任  嘱託 研 究 補 助 研 究 助 手

大正 5～6年

6～7年

7～8年

(6年 1月 )本多光太郎 俵国一 村上武次郎 清水武雄 高木弘 石原寅次郎 菊田多利男 小山民造 谷地森七郎 板垣彰

(6年 12月 )本多光太郎 俵国一 村上武次郎 高木弘 石原寅次郎     玉置正一 谷地森七郎 岡部金次郎 斉藤真

(8年 2月 )本多光太郎 俵国一 村上武次郎 石原寅次郎 今野清兵衛   (氏名の記載なし)

附属鉄鋼研   所長・教授   助 教 授   兼任講師   講   師 助 手

8～ 9年 (9年 2月 )

9～ 11年 (10年 10月 )

本多光太郎

本多光太郎

曾弥武 村上武次郎

石原寅次郎

曾弥武 村上武次郎

石原寅次郎 山田光男

酒井佐明 石原富松

俵国一

俵国一

今野清兵衛 酒井佐明  玉置正一 中山嘉一郎 永沢清

斉藤真 亘理直毅

今野清兵衛 浜住松二郎 永沢清 斉藤真 亘理直毅

岩瀬慶三 遠藤彦造   板垣彰 高橋豊 梅森正之助

※田丸莞爾 湯原精一 新井時寛

注 1.

2.

3.

4.

出典.

年次は『東北帝国大学一覧」の表示の年次で,カ ッコ内はその刊行年月.

大正 7～8年は助手の氏名の記載を欠くが,その氏名は次のように推定される.『東北大学五十年史』下,1399～ 1400頁 ,

「金研50年」4頁に「臨時理研時代 (大正 8年 5月 まで)に入所 した職員」氏名が掲載されているので,「東北帝国大学一

覧自大正七年至大正八年」の前後における『東北帝国大学一覧」の臨時理研第二部と附属鉄鋼の職員名簿および『東北大

学五十年史」下, 1399～ 14∞ 頁あるいは『金研50年』4頁 の臨時理研時代に入所 した職員氏名から推定すると,玉置正

一・永沢清・松沢要・斉藤真・山本正の 5人と考えられ,磯部満武・伊藤胞次郎の 2人の入所については『東北帝国大学

一覧』に両人の氏名が初出する時期から,磯部満武は大正10年 10月 以降,伊藤胞次郎は大正13年 10月 以降と看徹され,削

除すべきであろう.

附属鉄鋼研時代は所長本多光太郎,お よび講師・東大教授俵国―を除き,他 は全員が学部の専任教官で,附属鉄鋼研は

兼任であった。

附属鉄鋼研における助手で,氏名に※を付けたものは大学卒である。なお,研究補助の職にあるものは寄附金支弁によ

る雇用で,大学一覧には氏名が掲載されていない.

『東北帝国大学一覧』各年次版.『東北大学五十年史」下,1399～ 1400頁 .『金研50年」4頁 .

附表Ⅱ 東北大学理科大学物理学科における鉄鋼学関係者

一大正 4～ 5年から大正 8～9年まで一

年 次 教 授   助教授   講 師 助   手 実験補助  教授補助

大正 4～5年 (4年 12月 )

5～6年 (6年 1月 )

(第二部設置初出)

6～7年 (6年 12月 )

7～8年 (8年 2月 )

8～9年 (9年 2月 )

(鉄鋼研設置)

本多光太郎

本多光太郎

本多光太郎

本多光太郎

本多光太郎

1純二郎櫛

武

武

根

根

曽

曽

※

※

櫛

櫛

武

武

高木 弘

山田光雄

※曽根

※曽根

1純二郎

1純二郎

曽根 武

村上武次郎

石原寅次郎

今野清兵衛

酒井佐明

櫛引純二郎 長沢清

玉置正一  斎藤真

中山嘉一郎 亘理直毅

注 1.

2.

出典.

年次は r東北帝国大学一覧」の表示の年次でカッコ内はその刊行年月

助手で氏名に※を付けたものは大学卒である.

『東北帝国大学一覧』各年次版.
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Imperial Universities played the central role

in the University system in Japan during the

period from the outbreak of WWI to the end of

WWII. Around the time of WWI, they began

to establish research institutes affiliated to

them to promote research activities.

Research facilities in imperial universities

before WWI had been small-scale. They were

botanical gardens, marine laboratories, astro-

nomical observatories, and farms. These facil-

ities aimed at education, training, astronomi-

cal observation and making calendar, and not

at research in new sciences that had begun

since the nineteenth century. Although impe-

rial universities were the leading universities

in Japan, they laid stress upon education, and

not upon original investigations. After the

initiative in education was taken by Japanese

native professors who substituted hired for-

eign teachers, research activities in science

and technology began only slowly.

The policy of establishing research insti-

tutes in imperial universities was decided, sup-

posedly at a meeting of top officers of the

Ministry of Education and presidents of impe-

rial universities in May 1915. Thereafter they

began to found research institutes in imperial

universities authorizing them with imperial

ordinance : their status in the university was

comparable to that of its faculties. By 1934,

almost all imperial universities had such re-

233

search institutes. Five of six imperial un-

iversities had eight institutes : Tokyo Imperi-

al University had four, and Tohoku, Kyoto,

Kyushu and Osaka Imperial Universities re-

spectively had one. In the period from WWI to

the mid-1930s, imperial universities had ac-

quired the ability of performing research as

well as education.

In August 1915, the Temporary Institute of

Physical and Chemical Research was founded

in the Science College (later the Faculty of

Science) at Tohoku Imperial University, and

the Special Institute for Chemical Research in

the Science College (later the Faculty of Sci-

ence) at Kyoto Imperial University. They

were authorized, however, not by Imperial or-

dinance but by the interim and temporary de-

cision of the universitities.

The Institute for Infection Diseases

(Denken) was established at Tokyo Imperial

University in April 1919, being the first re-

search institute attached to Imperial Universi-

ty authorized by a separate .Imperial ordi-

nance. It had originally belonged to the

Ministry of Domestic Affairs, but was trans-

ferred to the University. Its status in the Uni-

versity was comparable to a faculty.

In July 1918, the Research Institute for Aero-

nautics (Koken) was founded at Tokyo Impe-

rial University. It was the earliest research

institute annexed to an imperial university.

東北大学附属鉄鋼研究所―その設立と事業一 (鎌谷)
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In founding of the Institute, the Imperial ordi-

nance for Tokyo Imperial University was ame-

nded. The legal status of the Institute was

lower than that of the Institute for Infection

Diseases. In July 1921, after the Research Insti-

tute for Aeronautics had been consolidated,

the status was elevated to one attached to

imperial university authorized by a separate

Imperial ordinance.

The Tokyo Astronomical Observatory in the

Faculty of Science at Tokyo Imperial Universi-

ty became the Observatory attached directly

to the University in November 1918. The

change reflected its success in renovation and

enlargement. The Institute for Infection Dis-

eases performed official test and approval of
prophylactics, and the Research Institute for
Aeronautics created the standards of aircraft,

and the Research Institute of Seismology, the

fourth institute attached to imperial un-

iversities was founded in 1925, after the Great

Earthquake of 1923. All of these four attached

Institutes authorized by separate Imperial or-

dinances were established at Tokyo Imperial

University.

The first such Institute attached not to
Tokyo Imperial University but to other impe-

rial universities was the Research Institute for
Metal Materials (Kinken) established at

Tohoku Imperial University in 1922. It had

been originally the Temporary Institute Phys-

ical and Chemical Research founded in 1915.

In 1916, two divisions were formed in the Tem-

porary Institute I the chemical division and

the physical division where research of metal
physics was performed. Results of the re-

search of the physical division provided a

basis for the enlarged new Institute annexed

to the University. In May 1919, the Imperial

ordinance for Tohoku Imperial University was

amended, and the Research Institute for Iron

and Steel annexed to the University was fou-

nded. It was the second Research Institute

annexed to imperial universities. The Physical

division of the Temporary Institute of Physi-

cal and Chemical Research was operated with
a fund of Y21 ,000 contributed by Sumitomo in

1916. After the elevation of its status to an

annexed institute, it was supported by govern-

ment financially, but the amount was meager.

Sumitomo donated in December 1918 a fund of

Y300,000 (Y25,000 for facilities and Y50,000

for study). This Institute depended upon

contribution from industry : by contrast, the

Research Institute attached to Tokyo Imperial

University. notably the Research Institute of
Aeronautics, received strong support from
government.

The Research Institute for Iron and Steel

carried out research intensively and con-

solidated its basis, and acquired the status of
the Research Institute attached to Tohoku Im-

perial University in August 1922 afihorized

under a separate law.

(30)
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国産技術によるポリ塩化 ビニリデン

樹脂の製造・加工の企業化

化:学メl,F究  KACAKUSHI
Vol.23(1996),pp.235～ 250.

佐 藤 正 弥
*

かで,1950年代半ばに数少ない国産技術の一つと

して確立された呉羽化学工業による塩化ビニリデ

ンの製造・加工技術開発から企業化への歩みにつ

いて,第二大戦前から戦後にわたる我が国化学工

業の歴史的展開における系譜にまで遡つて,概観

することとしたい.

1.呉羽化学工業の誕生

我が国における塩化 ビニリデンの技術開発は,

人絹工業にまで遡らなければならない.と ころで

我が国の人絹工業は,第一次大戦中の海外からの

lЦЮ(1∞ 万円)

業製品
===二

5

大正 6

典拠 :通産産業大臣官房調査統計部編「工業統計50年 史」資
料編 (昭和36年 ,大蔵省印刷局)よ り作成

出所 :渡辺徳二編『現代 日本産業発達史XHI化 学工業
‐上‐』交詢社出版局,昭和43年 2月 ,332頁

図 1 化学工業の主要部門別生産額の推移

は じ め に

今日では,ス ーパーマーケットの雑貨売 り場,

薬局, さらには荒物屋の店頭で山積みされたクレ

ラップやサランラップが,家庭の主婦ならずとも

目につくであろう。それは, ラップ類にはポリ塩

化ビニルやポリエチレンを原材料とするものもあ

るが,業務用はさておき家庭用ラップといえば,

クレラップとサランラップが70パーセントを超え

ており,1960年代以降の電気冷蔵庫,電子 レンジ

の普及に伴い,家庭の台所用品として不可欠のも

のとなっているからである.

これら二つのラップフィルムの原材料は,い う

までもなくポリ塩化ビニ リデン樹脂であり, この

樹脂は表 1で明らかなごとく,1994(平 成 6)年

でみれば,約1,304万 トンに達する我が国の合成

樹脂の全生産量のなかで,6万 4000ト ン,すなわ

ち,全体の約0.5パーセントを占めるにとどまる.

前回の「ポリ塩化 ビニ リデンフィルムの社会

史」1)で は, このように合成樹脂としては極めて

量的に少ないポリ塩化 ビニ リデン樹脂 (以下「塩

化ビニリデン」とする)が,今日の日常生活のな

かで身近なものとなった経緯について,技術開発

と用途開発を中心に,そ れらをとりまく社会経済

との関連において歴史的概観を試みた。

本稿では,海外からの技術導入をテコに著 しい

発展をみた第二次大戦後の我が国の化学工業のな

1996年 7月 15日受理

*千葉経済大学

連絡先 〒254平塚市唐ヶ原 123-2

染料
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品   目 1992年 1998年 1994年

低 密 度 ポ リ エ チ レ ン

高 密 度 ポ リ エ チ レ ン

ポ リ プ ロ ピ レ ン

「  GP・ HI

ポリスチレン I   FS
I   AS
t  ABS

塩 化 ビ ニ ル 樹 脂

ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル

塩 化 ビ ニ リ デ ン 樹 脂

メ タ ク リ ル 樹 脂

ポ  リ  ア   ミ   ド

ポ リ カ ー ボ ネ ー ト

ポ リ ア セ タ ー ル

ポ リエチレンテレフタレー ト

ポ リブチレンテレフタレー ト

変性ポリフェニレンエーテル

そ の 他 熱 可 塑 性 樹 脂

熱 可 塑 性 樹 脂 計

1,876,451

1,104,460

2,038,210

1,156,396

218,988

111,322

518,316

1,982,917

169,843

51,507

187,138

168,919

135,565

115,916

465,601

53,513

70,033

232,594

10,657,689

1,737,434

1,024,099

2,031,122

1,151,412

205,277

105,279

503,655

1,979,848

164,788

56,612

187,836

170,947

148,537

113,412

498,761

53,917

64,824

229,375

10,427,135

1,831,103

1,113,009

2,224,755

1,236,335

200,263

126,341

535,588

2,111,642

160,009

64,041

198,732

180,283

176,925

125,981

529,092

58,875

69,969

223,906

11,166,849

フ ェ ノ ー ル 樹 脂

ユ  リ  ア  樹  脂

メ ラ ミ ン 樹 脂

不 飽 和 ポ リエス テ ル樹 脂

ウ レ タ ン フ ォ ー ム

そ の 他 熱 硬 化 性 樹 脂

熱 硬 化 性 樹 脂 計

355,822

423,165

131,871

259,833

294,205

457,691

1,922,587

328,234

395,436

129,143

249,581

267,145

451,476

1,821,015

329,840

389,410

132,030

249,901

275,663

492,417

1,869,261

言十 12,580,276 12,248,150 13,036,110

236

(注 )

(注)100ポ ンド当り,厚木勝基博士調査 .

典拠 :「人絹年鑑」昭和12年版, 138ペ ージ.

出所 :日本化学繊維協会『日本化学繊維産業史』

昭和49年 12月 ,132頁

化 学 史 研 究  Vol.23 No.3

表 1 合成樹脂の生産

1.日 本プラスチックエ業連盟 ,通産省「化学工業統計」による

2.低密度ポリエチレンの生産には L―LDPE,EVAを 含む.

出所 :石油化学工業協会『石油化学の現状』1995年

単位 :ト ン

人絹糸輸入途絶を機に,大正初期から始められて

いた国内での研究を土台として,1916(大正 5)

年に東工業株式会社米沢人造絹糸製造所-1918

(大正 7)年 に帝国人造絹糸株式会社となり,

1962(昭和37)年 に至り,現在の帝人に改称一の

操業開始で始まった。図 1に見るごとく第二次大

戦前の最盛期である1987-39(昭 和12-14)年に

は,化学繊維は,化学肥料,工業製品とともに化

学工業のなかで最も重要な部門の一つとなってい

たばかりでなく,生産原価の国際比較 (表 2)で

みた国際競争力においても世界各国をしのぎ,戦

パ フレプ 薬品 労銀 動力 営業費 合計

アメリカ

イギリス

ド イ ツ

イタリア

日  本

11.0

11.0

11.2

11.4

11.4

38.8

38.2

35.0

29.9

18.6

54.3

49.3

36.5

17.6

10.8

23.3

22.8

17.3

20.2

11.4

28.0

27.0

25.2

8.8

7.8

155.4

148.3

125.0

87.9

60.0

( 32 )

表 2 人絹生産原価の国際比較

(昭和 8年末 ,単位 :円 )
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前の化学工業のうちで最も成功した部門の一つで

ぁった2).

このような世界に卓越した国際競争力は,賃金

に代表される労働力の条件が,我が国に幸いした

ばかりでなく,企業の主体に注目すると,我が国

の人絹工業では,①他の新興化学と同様な新たに

設立 された専門企業にとどまらず,②すでに巨大

化 していた紡績資本が相次いで人絹工業部門に進

出したために,欧米各国におけるような,一,二

の企業による独占体制がとられず,結果として企

業の生産設備の拡大をもたらし,多 くの企業間の

競争が生産技術の進歩を促し, これがコストを引

き下げ,品質の向上をもたらしたことによるもの

であると指摘されている3).

ここで取り上げる呉羽化学工業も,上述のごと

き我が国の人絹工業発展過程のなかで誕生 した。

すなわち,同社の創立は1944(昭和19)年 6月 で

あるが, この創立の母体となった錦工場自体は,

これよりさらに10年前に遡る。1910(明治43)年

に京都大学電気工学科を卒業して電力事業の経営

者 となった高橋 保は,昭和肥料-1928(昭和

3)年 10月 設立,1939(昭和14)年 6月 に日本電

気工業を合併して昭和電工となる一と同じく当時

の新興財閥である森コンツェルン系統の会社とし

て,1934(昭和 9)年 7月 昭和人絹を設立 した.

当時は,我が国人絹工業の第二次大戦前におけ

る最盛期を目前にした第二次膨脹期であり,全国

各地に人絹会社の拡張と新設が相次いでいた。昭

和人絹も, こうした時代背景のもとで設立された

のである.人絹の製造には良質な水を大量に必要

とするので,同社は鮫川からの良質な用水,常磐

地帯の低廉な石炭,そ して豊富な労働力の存在す

る福島県石城郡錦村 (現在のいわき市錦町)に工

場を建設,1935(昭和10年)6月 には電解工場,

8月 には人絹工場の一部操業を開始 した。これに

先立ち昭和人絹は,同年 2月 に国光 レーヨンを吸

収合併 し,1937(昭和12)年 3月 には呉羽紡績の

人絹部門である龍山人絹,次いで11月 に二重人絹

を吸収合併したが,同年 7月 に勃発した日華事変

が全面的日中戦争へと拡大して戦時体制が強化さ

れるなかで,1939(昭和14)年 5月 に呉羽紡績に

吸収合併されて昭和人絹の諸工場は,呉羽紡績の

人絹 。化学工業部門となった.

さらに戦争が1941(昭和16)年 12月 の対米英宣

戦布告により太平洋戦争へと一層の拡大をみると

ともに,戦時経済体制は急テンポで強化され,呉

羽紡績錦工場は1943(昭和18)年 3月 に人絹生産

を打ち切り (な お, スフ生産は1939(昭和14)年

7月 に中止されていた),設備をスクラップにし

て供出し,男子従業員のほとんどは大建産業4)の

子会社である呉羽航空機に移籍された.呉羽紡績

錦工場では,残 った生産設備で苛性 ソーダ,硫

酸,二硫化炭素,合成塩酸,晒粉などの生産を続

けたが,時局の要請により,塩素の高度利用を中

心とする諸計画を進めることとなった。

こうした状況のもとで1943(昭和18)年 には,

艦政本部の斡旋により帝国染料製造―第二次大戦

中に日本火薬製造 (現在の日本化薬)に吸収合併

される一からモノクロルベンゼン,ジニ トロクロ

ルベンゼンの技術を導入して,工場建設に着手 し

た。次いで翌年春には,海軍航空本部の斡旋で日

本染料薬品製造 (現在の大日本インキ化学工業)

との技術提携により,同社志村工場から塩化ベン

ジル,ベ ンジルアルコール,ベ ンジルセルロース

など航空機塗料と爆薬の製造設備を移設 して,技

術者の出向を受け入れ,錦工場で製造を開始 し

た。

このように軍需工場としての生産が本格化する

に伴い,紡績会社の工場であっては資材や原料の

割り当てなどの便宜がはかりにくいとの海軍から

の申し入れを受け,1944(昭和19)年 6月 ,呉羽

紡績から錦工場を分離 して呉羽化学工業株式会社

の設立をみた。社長には,海軍予備役中将で当時

は南洋拓殖理事および呉羽紡績の取締役であった

(33)
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下村正助が就任した。.               こぅした状況下で呉羽化学工業は,1946(昭和

2. 塩:化 ビニ リアンの研 :究開発|        :薔
.L.::』il譜:|:|::i:::[::|;::::],と が::|:[

2.1 戦後の復彙               た技術に基づき,塩素の高度利用の一環として

第二次大戦の敗北により蕉土と化した我が国の  1948(昭和23)年 10月 に DDTの 製造を開始 し

戦後復興のなかで,化学工業部門では食糧増産の  て,戦後復興への途を歩み出したのである.

ための化学肥料,石炭産業への供給のための産業   過燐酸石灰は確かに呉羽化学の戦後復興を支え

火薬,戦後の劣悪な衛生状態改善のための防疫案  たが (表 3), この肥料の生産体制の整備は,比
品などの生産から再建への歩みが始まった.   較的単純な旧来の設備を復旧・ 拡充 したにすぎ

表3 主要製品生産彙績          (単 位 :ト ン)

1948年 1949 1950 1951 1952 1953

無機薬品 苛性ソーダ

固形ソーダ

合成塩酸

液体塩素

晒粉

クロルスルホン酸

クロロホルム

副生塩酸

四塩化炭素

二硫化炭素

4,020

1,004

2,529

716

2,348

315

2.9

208

341

472

5,579

1,806

3,497

816

2,890

503

8.8

506

277

452

7,041

4,007

4,978

1,204

3,963

457

13.0

775

227

419

6,740

3,361

4,844

1,349

3,057

683

8.2

712

202

612

6,263

971

4,489

1,549

2,939

437

0.1

524

119

215

11,132

2,273

8,608

2,591

2,762

616

668

382

有機薬品 塩化 ナフタ リン

塩化 ベ ンジル

オル ソ トルエンスルホ ン酸

パ ラ トルエ ンスルホン酸

モノクロルベ ンゼ ン

オル ソジクロルベ ンゼ ン

パ ラジクロルベ ンゼ ン

DDT原 薬

BHC原抹

174

31

0.7

4.3

241

14

11

34

0.7

129

40

690

30

42

130

16.3

28

112

703

33

41

163

55.0

99

89

644

33

44

206

123.0

130

383

54

93

134

255.0

222

280

158

209

46

667.0

肥  料 硫酸

過燐酸石灰

化成肥料

13,117

29,035

19,350

35,938

20

39

,886

,306

24,430

55,858

20,472

40,840

26,053

56,373

12,701

合成樹脂 塩化 ビニルモノマー

同    ポリマー

塩化 ビニ リデンモノマー

同    ポリマー

クレハロン糸 (マツレチ)

45

12.4

2.8

0.8

137

61.2

0.8

25.2

159

98.0

124

0

87.8

339

289.0

322

0

200

(注)こ のほかに,安息香酸,建酸ソーダ,カ リミョウバン,硫酸第一鉄などが50年頃まで生産されていた
(出典)社内資料「No.1 生産(1)」

出所 :r呉羽化学五十年史』呉羽化学工業株式会社

1"5年 4月 ,119頁

(筆者注)r呉羽化学五十年史」の表では化成肥料が合成樹脂の欄に表示されているが,誤 りであるので,同社
総務広報部の了解を得て訂正 した。

(34)



ず,肥料技術を基盤とした新技術や新製品の展開

はほとんどみられなかった。これに対して,当時

の経営を支えていたいま一つの基盤技術であった

食塩電解については,全 く事情が異なっていた.

すなわち,大戦中にドイツにおいて電解技術に画

期的進歩のあったことが,戦後「PBレ ポート」6)

などで明らかにされた。そしてこれらの情報を参

考として電解層の改善努力が重ねられた結果,

1953(昭和28)年 3月 に水銀法 A電解槽 (呉羽

型電解槽)の操業が開始されて,電解工場は面目

を一新した。この新しい電解工場の完成は, この

ころ戦後の復興期を終えて活況を呈していた人絹

業界7)か らの苛性ソーダに対する高まる需要にタ

イムリーに応えるものであった。

ところで食塩を電気分解すると,苛性ソーダと

当量で塩素が副生する。当時この塩素に対する需

要が少なく,余剰塩素の有効利用が,苛性 ソー

ダ,ひいては人絹工業の生産コストを大きく左右

する重要な課題であった。ここで,昭和人絹続い

て呉羽紡績時代の錦工場の化学部門は,元来,人

絹生産の補助部門であった点に注目しなければな

らない。したがって, この工場の技術基盤は無機

薬品系であり,そ れを戦時中に引き継いで発足 し

た呉羽化学は,戦時中から戦後にかけて他社から

の導入技術によって有機薬品分野へ進出するとと

もに,余剰塩素の有効利用を目的とした塩素系有

機合成技術研究の一環として,塩化ビニリデン技

術の研究に着手することとなった8).

2.2 塩化ビニリデンの基礎研究

戦後の復興期に余剰塩素の新用途として,化学

工業界で最 も注目されていたのは塩化ビニルであ

る。塩化 ビニルは,塩素のほかに,我が国でも豊

富に産出する石灰石から得られるカーバイド・ア

セチレンを主原料とするものであり,原料面でも

恵まれていたことから,戦時中に少量だが生産の

経験をもつ新日本窒素肥料 (現在のチッソ)を は

じめ,同 じく戦時中に合成ゴムの生産を試みた企
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業が,そ の乳化重合技術を活用して企業化を進め

ていた9).

呉羽化学では,塩化ビニルの企業化への関心は

あまりなかったが,同業他社における高分子化学

を巡る動きのなかで,経済安定本部 (現在の経済

企画庁)な どで塩化ビニルの調査経験をもつ本田

仁が,1948(昭和23)年 12月 に呉羽化学に入社

し,塩化 ビニル事業は急速に具体化へと踏み出す

ことになった。

入社後企画部に配属されるや,本田は直ちに塩

化ビニルの企業化を提唱し,70頁に及ぶ「 ビニー

ル系合成樹脂製造計画書」をまとめたが, この計

画書では塩化 ビニリデンにも言及していた。呉羽

化学では塩素を生産し,電源の豊富な東北に立地

して塩化ビニル生産の原料面では恵まれてはいた

ものの,アセチレンの取り扱いや高分子化学の技

術的蓄積に乏 しかったので, 日本軽金属,電気化

学,昭和電工と共同で東京工業試験所の水谷久一

の研究指導を受けるため,1949(昭和24)年 4月

に山中真一,8月 には中村敵を東京工業試験所に

派遣し,それぞれ塩化ビニルモノマーと塩化ビニ

リデンモノマーの研究に取 り組むこととなっ

た10).

これとほぼ同じ頃,呉羽紡績ではレーヨン生産

の復旧よりも合成繊維の企業化に着手すべきであ

るとの判断から,調査研究が進められ,塩化ビニ

ル事業は,呉羽化学単独の計画から呉羽紡績との

共同プロジェクトとして発足した。こうした動き

のなかで, 当時呉羽化学研究スタッフの中核に

あった真弓莞爾は,「PBレ ポー ト」を頼 りに塩

化ビニル繊維の可能性について検討したが,塩化

ビニルは繊維に適さず,塩化ビニリデンなら繊維

になるとの見解に達し, これに基づいて,呉羽紡

績の資金 。人員両面の支援のもとに,本格的な研

究開発活動推進のため1949(昭和24)年10月 ,呉

羽化学の本社企画部に「企画部 ビニール研究所」

(月 島ビニル研究所)が設けられた。呉羽紡績か

国産技術によるポリ塩化ビニリデン樹脂の製造・加工の企業化 (佐藤)
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らは松本勝周,井上清,西川文子良らのほかに,

やや遅れて岩前博も着任 した。他方,呉羽化学か

らは真弓をはじめ,大船化学へ出向していたス

タッフや東京工業試験所の共同実験に参加してい

た中村と山中が呉羽化学に戻り, この研究所に結

集して真弓が初代の所長に就任 した。戦時中に発

足してなお日の浅い中規模企業が,自力の研究開

発活動に基づいた新規事業の展開に向けて, これ

ほどの陣容を整えた研究所を設置したのは,当時

としてはまれな例であった。これが後の東京研究

所 (現在の生物医学研究所)の始まりであるH).

月島研究所の真弓を中心 とする研究スタッフ

は,乳化重合による塩化ビニルと塩化ビニリデン

の共重合の基礎実験に着手 し,岩前が紡糸機の設

計を始めた頃には,重合規模はベンチスケールに

拡大していたが,当時は乳化重合の情報のみで,

加工に際 しての熱安定性の悪い樹脂しか出来ず,

岩前グループの期待に添えなかったという12).

真弓グループは,樹脂の熱安定性の向上には懸

濁重合法による他はないとの結論に到達し,各種

の懸濁剤で重合テス トを繰 り返 したが,成果は

遅々として上がらなかった。

ところで,塩化ビニルデンに関する呉羽紡績と

の共同研究構想では,月 島研究所における重合・

加工技術の基礎研究と並行して,早期にパイロッ

トプラントによる実験を行うことが合意されてお

り, 1950(昭 和25)年 6月 に月産10ト ンのパイ

ロットプラントの完成をみた。

塩化ビニリデンの製造工程は,図 2の とおりで

あるが,取 り扱われるガスが爆発の危険性や有害

なものもあり,ま た,未経験ゆえの機器の設計の

不備に起因するトラブルなど,実際にパイロット

プラントを操業するのは容易ではなかった。しか

し,7月 1日 に至り, こうした困難を克服 して,

待望の塩化ビニルモノマーの合成工程の運転に成

功 した。続いて10月 には,塩化 ビニルモノマーと

塩素からトリクロルエタンをつくり,脱塩酸して

塩化 ビニ リデンモノマー製造の成功をみた。な

お,重合については,精力的に有効な重合触媒系

の研究と重合システムの開発に努力した結果,極

出所 :『呉羽化学五十年史』呉羽化学工業株式会社 1995年 4月 ,148頁

図2 塩化ビニリデン樹脂製造工程

出所 :『呉羽化学五十年史』呉羽化学工業株式会社1995年 4月 ,148頁
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めて純度が高く熱安定性の高い良質の共重合物が

得られた。

岩前ら呉羽紡績のスタッフは月島から錦工場に

移 り,9月 1日 「呉羽紡績錦研究所」が設置さ

れ,パイロットプラント製の塩化ビニリデンを用

いた溶融紡糸を開始した。かくして,パイロット

プラントは,モ ノマー,重合,紡糸,の全系列運

転に入った.1950年早々には商品名も「クレハロ

ン」と決まり,翌年 4月 には,パイロットプラン

トの生産量は6ト ンに達 し,同年度の終わりには

9～ 10ト ンと, ほぼ予定 どおりの生産量を記録

し,次第にプラントの操業状態が安定していった

ことを不 している。そして,1950年 12月 には,呉

羽紡績錦研究所で試作されたクレハロン糸が,富

山漁網で試網のため出荷されたが, これに続いて

濾布試作,さ らにはモケットやシート地など車両

用品の試作のために出荷された。なお,モ ケット

やシートなどの用途はダウ 。ケミカル社の経験を

参考にしたものだが,漁網は,呉羽化学が独自に

開拓を試みた分野であったといわれている。

こうした用途開拓の試みは,比較的順調にすす

み,最 も早く市場に出て,優れた耐薬品性で好評

を得た工業用濾布だけでも,月 間30ト ンの需要が

見込まれたことから,1951年初めには月産30ト ン

ヘの設備拡張方針が決定された13).

2.3 ダウ 。ケミカル社との交渉不調と特許問

題

月産30ト ンヘの設備拡張が動き出そうとしてい

た頃,旭化成がダウ・ケミカル社 (以下ダウ社と

する)と塩化ビニリデンの技術導入交渉をすすめ

ている旨の情報を入手 した14).呉羽化学としては

塩化 ビニリデンについては,技術導入を全く考え

ず, 自社技術で企業化する方針であった。 しかし

旭化成が, ダウ社からの導入技術で企業化 した場

合,特許問題が解決されなければ,呉羽化学・呉

羽紡績の塩化ビニリデン繊維企業化計画が実現不

可能となる事態が懸念されたので,当時,電解槽
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の調査を兼ねて,ダウ社との交渉のため山本二郎

が訪米することになった。山本二郎は伊藤忠商事

の宮内俊文の協力と,ナ ショナル・シティ銀行の

紹介を得て,1951(昭和26)年 5月 23日 にダウ社

の幹部と面会し,呉羽化学はダウ社と技術導入の

話 し合いに入った.ダウ社側は,すでに日本の数

社から提携の申し入れがあるので,近 く担当者を

派遣 して調査の上,最終決定 したい旨回答 した.

ダウ社からは同年10月 28日 ,プラスチック研究部

長 L.C.チ ェンバレン (L.C.Chamberlain)が 来

日し15),同月31日 に呉羽化学 。呉羽紡績の幹部と

技術導入について交渉したほか,錦工場,月 島研

究所などを熱心に見学 した。これに加えて,旭化

成を始めとする関係各社を視察して翌年 1月 中旬

には正式回答する旨を約束して帰国した.予定よ

りやや遅れて1952年 2月 18日付で回答を送って来

たが,そ の内容は,旭化成を選択する旨をほのめ

かし,呉羽側に早急に方針転換を図るべきことを

勧告するものであった。

呉羽化学と呉羽紡績では, ダウ社特許に基づく

製造方法の使用を認めてもらいたい, ダウ・旭化

成の合弁会社から原料樹脂を購入して生産を継続

するための取り決めを交わしたいなどの提案を

もって, ダウ社と交渉を図ったが, 3月 28日 にダ

ウ社との旭化成の合弁事業計画が新開発表され,

ダウ社 との交渉は不調に終わった16).

かくして,旭化成とダウ社の合弁企業として発

足した旭ダウが, 日本におけるダウ社の塩化 ビニ

リデンに関する特許の独占的実施権をもつことに

なり17).呉羽側がクレハロン事業を維持できるか

否かは,呉羽化学がダウの日本特許に抵触せずに

塩化ビニリデンを生産できるかどうかにかかって

いた。この問題に対し,月 島研究所と本社企画部

が中心となって,ダウ社の日本特許を詳細かつ慎

重に検討 した結果,抵触の恐れなしとの結論を得

た。だが, これだけで特許問題が解決 したわけで

はなかった.そ れは1949年 8月 16日 公布のいわゆ

国産技術によるポリ塩化ビニリデン樹脂の製造・加工の企業化 (佐藤)
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るポツダム政令18)「連合国人工業所有権戦後措

置令」には,連合国人が戦争開始の 1年前後に,

いずれかの国に最初の出願をしていた場合には,

改めて申請すればその出願日を最初の出願日とす

ると規定されており, ダウ社が,かつてアメリカ

で取得 した特許について, この措置令を活用 し

て,改めて日本で出願手続きをして特許権を得る

ことができたからである.し たがって, クレハロ

ン事業の継続には, ダウ社が申請する可能性のあ

る特許のなかに,呉羽化学の開発 した技術と同じ

ものが含まれているかどうかの確認の上での判断

が必要とされた.企画部では約 lヶ 月を費やして

ダウ社のアメリカ特許を詳細に調査 した結果,

1952年 4月 , ダウ社の塩化ビニリデンに関する3

件の基本特許は,1937～ 39年に公告され,いずれ

も上述の措置令の対象外であることが判明した.

荒木社長がダウ社との交渉不調の後にも,特許に

ついては問題はないとし,従来どおりの業務継続

を表明したのは, こうした調査結果の裏づけが

あったことによる。事実,そ の後も旭化成との間

では特許紛争は起こらなかった.なお,最初から

塩化ビニソデン事業化の企画を手がけた本田仁に

よれば, ダウ社と呉羽化学の製造方法は同じで

あったが,可塑剤,安定剤が違つていたとのこと

であるが, ダウ社の日本特許の成立経緯も含め,

戦時中から戦後にかけての我国の特許政策との関

連において別途稿を改めて論ずることが必要であ

ろう19).

2.4 懸濁重合法の確立

特許紛争の懸念は払拭できたが,呉羽化学は,

ダウ社のサランに対抗できる品質をもつ製品を,

自社技術で短期間に開発できるかどうかという,

より重要な問題に直面していた.紡糸の開発を担

当する岩前グループは,ダ ゥ社の塩化 ビニリデン

を入手して紡糸の実験を試みると, ダウ社の樹脂

が呉羽化学の樹脂に比べ,格段に加工性の良い優

れた樹脂であることは歴然とした事実であった.

当然,月 島研究所に対する原料樹脂改良の要望は

強まった.

これに対して,すでにふれたごとく樹脂の熱安

定性の向上には,懸濁重合法によるべきだとの結

論を得ていた真弓グループは,乳化剤の問題にわ

ずらわされる懸念のない,懸濁重合法の基礎研究

に取り組み,懸濁剤の選定,懸濁 した油滴の分散

状態の安定性や,油滴の平均粒径の測定などの基

礎的実験で得た知見を積み重ねて, ようやく塩化

ビニリデンモノマーを使った分散実験で,予想ど

おりの分散粒子が安定した状態でつくれるように

なり,真弓グループの実験はゴールヘ向けて一歩

前進 した。

こうした実験の過程で,1953(昭和28)年 8月

初旬に,分散状態の塩化ビニリデンモノマーを,

三角フラスコに入れたまま机上に放置するという

事件が起こった。塩化ビニリデンモノマーは,放

置すると酸素と反応 してホスゲンを発生させ,さ

らに爆発性のガスをつくるため,実験が終るとす

ぐに処分することになっていたので,通常では考

えられない不注意で置き忘れられたのである.だ

が, この放置されたフラスコからのホスゲンの臭

いに気づいた真弓は,中身をおそるおそる流しに

捨てようとして, フラスコのなかで見事な微粒状

の樹脂ができているのを発見した.放置されてい

る間に,塩化 ビニリデンモノマーが見事に懸濁重
Aしていたのである。

この偶然の出来事から,月 島研究所の研究陣は

懸濁重合法のヒントをつかみ,懸濁剤の濃度,液

量,攪拌の回転数など重合操作の諸条件が決定さ

れた.こ の知見を早急に現場に移すことが望ま

れ,同年暮には試験生産に移されたのである。そ

して約 1年後にはほぼ全面的に現場の操業法とし

て確立をみた。ダウ社との交渉不調後,中止の危

機にさらされていたクレハロン計画は, こうした

偶然の出来事をチャンスに技術開発の面で大きく

進展 して,企業化へ向けての手掛かりを得たので

( 38 )
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3.塩化ビニリデンの企業化

3.1 呉羽化成の設立

塩化 ビニリデン月産30ト ン生産設備の建設が進

められていた1953(昭和28)年 4月 ,呉羽紡績の

野上正則・岩前博と呉羽化学の米沢直治の3人に

よって,「KS計画」 と呼ばれる生産・販売計画

が策定 されたが,その前提となる需要推定では,

定置網などの年間補充量の2分の 1を クレハロン

で代替 し,耐用年数を従来の3倍 とみて漁網向け

需要を推定,こ れに濾布やモケット向け需要を合

わせて,月 間300ト ンを超えるものと予測した。

この予測に基づき,呉羽グレープでは月産30ト

ンプラントの完成とほぼ同時に,本格的な商業生

産体制への移行に向けての準備に着手 し,企業化

のための組織形態について検討した結果,ク レハ

ロン繊維の一貫生産のため呉羽紡績は呉羽化学と

共同で新会社を設立することとし,1953年 9月 10

日に呉羽化成株式会社の発足をみた.設立時の資

本金 は 2億円,そ のうち呉羽化学の払込金額は

2500万 円 (12.5%)であり,1955年 3月 の倍額増

資の際に,呉羽化学の出資比率は25%へ と増加し

たが, この後も呉羽紡績は株式の過半を保持し続

けた.こ れは,呉羽紡績が合成繊維事業に並々な

らぬ意欲をもっていたことを物語るものであり,

呉羽化成は, このような呉羽紡績の資金に支えら

れてクレハロン事業に乗 り出したのである21).

呉羽化成設立時の企業化計画は2期に分けられ

ていた。 まず,第 1期は月産150ト ンで1954年 10

月完成,続いて第 2期の月産150ト ンは翌年 6月

完成で,合成 。重合・紡糸一貫のクレハロン月産

300ト ン設備を錦地区に建設することになってい

た。 この計画に基づき,錦工場の隣接地に用地を

確保 し,1954年 4月 工場建設に着手し,1955(昭

和30)年 4月 に塩化 ビニリデン樹脂の生産を開始

した。なお, これに先立ち 3月 には呉羽紡績猪名
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川工場 (兵庫県川西市)の紡糸部門設備の錦工場

への移転が完成 しており,合成・重合・紡糸の一

貫生産体制がスタートした。

この150ト ン生産設備は,当時としては画期的

な「オートメーション」工場であったことに注目

しなければならない。工場の心臓部たる合成部門

には約 3億6000万 円を投 じたが, その約20%の

6600万 円は計器室関係の費用であった.こ のよう

に高度に計装化された中央制御室をもつプラント

は,当時の化学工業界のなかでも最先端を行くも

のであった.さ らに,合成部門の中心的装置であ

る重合缶が30m3と ぃう大型のものであった。わ

ずか 7m3のセ ミコマーシャルプラントから一挙

にスケールアップできたのは,最新の化学工学の

知見を積極的に活用したからであり,ま た,本格

的な化学工場建設をはじめて手がける千代田化工

建設が,プ ラントに使う材質の選定にも細心の注

意を払ったという,熱心かつ良心的に建設をすす

めた仕事ぶりに加えて,呉羽化学でも,五味真平

を始めとして,化学工学専攻の若手技術者に十分

な活躍の場を与えた成果であることを,特記して

ぉきたぃ22).

3.2 創業期の苦難

前節で述べたごとく,1955(昭和30)年 4月 に

呉羽グループは自社技術により子会社の呉羽化成

錦工場で,塩化 ビニリデン繊維「クレハロン」の

商業生産を開始 した。これより約 2年前, ダウ社

と旭化成との折半出資合弁会社の旭ダウは,1953

(昭和28)年 5月 に鈴鹿工場で「サラン」繊維の

商業生産を開始 し,続いて同年10月 にサランポリ

マーの商業生産に入り,塩化ビニリデン繊維「サ

ラン」の一貫生産体制を完成 していた。 しかし,

塩化 ビニリデンは,天然繊維や他の合成繊維に比

べて比重が大きいことが最大の欠点となり,繊維

の主要な需要分野である衣料用途には向かなかっ

た23)。 したがって耐薬品性などの特徴を生かした

工業向け用途のほか,比重が1.70と 合成繊維のな

国産技術によるポリ塩化ビニリデン樹脂の製造・加工の企業化 (佐藤)
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表 4 魚網の素材別の物性一覧

綿  糸 -"11ffi 塩   化
ビニ リデン

(フ ィラメント)

ナイ ロ ン

(フ ィラメント)

ビ‐ロン

(ス   フ)

ポ リエステル

(フ ィラメント)

低  圧
ポリエチ レン
(フ ィラメント)

ポリプロ
ピ レ ン

(フ ィラメント)

比      重

引 張 り 強 さ
(グ ラム/デニール)

伸 び 率 (%)

結 節 強 度
(グ ラム/デニール)

耐  摩  擦 性

水  分  率
(標準状態)(%)
軟   化  点

溶   融  点

耐   候  性

耐 薬 品 性

虫・かびへの抵抗力

1.54

3.3～ 6.4

3～ 7

C

7

120℃ ,5時間
で黄変 ,150℃
で分解   |

|
溶融しない |

弱い  |

虫に抵抗力あ
|

ュ,かびに弱
|

1.50

7.7

2.2～2.4

5

B

7～ 10

130℃ ,5時間
で黄変 ,2∞℃
で分解

溶融 しない

A

弱い

虫に抵抗力あ
り,か びに弱
い

1.70

1.5～2.6

18～33

1.0～2.0

C

0

145～ 165℃

165～ 185°C

A

濃硫酸,濃硝
酸にも強度低
下 しない

抵抗力大

1.14

4.2～5.9

36～52

4.3～ 6.0

A

3.5～5.0

1“℃

215～ 220°C

B

濃硫酸 ,濃硝
酸に一部分解

抵抗力大

1.26～ 1.30

3.2～5.2

12～ 26

2.4～4.0

B

4.5～5.0

220～230℃

明らかでない

A

濃塩酸,濃硝
酸に分解

抵抗力大

1.38

4.3～6.0

20^‐ 32

3.8～4.4

A

0.4～0.5

238～240℃

255～ 260°C

A

比較的強い

抵抗力大

0.94～ 0.96

5.0～9.0

8～35

3.5～5.7

A

0

100～115℃

125～ 135°C

A

濃塩酸,濃硫
酸にも強度低
下しない

抵抗力大

0.91

4.5～7.5

25～ 60

4.0～5.5

C

0

140～ 160℃

165～ 173℃

A

濃塩酸,濃硫
酸,濃硝酸に
も強度低下し
ない

抵抗力大

注 :1.耐摩擦性,耐候性の Aは強い,Cは弱い,Bは中間を示す

ロピレンはマルチフィラメントの場合を示す .

2.・ …̈は不明 .

3.引っ張り強さ,伸 び率は湿潤時の数字 .

典拠 :繊維学会編『化繊便覧』 (加工編)な どより作成 .

出所 :『旭ダウ∞年の歩み』旭ダウ株式会社 ,昭和57年 9月 ,99頁

かで最大で (表 4)沈降が速い点と吸水性が最も

小さく腐らないという点を活用した漁網分野に需

要が限られていた。 こうした需要面の制約から,

創業以来数年間苦難の歩みを強いられていた24).

呉羽化成も,ク レハロン繊維の商業生産開始前

から開拓していた漁網や濾布に加えて, ソフトビ

ニル人形のドールヘア,堅牢で弾性回復の良いハ

ニカム織のデッキチェア張地,靴のインソール
,

スリッパ,籐の代替品,耐久性があり機械織がで

きることが評価された椅子張地や敷物類などの新

製品の開発を続けたにも拘わらず,1960(昭和

35)年前後の需要量は,月 間70～ 80ト ンにとどま

り,150ト ンの設備能力とのギャップは大きく25),

創業以来の赤字累積により,経営は危機的状況に

あった (表 5)。 こうした苦境打開のため,繊維

以外の製品としてフィルムが脚光を浴びることと

なった.

耐摩擦性は普通の強さの摩擦に対するものであり ポリプ

表 5 呉羽化成の実績の推移

(単位 :千円)

(出典)呉羽化成『営業報告書』
出所 :『呉羽化学五十年史』呉羽化学工業株式会社 ,

1995年 4月 ,256頁

(筆者注)1957年末の欠損金が,前年末に比べ 2億
円減少 しているが,こ れは思い切った財
務対策として,同年 1日 19日 の臨時株主
総会で,資本金を4億円から2億円へ減
資 して,累積損失の整理にあてたことに
よる (『五十年史』257頁 ). なお,58年
以降の当期損益と欠損金の関係について
は,呉羽化成の各期の営業報告書を詳細
に検討 しなければならない.

年度・期 当期損益 欠 損 金
(12月 31日 )

1953年下期

５４

“

“

”

“

”

∞

６１

△9,871

△96,393

∠:ゝ185,822

△72,570

0

5,362

114,832

136,849

79,562

∠:ゝ9,871

△106,264

∠:ゝ292,086

∠:ゝ364,656

∠:ゝ 164,656

△189,764

∠:ゝ 113,981

0

0

( 40 )



3.3 クレハロンフィルム事業の展開

呉羽化学設立の直前に,呉羽紡績が行った塩化

ビニリデンに関する調査報告には,塩化ビニリデ

ンフィルムがガス透過度や透湿度の点から,食料

品,化粧品などの包装に適すると説明されてい

た.し かしこの段階では,呉羽グループの関係者

のなかで,本 田を除けば26)合 成繊維しか念頭に

なく, フィルムについてはほとんど興味を示さな

かった.と ころで,塩化ビニリデンを世界で最初

に企業化 したダウ。ケミカル社でも,同社が創業

以来の化学専業企業であったにも拘わらず,開発

当初は細手の繊維やモノフィラメントでズボン吊

り,ベル ト, ハンドバッグ, バス,列車,1地下鉄

の厚手のシー トカバーが主要な用途であって,本

格的にフィルム分野に進出するのは,第二次大戦

勃発後,武器の防錆包装のための軍需用にフィル

ムが注目されるようになってからである27).し た

がって,後に呉羽グループでフィルムの押し出し

加工とその用途開発に取り組んだ岩前も, ダウ社

の米国特許の トレース実験を行った際,フ ィルム

に関するものは,よ り分けて後回しにしたと述べ

ているが2の,昭和人絹として発足 し,戦時中に呉

羽紡績に合併され,人絹工業の補助部門となり,

それが分離されて呉羽化学が設立されたという同

社の系譜と,塩化ビニリデン事業を呉羽紡績との

共同で企業化 した経緯からみて,やむを得ないこ

とであったといわなければなるまい.

しかし,1953(昭和28)年 2月 から,呉羽化学

技術部の本田は,繊維が売れなかった場合を想定

してフィルムの開発を計画し,加工機械の設計・

製作の途を模索 していた.

ところで, フィルム開発には優れた押出機の開

発が不可欠であったが,押出技術について呉羽紡

績を頼ることはできず, ポリエチレンのインフ

レーション加工法や,ダウ社の特許などを手がか

りとして, ポリエチレン押出機の販売を本業とす

るサーモ・プラスチックスエ業輸|の協力を得て54
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年末にフィルム押出機 (横型 1号)を 試作 し

た29,こ うした動きのなかで,呉羽化成技術部長

の岩前は,同技術部の本田 (1953年 9月 呉羽化学

から呉羽化成の設立により,呉羽化成に移る)の

要請を受けて, フィルムの押 し出し加工とその用

途開発を始めたが,本格的に取 り組み始めたの

は,55年 2月 に東京研究所へ移ってからである.

機械の改良と原料樹脂の配合や運転条件の決定

の研究に取り組んだ岩前らは,1955年 7月 頃には

フィルム製造に一応の見通 しをもつに至った。 1

号機の押出機はそのまま使用されたが, テーク

アップマシーンは使いものにならず,全 く新 しい

形にされて,最初のシステムができ上がったとい

われる.こ れに続いてマルチ系用のVEK型を原

型としてチュープ状フィルム押出機 (TFシ リー

ズ)が, さらにモノフィラメント用の M-3型を

原型とした押出機 (IFシ リーズ)の開発をみた。

この間に, フィルムの試作品を有望と思われる

食品加エメーカーに提供 して問題点を明らかに

し,品質改良を積み重ねることで,市場開拓が進

み,1956(昭和31)年に入り錦工場におけるクレ

ハロンフィルムの生産が開始され,2月 に発売さ

れることとなった。 こうした段階でクレハロン

フィルムに大きな用途を開いたのは,魚肉ソー

セージ・ハムである.魚肉ハムの起源は,1938

(昭和13)年 まで遡るといわれるが,急速な成長

をとげたのは,戦後の1953(昭和28)年頃からで

あり,と くに1954(昭和29)年 3月 1日未明に起

こった焼津の鮪漁船第五福龍丸が, ビキニ環礁で

行われた水爆実験による死の灰を浴びた事件を契

機としている∞).こ の水爆実験による放射能汚染

の懸念から鮪の消費量は落ちこみ, こうした事態

に対処のため水産各社は鮪を原料とした魚肉ソー

セージの生産を開始 した.魚肉ソーセージのケー

シングには,当初, ライファン (塩酸ゴム)が使

用されていたが, ライファンの生産を独占してい

たライファンエ業は,需要の急増にも拘わらず,

国産技術によるポリ塩化ビニリデン樹脂の製造 。加工の企業化 (佐藤)
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試 験 方 法
塩   化
ビニ リデン 塩 酸 ゴ ム ポリエチレン

(高 圧)

可 塑
化 ビニル

無
塩

ポ リプロ
ピレン

厚   さ    1/100 mm

比   重

抗 張 力    kg/cm2

伸 張 度      %
引裂 強 度

(エ ルメンドルフ)kg/cm
破 裂 強 度

(ミ ューレン) kg/cm2/mm
耐折強度 (MIT)   回

耐 油 性1     時間

吸 水 率      %

透 湿 度
*  g/m2/24 hr

ガス透過度
*g/m2/24h/atm

C02

02

N2

軟 化 点    ℃

脆 化 温 度     ℃

JIS Z 1702

JIS Z 1702

JIS P 8146

JIS P 8112

JIS P 8115

JIS Z 1515

ASTM
D570-57T

JIS Z 0208

D1434-58

ASTM
D11525-58T
ASTM

D746-57T

3～ 7

1.6～ 1.7

800～ 1200

25～65

4～5

60～ 70

80000以上

<0.1

1～2

0.1

0.03

<0.01

60～ 100

0～ -30

2.5～ 5

1.12～1.25

700～1200

80～120

4～5

60～ 70

80000以上

<0.1

15～ 25

2～4

0.6～0.9

0.15

80～105

-10～ -20

3～ 10

0.91～0.93

100～ 200

150～ 650

30～ 100

6^‐ 10

3∞00以上

30～

<0.1

16～ 22

70～ 80

13´ ′ヽ16

3～ 4

85～ 90

-55

2～3

1.4～ 1.45

500～ 700

10～40

50^‐ 70

0.1

25～40

1^ウ 2

0.5

80～ 100

3～ 10

0.90～0.91

250～400

20～ 700

150～ 200

35～

<0.1

8～ 12

25～ 35

5～8

96～ 105

-35
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表 6 食品包装用プラスチックフィルムの性能
林

°
厚さ0.03 mmと して換算した .

韓産業工芸試験所による比較表 (昭

“

。1)

出所 :園田豊久著『塩化ビニリデン樹脂』日刊工業新聞社刊 ,昭和36年 7月 ,39頁

設備拡張にはいささか慎重であり,市場は品不足  責任とする考え方が一般的にみられたため,原因

状態から,価格も強含みに推移 していた。こうし  はフィルムにあるのか,中身にあるのかを明確に

た事態がクレハロンフィルムに幸いし,加えて表  することが必要とされた.こ うした事態に対処す

6にみるごとく,塩酸ゴムに比較 して,ガス透過  るため,呉羽化学では1960(昭和35)年 4月 ,京

度や透湿度の点で塩化ビニリデンがはるかに優れ  都大学農学部水産学科助教授の上野二郎を招い

ていたことから, クレハロンフィルムの市場開発  て,東京研究所月島分室 (現在の食品研究所)で

は軌道に乗ることとなった。           食品の衛生保存に関する基礎研究を開始した。上

クレハロンフィルムの市場開拓で,総括責任者  野理論に裏づけられた技術サーヴィスは,食品業

となった有賀不二雄は,魚肉ソーセージのケーシ  界のユーザーの信頼を得て, フィルムの拡販に大

ングを目標に,研究所の岩前や第一物産 (現在の  きく貢献 した32)。 これは,顧客の要求を汲み取っ

三井物産)の中村武夫などと協力してユニークな  て生産の在り方を変え,製品を開発するという新

マーケッティングを展開し,手工業的な生産工程  しい生産の仕組みへの挑戦が行われている今日の

を機械生産に転換 してクレハロンフィルムの大量  企業戦略の先駆的形態ともいえることを,特記し

需要を創出したのである31).           てぉきたぃ
“

)。

かくして, フィルム事業は軌道に乗ることと   食品包装向けクレハロンフィルムの事業展開と

なったが,当時,製品の腐敗はすべてフィルムの  並行して,呉羽化成は57～58(昭和32～33)年頃

(42)



か ら家庭用ラップヘの進出を検討 して,商品名を

「 クレラップ」と決定 し,1960(昭和35)年 7月

に発売を開始した.こ のほか海外からの積極的な

引き合いに応じて,少量ながらこの年からクレハ

ロンフィルムの輸出を開始し,今日,世界各地で

展開 しているクレハロン事業の第一歩を踏み出し

たことを,こ こでは指摘するにとどめる.

以上概観した如 く呉羽化成は,創業期の危機を

克服 して1960年代 (昭和35～ 44年)に入ると経営

基盤 も固まり,呉羽紡績,呉羽化成,呉羽化学の

3社間で呉羽化学と呉羽化成の合併について合意

に達 し,1962(昭和37)年 5月 1日 ,両社が合併

して新しい呉羽化学工業の発足をみた。

む す び

昭和人絹として発足 し,戦時中に呉羽紡績に合

併 されて人絹工業部門の補助部門となり,そ の

後,分離されて化学会社として独立 した呉羽化学

が,戦後,塩素の高度利用を目的として,ダウ・

ケ ミカル社の特許によらない独自の技術で塩化ビ

ニ リデンの製造に成功 し,合成繊維事業に進出し

た.しかし,合成繊維事業では苦難を余儀なくさ

れたにも拘わらず,多 くの困難を克服 して, フィ

ルム事業が軌道に乗るまでの同社の動きについて

概観 した.こ のようにクレハロンフィルムは,呉

羽化成の経営危機を救ったばかりでなく,今日に

至るまで,旭化成")と ダウ・ケミカルのグルー

プによるサランとで,世界の塩化ビニリデン市場

を三分する製品として,強固な地位を確保しつづ

けている.こ のことは, クレハロンフィルムの開

発過程が,呉羽化成および呉羽化学の経営基盤の

形成過程でもあったと同時に,海外からの技術導

入で発展した第二次大戦後のわが国化学工業界の

なかでの国産技術確立への苦闘を物語る一例でも

あった。

かかる苦闘の成果は,「ポリ塩化 ビニリデン系

合成樹脂の製造とその加工技術の確立」として,
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大塚重遠ほか 7名 に対し,昭和37年度の日本化学

会化学技術賞が授与されたことを特記 しなければ

ならない35).

なお,ク レハロン開発の歴史は,企画 (本田),

合成重合 (真 弓),生産技術=化学工学 (五味),

加工 (岩前),品質管理=工場管理 (大塚)と た

またま,性格の非常に異なる5人が活躍した所産

に他ならず, このうちのどの 1人を欠いても,独

自技術による塩化ビニリデンの企業化は,今日の

発展の基礎を築き得なかったであろう。そして,

モノマー合成缶,重合缶の設計,重合後の分離シ

ステム,乾燥システムの設計,全工程の計装,自

動化 といった生産技術面で活躍 した五味真平に

は,後のナフサ分解によるによる塩化 ビニルモノ

マーの製造プラントの設計開発,原油分解による

塩化 ビニルモノマーの製造プラントの設計開発な

どの業積を加えて,後に大河内記念技術賞 (昭和

40年度)と科学技術庁長官賞 (和和41年度)が授

与されたことをつけ加えておきたい(“).
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22)『五十年史』188頁.千代田化工建設株式会社社史

編集委員会『千代田化工建設25年史』 (千代田化

工建設株式会社,昭和48年)82-84頁 .ス ケール

アップについては,五味真平「石油化学の研究と

その工業化(2)」『PETROTECH』 1995年 2月 号,

67-69頁 に詳 しい。

23)『旭ダウ30年の歩み』127-133頁.松尾博志『 日米

ジョイントベンチャー成功の秘密一旭ダウ物語』

(日 本工業新聞社,昭和55年)133-134頁 .

24)『旭ダウ30年の歩み』127-133頁 .

25)『五十年史』194頁 .

26)本田仁「企画ノ思イ出」②『呉羽化学社内報』昭

和42年 .

27) Don Whitehead,7カ′DO″ STORyf Tた 0〃グsゎ―

η Or″′DO″ C力′″づOαι COπpαπノ (McG RAW―
HILL B00K COMPANY,1968),pp■ 94-195.

Ray H.Boundy/J.Lawrence Amos ed.И ″おゎ―
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αOπ わ B′ C“ια″υO(MARCEL DEKKER,1990)
pp.142-143.

28)『五十年史』194頁 .

29)『五十年史』195頁.サ ーモ・プラスチックスエ業

との関係については,「①樹脂ヲ同社二売 り渡シ,

加エサセル.②樹脂ヲ同社二売ッテ加エサセ,同

Ｄ

９

10)

11)

12)

13)

14)

Ｄ

の

つ

(44)



時二呉羽デモ加エヲ行ウ.③同社カラ機械ヲ購入

スルコトニシ,樹脂売 リハシナイ.コ ノ3ツ ノ案

ガ検討サレ,私ハ先方 トノ従来ノ行キガカリカラ

①又ハ②ノ案ヲ主張シタガ,既二樹脂ノ押出加工

二充分ノ自信ヲ持ッテオラレタ岩前サンハ③ノ案

フ強くク主張サレ,サ ーモ・プラスチックスエ業

いカラフィルムノ第 1号機ヲ購入スルコトニ決定

シタ…」という (本田仁「企画ノ思イ出」②『呉

羽化学社内報』昭和42年).

30)大森機械工業株式会社30年史編纂委員会『明日の

包装をめざして三十年』 (大森機械工業株式会社,

昭和62年 )9-11頁 .『五十年史』197頁 .

31)『五十年史』197-198頁 .有賀不二雄「食品包装と

プラスチックークレハロン・ フィルムの市場開拓

の体験から」『化学経済』 (化学経済研究所,昭和

39年 5月 号)22-25頁 .

Since World War II , the chemical industry
in Japan has made a remarkable growth with
the importation of overseas technologies.
Under such circumstances, it will deserve
noting that Kureha Chemical Industry Co.,

Ltd. has developed and commercialized its
own technology for manufacturing and pro-

cessing Poly-Vinylidene-Chloride Resin (here-

inafter referred as "PVDC"), without infring-
ing on the Dow Chemisal Company's patents.

As to R&D of PVCD technology in Japan, we
have to trace back to its origin : namely how to
effectively utilize the excess volume of chlo-
rine, which is the by-product of producing
caustic soda, one of the essential chemicals for
the rayon industry. Kureha Chemical was orig-
inally formed as Showa Rayon Co., Ltd. in 1934

during the second upsurge period of the rayon
industry in Japan. However, during the War,
the Company was merged into Kureha Spin-
ning Co., Ltd., by setting up Kureha Chemical
which used to be the chemical division of
Showa Rayon. Thus, towards the end of the
War, Kureha Chemical concentrated its effort
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32)『五十年史』205頁.上野二郎「岩前博先輩を偲ん

で」『岩前博さんを偲ぶ』150-152頁 .

33)渡辺徳二編著『生産力構造転換のダイナミズムー

21世紀新産業社会への胎動―』 (日 本評論社,

1995年)58-61頁.藤本英雄『変わる生産のしく

み』 (オ ーム社,平成 6年)の とくに 1章および 2

章参照.

34)旭化成工業とダウ・ケ ミカル社は,1982(昭 和

57)年 3月 2日 ,合弁会社である旭ダウの解消に

合意 し,同年10月 1日 旭ダウは旭化成工業に吸収

合併され,旭 ダウの事業は一部を除いて,旭化成

に継承された。『旭ダウ30年の歩み』428-431頁 .

35)日本化学会編『化学と工業』16(日 本化学会,昭
和38年)659-660頁 .

36)本田 仁氏からの間取による.

on producing explosives for military use.

After the War, Kureha Chemical switched
its wartime production over to the commercial
production of superphosphate fertilizer.
Then, as a part of R&D of the technology for
synthesizing organic chloride, Kureha under-

took the basic research of PVDC, referring to
the information obtained from the so-called
"PB Report". In June 1950, a pilot plant of 10

tons per month was completed. Then, based on

the demand forecast, Kureha moved on to the

expansion of production capacity up to 30 tons
per month. Just as Kureha was about to start
the expansion work, it was reported that Asahi
Chemical Industry Co., Ltd. had entered into
negotiations with the Dow Chemical Company
for a technical tie-up. In order to avoid
unnecessary patent disputes in the near

future, Kureha also approached Dow on a tech-

nical tie-up. However, Kureha's intention
ended in failure because Dow had already de-

cided to set up a joint venture with Asahi in
early March 1952. After careful scrutiny of
Dow's patents, Kureha pushed forward a

国産技術によるポリ塩化ビニリデン樹脂の製造・加工の企業化 (佐藤)

Manufacturing and Processing Technology of
Poly-Vynilidenc-Chloride Resin in Japan

Masaya SATO
(Chiba Keizai University)
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PVDC project based on its own technology,
with the full confidence that Kureha's technol-
ogy would not infringe on Dow's patents.

Thus, Kureha energetically tackled very
hard tasks of basic research on suspension
polymerization. In August 1953, Mr. Mayumi,
the chief of the Laboratory, found PVDC poly-
mer in a flask which had inadvertently been
left on the testing bench. This incident gave
researchers a hint and led to the establishment
of technology for supension polymerization.

In September 1995, Kureha Kasei was form-
ed as a joint venture between Kureha Spin-
ning and Kureha Chemical and the 150 ton-per
-month plant started the commercial produc-
tion of PVDC fiber, "Krehalon". As was the
case with Asahi-Dow, Kureha Kasei had a

化 学 史 研 究  Vol.23 No.3

trying experience because of the physical pro-
perties of PVDC fiber. Having realized these
facts, Kuraha took the lead in giving priority
to PVDC film production over fiber produc-
tion. Just then, packaging materials of excel-
lent quality for fish sausages were urgently
needed because the production of fish sau-
sages was rapidly increasing after the H-bomb
test at Bikini Atoll in March 1954. Since then,
Krehalon film has been sharing the control of
the world dairy products packaging business
with Saran film by Dow and the Asahi group.

In 1963, the Chemical Society of Japan a-
warded the commercialization of Kureha's
own technology for PVDC a prize as a distin-
guished chemical technology.
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〔広 場〕

1.1ま しめ に

19世紀末には,物理学において重要な発見が相ついで

報告されている。原子や原子核など物質の微視的構造を

解明するきっかけとなった発見としては,次のようなも

のがあげられる。

X線の発見            (1895年 )

放射能の発見           (1896年 )

Zeeman(ゼ ーマン)効果の発見   (1896年 )

電子の発見            (1897年 )

作用量子の仮説          (1900年 )

今日,X線 は構造解析や画像診断などに,放射性同

位体はトレーサー (追跡子)や医療用に広く用いられて

いる。電子は構造解析 (電子線回折法 。光電子分光法)

や励起源・イオン化源などに用いられている。今世紀は

「原子核と電子の世紀」であると同時に,「核兵器とエレ

トクロニクスの世紀」であって,そ の起源が前世紀末の

大発見にあることは明らかであろう.

Zeemanの 見出した効果は,外部磁場を印加すると原

子スペクトルの分岐が起こるという現象である1-14).別

の表現を用いると,電気双極子遷移の遷移エネルギーが

磁場存在下で変化するということである。その後,今世

紀にはいってからPaschen― Back(パ ッシェンーバック)

効果や Stark(シ ュタルク)効果が発見され,原子構造

論や原子分光学が先端的な学問として発展 していっ

た1~■).量子仮説の提唱から本格的な量子力学の誕生へ

と移り行 く過渡期に (1922年),銀原子線を用いた Ste―

rn―Gerlach(シ ュテルンーゲルラッハ)の実験が報告さ

れた。この実験は磁気共鳴と原子 (分子)線の実験に多

大の影響を与えたので,現代の教科書に必ず記載されて

いる.さ らに,今世紀中葉には磁場存在下における磁気

1996年 9月 13日受理

*金沢大学薬学部

連絡先 :〒 920金沢市宝町 13-1

磁気化学・磁気共鳴の発展

―ゼーマン効果の発見から百年―

中 垣 良

双極子遷移 (核磁気共鳴 NMR。 電子常磁性共鳴 EPR)

が見出され,現在各種の構造解析に用いられている.特

に,プロトンNMR法は生体の画像診断に応用され,飛

躍的な発展をとげている.量子仮説や Zeeman効 果の

解明は,今 日量子物理学の理論体系の中に組み込まれて

おり,X線 ・放射能 。電子などのように,具体的な物

質や計測装置のような見えやすい形で現代の日常生活の

中に現れていないように思われる。1996年 は Zeeman

効果が発見されてから百周年にあたり,凝縮相における

NMR信号の最初の報告から五十年目にあたっている.

そこで本稿では,Zeeman効果とその後の磁気化学・磁

気共鳴の歴史的発展を辿ることにする。

2.Zeeman効 果

ここでは,Zeemanの 原報lDを もとに Zeeman効果

を紹介する。 この論文の序論によれば,Zeemanは ,

Zeeman効 果の報告をする数年前に Kerr効 果の測定を

行っていたという。その際に,炎から放出される光が磁

場によって何らかの影響を受けるのではないかと考え,

実験を試みたが目ぼ しい効果が認められなかった。

Maxwell(マ クスウェル)が Faraday(フ ァラデー)

の最晩年の実験について言及 している部分「Maxwen,

`Collected W・ orks'ii,p.790」 に触発されて,Zeeman

は,Faradayの試みようとしていたことを,当時の最

新技術を使って繰り返 したという。1862年 に行われた

Faradayの 最後の実験は,光 と磁気の関係をとらえよ

うとするものであった。当時の分光器はプリズムを使っ

ていたため分解能が十分ではなかったが,Faradayの

実験の三十数年後には,Rowland(ロ ーランド)に よ

り回折格子 (半径 10 ft,1イ ンチ当たり14,938本 の刻

線)が開発されていた。Zeemanは ,こ の回折格子を用

いたため,ス ペクトル分解能が著しく向上していて,磁

極間のナ トリウム炎からの D線が通常の場合より広

がっていること,す なわち Zeeman効果を発見するこ
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とができた

3.Stern‐Gerlachの 実験

Stern‐ Gerlachの 実験は,あ まりにも有名なので,そ

の概要のみを紹介 しておく16-D.装置全体を真空中に

置き,電気炉内の銀小片を加熱により蒸発させる.炉か

ら飛び出してきた銀原子は,ス リットを通過させて速度

の揃った原子線とする。原子線の進行方向と垂直に不均

一磁場をかけておくと,力が働いて状態の選別ができ

る。銀原子の場合, ビームは 2本に分かれる.Stern―

Cerlachの実験は,銀の原子線を不均一磁場を通して分

裂させるものである。これは,銀原子の状態が方向量子

化されていることを示す画期的な実験であった.原報の

著者順は,Ceriach― Sternであって,通常の呼び方とは

逆である・ ).

Stern‐ Gerlachの実験は,マ クロな磁場が原子のもつ

ミクロな磁石に対 して影響を及ぼすという予想のもとに

行われたものと考えられる.Hershbach(ハ ーシパッ

ク)が Sternに 聞き取 りを行ったところによれば,お

およそ次のとおりである19).

「あるセミナーの席上,気体原子が磁気複屈折 (mag‐

netically bi“ fringent)を 示すかどうかが, 問題に

なった.そ こで,翌日の早朝,ベ ッドの中で,実験の着

想を得て,実験室にでかけた。そこで,Ceriachと とも

に実験を始めることになった。Gerlachは優れた実験家

であったので,銀の原子線の実験は直ちに完了した.と

ころが,す ぐには銀の痕跡が認められなかった。当時,

Sternの 身分はAssistant Professorで あって,薄給の

ために安物の葉巻を愛用していた.高級でない葉巻に含

まれる硫黄分が呼気とともに排出されて,銀 と化合して

硫化銀となった.こ のために銀が「現像」される現象が

発見された。」

後に,Sternは この実験結果について,「 ピンセット

で原子をつまんだかのように驚いた」と述べている20).

1920年代,Sternの いたHamburg(ハ ンブルク)大

学は分子線研究の中心であった。Stemの もとで分子線

技術を修得 した Rabi(ラ ビ)は,Columbia(コ ロン

ピア)大学に戻って,分子線核磁気共鳴法を開発した。

溶液中の核磁気共鳴が普及する以前において,核磁気

モーメントが測定されたのは,専 らこの方法によってい

る.核磁性に関する初期の研究はAbragam(ア プラガ

ム)の成書
21)(第 1章)に詳しく記されている。

今日でこそ,我が国において分子線技術は物理化学系

の実験室に普及している.1950年代では,分子線検出技

術・真空技術が未発達であったため, ごく一部の研究室

のみが分子線を用いて,化学反応の研究を行っていたに

すぎない。このことは,小寺熊二郎によって『本誌』に

述べられている2).分子線技術の進歩については,小寺

熊三郎と HerShbachに よる優れた解説を参照された

ぃ19,22).

4.電子スピン

電子スピンについては,量子力学や量子化学の教科書

には必ず記載されている1-14,").従 って, ここではごく

簡単に言及する。電子に固有の角運動量を考えた人々

は,Uhlenbeck(ウ ーレンペック)と Goudsmit(カ ウ

トスミット)以外にもいたと言われている (例えば,

Kronig(ク ローニッヒ)).こ の問題については,朝永

振一貞F「 スピンはめ ぐる」に詳しぃ24). uhlenbeckと

Goudsmitは,Nα′
“
劉 おsο″sc加メ″″誌 に投稿 したの

ち,考え直して論文を取り下げようとまでしたという.

当時としては,新たな量子数の導入がいかに大胆な提案

であったかわかるであろう.

Stern‐ Ceriachの実験は方向量子化の証拠であるが,

それを正しく解釈するためには,前期量子論の不完全さ

を解決する新規理論と電子スピンという概念の確立が必

要であった.

5.核磁気共鳴の歴史

Sternに 端を発する分子線研究の流れは,Rabiや
Kusch(ク ッシュ)へ と引き継がれていったる).Rabi

は原子線を用いた磁気共鳴の方法により,核の磁気モー

メントを正確に測定 した.Kuschは ,磁気共鳴の方法

で原子の超微細構造,原子核のスピン,磁気モーメン

ト,電気 4重極モーメントについて精密な測定を行っ

た.電子の磁気モーメントが Dirac(デ ィラック)方程

式から予想される値より BOhr(ボ ーア)磁子単位で

0.023(0.1%)大 きいことを見出した.

Rabiら によって開発された磁気共鳴法では,3個の

磁場が用いられる26).磁
場勾配の大きさが同じで方向が

逆向きの二つの不均一磁場が直列に配置され,その中間

に均一磁場が設けられる。磁気モーメントをもつ分子線

を検知器に向けて送 り出す.均一磁場領域を通過する分

子線に交流磁場 (電磁波)を与える。その振動数が均一
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磁場によって定まるLarmor(ラ ーモア)振動数に等 し

いならば,磁気モーメントをもつ分子は電磁波を吸収 し

て,異なる磁気量子数によって表される別の状態へ遷移

する.そ の結果,磁場に対して磁気モーメントの方向が

変化 し,分子に働く力の大きさが変わる。従って,分子

線の進む方向にズレが生じて,検知器に到達しないこと

になる。電磁波の振動数を掃引すると,ま さに共鳴吸収

の起こるところで,検知器に到達する分子数は最小値を

示す.分子線として電子スピンが打ち消し合っているも

の (閉殻)を用いると,核磁気モーメントの測定ができ

る。Stern― CerlaChの 実験と違うところは,磁場の数と

交流磁場の照射であって,不均一磁場を用いて分子線の

状態選別を行うところは同じである。このように,初期

の核磁気共鳴の実験は,高真空中の分子線に限られてい

た.

第二次世界大戦後 Purcell(パ ーセル)ら のグループ

と Bloch(プ ロッホ)ら のグループは,それぞれ独立に

凝縮相のNMR信号を観測した2723).凝縮相における核

磁気共鳴現象を検出しようと試みた人物として,オ ラン

ダの Gorter(ゴ ルター)が有名である.Gorterら の長

年にわたる努力については,い ろいろな成書に引用され

てヽ るヽ"-32).

Purcellら のグループは,核磁気共鳴法を用いて,パ

ラフィン中のプロトンによる電波の吸収を測定してい

る.すなわち,入力高周波エネルギーが試料によって吸

収されるために生 じる出力高周波の微小変化を検出して

いる。これに対 して,Blochら のグループは核磁気誘導

法を用いた。磁気モーメントをもつ物質を静磁場中にお

き, これと垂直の方向に交流磁場を作用させる.磁化

(試料がバルクとしてもつ磁場の強さ)の時間変化に

よって誘導される起電力 (交流電圧)を測定している。

この両者の研究を眺めると,磁気共鳴は文字どおり共鳴

現象であり,そ れと同時に緩和現象でもあることがわか

る.Purcellら の報文の題名は,「固体における核磁気

モーメントの共鳴吸収」であり,Blochら の報文は「核

誘導」であった。Purcellら は850 cm3のパラフィンを

用い,室温においてプロトンによる電波の吸収を測定し

た。一方,BIochら はスピン格子緩和時間を短くするた

めに常磁性物質を「触媒」 として混入させた水を用い

て,室温において核磁気誘導を観測 した.Blochの第 2

論文 には, 磁気共鳴における典型的な緩和方程式

(Bloch方 程式)が提示されている。以上のことは,共
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鳴と緩和という現象の両面を如実に示している.定常的

に共鳴吸収がおこるためには, スピン系が格子系と熱的

に結合していて, スピン系に付与されたエネルギーが格

子系へ不可逆的に散逸 してい くことが必要である。

Gorterが 1936年 以来 NMR信号の観測に努力を重ねた

にもかかわらず,不成功に終わった理由は,試料の選択

が適当でなかったことや極低温で実験を行ったためで

あった。

NMR信号の観測が可能になった背景には,第二次世

界大戦中のレーダー技術 (電波技術)の進歩がある.

Purcellは ,MIT(マ サチューセッツエ科大学)の輻射

線研究所において基礎研究に従事 していた。一方,

BIOchは Harvard(ハ ーバー ド)大学において レー

ダー対策の研究に従事 していた.二つの研究グループ

は,ほぼ4km以内の地点で,全 く独立に研究を進行さ

せていた.戦時中の機密保持のせいもあって,お互いの

研究内容を知ることはなかったという
“

'“
).

1950年代には,NMR信 号における化学シフトが発見

されたため,NMRは 機器分析における有力な手段 と

なっていった。 その後,Fourier(フ ー リエ)変換

(FT)NMRの普及により,多次元信号検出・イメージ

ングなど広い範囲に応用されるようになった。核磁気共

鳴は,そ の出発時から共鳴と緩和の両方の性質を理解

し,応用することによって限りなく進展を続けてきたと

言える.

6.電子スピン共鳴

磁性という観点からは, 自然界の物質を大まかに常磁

性物質と反磁性物質とに分類できる.前者は磁石として

の性質をもつのに対 して,後者はそのような性質をもた

ない。たいていの有機物は反磁性である。それは,すべ

ての分子軌道にはスピンが逆向きの 2個 の電子が収容さ

れて,電子スピンに由来する磁気モーメントが打ち消さ

れているからである。ところが, 中には NOや N02の

ように奇数個の電子をもつ安定な分子が存在する.こ れ

らの分子では,相手のいない電子 (不対電子)が存在す

るので,小さな永久磁石である.こ れらに外部磁場を印

加すると,磁気モーメントは, とびとびの方向のみを向

くことになる。これに応じて有限個のエネルギー準位が

分離してくる。この状態で,特定の振動数をもつ交流磁

場 (マ イクロ波)を作用させると共鳴吸収が起こる。こ

れが,電子スピン共鳴 (ESR)である。ESR信号が観

磁気化学・磁気共鳴の発展一ゼーマン効果の発見から百年一
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測されるのは,遷移金属錯体・ フリーラジカル・基底お

よび励起 3重項状態 。結晶中の欠陥や色中心などであ

る.ESR信号を最初に観測 したのはソ連の Zavoisky

(ザ ヴォイスキー)で あり, 1945年 のことである35).

Zavoiskyは ,塩化第二銅の二水和物を用い,47.6G
(Gauss,ガ ウス)の磁場存在下で 133 MHzの ラジオ波

が共鳴することを見出した.

NMRは核スピンをプロープとするため反磁性物質を

対象とし,ESRは 不対電子をプロープとし常磁性物質

を対象とする.理論的取扱いや実験方法には両者の間で

類似点が多い
“
).従来 ESR法は,金属錯体や有機 ラジ

カルの構造や物性を研究するために用いられてきたが,

最近は時間分解 ESR法や FT変換 ESR法 が開発され

て,反応中間体の検出や反応機構の研究に使われてい

る37).

7.動的磁気分極現象

ESR分光法は,反応中の中間体として生 じるラジカ

ルの挙動を観測するのに適 している。様々な化学反応に

よリラジカル (2重項)が生成する場合,二つの電子ス

ピン準位を占める割合が,最初からBoltzmann(ボ ル

ツマン)分布に従っているとは考えにくい,む しろ生成

直後のラジカルのスピン状態は,熱平衡からずれている

と予想される.従って, スピン格子緩和時間と同程度の

時間が経過する以前に,すなわち反応によリラジカルが

生成 した直後に,そ の中間体ラジカルの ESRス ペクト

ルが測定できたとすれば,そ こには強度の異常があるは

ずである。化学反応により電子スピン準位の占有数が熱

平衡からずれて,静磁場方向の磁気分極が異常になるこ

とを, CIDEP(Chemically lnduced Dynamic Elec―

trOn P。 larizaion)と 呼ぶ。

CIDEP現象が初めて観測されたのは,1963年のこと

である. Fessenden(フ ェッセ ンデン)と Schuler

(シ ューラー)は,液体炭化水素に電子線を照射 しなが

ら,ESRス ペクトルを測定 した
“
).観測できた単寿命

ラジカルは,主 としてアルキルラジカル (メ チルラジカ

ル・エチルラジカル)で あり,そ の他に水素原子 (H)

と重水素原子 (D)が検出された.そ のうち,H(ま た

はD)のスペクトルは,低磁場側の超微細構造線は放出

型 (発光)であり,高磁場側の超微細構造線は異常に強

い吸収を示 した.CIDEPに関する研究は,時間分解

ESR法が開発されて,多 くの実験データが蓄積されて

化 学 史 研 究  Vol.23 No.3

大きく進展 し,理論的にも精密な解析がなされるように

なった.一方,CIDEPと 類似 した現象は,NMR法 に

よっても検出されている。比較的迅速にラジカルを生成

する反応をNMR分光器の中で起こさせると,反磁性物

質である最終生成物のNMRスペクトルに異常が認めら

れる.ス ペクトル線が放出型になったり,異常に強い吸

収になったりする.核スピンの動的分極が化学反応に

よって誘発されているため, この現象を CIDNPと 呼ぶ

(Chernically lnduced Dynamic Nuclear P。 lariza‐

tion).:最初の CIDNP信 号は, Bargon(バ ーゴン)ら

により報告された39).過酸化ベンブイルの110℃におけ

る熱分解では,反応生成物であるベンゼンの発光信号が

現れ,最後には吸収へと変化する。発光信号は2.5分後

に極大となり,7分後には消失する.そ れから吸収信号

が立 ち上が り始め, 12分 後には一定値に到達する.

Bargonら の報告に続き,Ward(ウ ォード)と Lawler

(ロ ーラー)も有機金属化合物の反応について,CIDNP
信号を観測している

'CIDNP信
号の現れる反応では,

必ずラジカル対が中間体として関与している.異常磁気

分極は,反応中間体であるラジカルや最終生成物である

反磁性物質が熱平衡に達 していないために観測される.

現在刊行されている成書や研究論文の数で見ると,核

磁気共鳴の方が電子スピン共鳴より多い。凝縮相におけ

る磁気共鳴信号の最初の検出は,双方ほぼ同じ時期にな

されたが,現在では多くの応用面を開拓 した点で NMR
法の方が優位にある.おそらく,化学系研究室に設置さ

れているNMR装置の数は,ESR分光器より遥かに多

いであろう。

8.化 学反応における磁場効果

化学反応に対する外部磁場効果については,古 くから

いろいろな試みがなされていたが,再現性のあるデータ

が得 られるようになって,合理的な解釈ができるように

なったのは比較的最近のことである・ ).ラ ジカル対やビ

ラジカルを反応中間体とする反応では,中間体の寿命や

最終生成物の収量に違いのあることが認められている.

また,そ のような反応中間体の不対電子密度の高い部位

を核磁性をもつ同位体で標識しておくと,磁気同位体効

果が検出できる.磁気同位体効果とは,核磁性の違いに

より生 じる同位体効果であって,核スピンが 0の核種と

核スピンが 0で ない核種の間で最も大きな違いが生 じ

る.例えば,天然存在比最大の炭素-12は 核スピンをも

(50)



たないのに対 して,炭素-13は 核スピンをもつために,

重炭素置換は大きな磁気同位体効果を示す.こ の種の同

位体効果は,古 くから知られている質量同位体効果とは

全 く異なった原理に基づいているので,新たな同位体濃

縮の手法として期待されている42).

9.有機分子磁性

すでに論じてきたように,磁性物理学における発見・

発展は,た だちに化学の領域に浸透 し,新たな成果を産

みだし,化学の分野を豊かにしてきた。従来磁性の研究

は無機化合物を中心に展開されており,その磁性の主役

を担ってきたのは 3d電子や 4f電子である
“

'“
).こ れ

に対 して,最近は2p電子が磁性の主役となる有機物質

が開発されてきている。このような分子種 (カ ルベン)

は化学の分野で開発されたものであり,磁気化学の重要

な成果の一つである45).磁気化学は, さまざまな分子種

を対象とすることによって,今後とも発展を続けるもの

と期待される。
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The year of 1996 is the centennial an-

niversary of the discovery of Zeeman effect

and the 50th anniversary of the first
observation of nuclear magnetic resonance in

the condensed phase reported by Purcell,

Torrey, and Pound and independently by

Bloch, Hansen, and Packard. The evolution of

magnetic resonance and magnetochemistry

257

was discussed from the modern spectroscopic

point of view. Recent research activities were

also introduced in connection with applica-

tion of magnetic resonance and related

phenomena. It is interesting to note that
great discoveries in physical science made at
the end of 19th century have revolutionized

classical physical chemistry.
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〔広 場〕

1996年 の秋の学校は「員紫と藍一古代の色をさぐる一」

のタイ トルで,10月 26日 (土),大阪大学産業科学研究

所で開催された。当日,一般参加者は57名 ,講師,座長

を加えると67名 を数え,そ のうち化学史学会会員は17名

(25%)であったが,ほ とんどの方々は中座することな

く最後まで聴講された。芝哲夫会長が開会挨拶でこの講

演会が催されるようになった経緯を語られた後,貝紫,

藍の順に各 4件の講演がなされ,活発な質疑討論が行わ

れた.閉会の挨拶で鎌谷親善副会長は,貝紫と藍の研究

の現状に触れられ,再度こうした講演会をもつことを提

案されて締め括られた.なお本会をもつにあたり大阪大

学三角荘一名誉教授と大阪大学産業科学研究所杉浦健一

氏は多大な御援助を与えられた.以下に各講演の内容を

要約して報告する.

相馬隆講師 (筑波大学教授)は「フェニキア紫文化史

雑考」と題し,古代の文献中に散見される員紫について

の記事や参考例を紹介された.ホ メーロスのイリアスと

オデュッセイアの中から, トロイの英雄たちの服飾と婦

人の織物, ことに刺繍について述べられ,ア ガメムノー

ン,オ デュッセウス, アキレウス, トロイのヘレンらに

関する員紫かと思われる記事に言及された.つ いでアカ

エメネス朝ペルシアの貴族による貝紫染めの衣服の着装

例に関 し, クセノフォンの書き記すところを考察され,

高価,潤沢,華麗な往時の被服について話された.わ け

てもエキュロスの偉容は想像を絶し,すべて員紫染めの

袖付外套の着用にかかる指摘,お よびガリウス3世の服

飾にかかわる記事はこれまで公にされたことがなかった

ものである。さらにパルティア時代の記事の指摘,と り

わけパル ミラ女王ゼノビア侃用の垂飾の員紫の使用は,

同遺跡発現の布吊類に関 し,重大な手がかりを与える初

の文献資料として今後の研究に資するところがあるであ

平成 8年12月 5日受理

*関東天然瓦斯開発い

**石川県立輪島高等学校

秋 の 学 校 ('96)の 報 告

江崎 正直・ 。日吉 芳朗
**

ろうとされた。

寺田貴子講師 (玉木女子短期大学助教授)は「員紫染

めの実践」と題し,有明海産のアカニシを用いた染色に

ついて詳 しく話された。1991年 ,佐賀県吉野 ヶ里遺跡か

ら貝紫が出土したことを契機に員紫の歴史と科学に関心

をもたれ,と くに員紫の染色性についての検討をはじめ

られた。まず色素の調製として員の入手から始まり,鯛

下腺の採取,色素前駆体の溶解,発色とその調整に及ぶ

ものであった。さらに染色条件と発色性に関 して,染色

材料,員紫濃度,ア ルカリと還元剤の濃度,建化温度と

染色温度,染色時間,染色回数,日光の影響,後処理の

影響,各繊維への染着性と細部にわたるもので,そ の熱

意と行動力は敬服すべきものであった。今後の課題とし

て員の種類を変えることや発酵建てを試みることなどを

あげられた。また員紫を生ずる多種類のアクキガイ科の

員や員紫染めの華麗な糸,布,衣服の展示は聴講者の目

を奪 うに十分であり, イボニシによるすり染めの実演も

興味深いものであった。

藤瀬裕講師 (浜松医科大学教授)は「貝紫の化学」と

題 し,員紫にかかわる化学物質とそれらが発色にいたる

過程を中心に生物学的な観点をも加えながら紹介され

た。貝紫は化学の歴史の中で鮮やかな存在であるが,ど
のような生物に何種類の色素前駆体が含まれているの

か, なぜそれらが存在するのか,どのような反応で発色

にいたるのか,色は何種類の物質に対応するのか,光に

よる色の変化や退色とはなにかをスライドを用いて詳し

く説明された.そ の中でイボニシについては色素前駆体

はチ リインドキシル硫酸塩 1種であること, これが生体

か ら離れると様々な物質に変化するがrそ の中でチリ

バージンと呼ばれる緑色物質が員紫の直接の前駆体であ

ることを機器分析を用いて自らの手で明らかにされたこ

とに触れられた。またイボニシは辛味成分を含んでお

り,動物性の辛味物質は知られておらず, その成分にた

いへん興味を示され今後の研究を期待された。

前川悦朗講師 (名古屋工業大学名誉教授)は「日本に
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おける員紫染め」と題し,マ スコミなどが唱える日本で

の員紫染め存在説に対して化学者の立場から検討を加え

られた。本邦では志摩半島で海女が魔よけにイボニシの

偲下腺の分泌液で手拭いに文様を記していたことを除け

ば,員紫染めは行われていなかったと考えられていた。

ところが吉野ヶ里遺跡で出土した織物片に員紫が付着し

ていたものがあり, さらに織物の緯糸のみが貝紫で染め

られていたことが判明したとされる。また各地の貝塚か

ら鯛下腺の位置にあたるところに孔のあいたアカニシの

殻が出土したことから,員紫染めに用いられたものでは

ないかとしばしば議論された.し かしこれらを詳細に検

討すると,古代日本では貝紫染めが行われていたとして

もごく限られた地域に偶発的になされていたにすぎない

と考えられる。また日本産のアカニシで染めたものは比

較的赤みの少ない紫色であることを指摘された。

(日 吉 芳朗 記)

「青はこれを藍より取りて藍より青し」 (『筍子・勧学

篇』)藍は貝紫の親戚と言ってよい。

中村美幸講師 (神戸女子大学教授)は ,「中世ヨー

ロッパにおける青の上昇」 と題し,14,15世紀の欧州,

とくにフランスでの色の倫理観について話された.身分

制社会では衣服は社会的身分を表すものである.目 に見

えない身分の概念を具象化するものとして衣服そして色

を捉えた.昔から緋色と青色が目立つ色として関心を持

たれている.14,15世紀には色彩に特に関心が深かった

証拠として資料に色の記述が詳しい。ジャン2世, シャ

ルル 5世の遺産目録の中で毛織物購入品から色の出現回

数をみてみよう.ジ ャン2世では緋10,紫 7,自 4,青

緑 3,緑 3,象牙 1,血の色 1, シャルル 5世では緋12,

青 9,緑 7,真紅 6,紫 2と なって,後者では明らかに

青の上昇がみられる。それまで青色は主として庶民,と

りわけ農民の衣服の色であったのに王の衣服に青が入っ

てきたのはなぜか.13世紀中頃以後,オ リエントから持

ち込まれた舶来のインディゴ (藍)を原料に,優れた染

色技術が取り入れられた。布地にしっかりと固定され,

鮮やかで美 しく輝 く濃い青色は,大青 (タ イセイ)を

使った農民の青とは一目瞭然と区別がつく高価な奢移的

な色となった.青は紋章にも取り入れられ, シャルル 5

世の紋章は青色に金色の百合の花であった。

泉康弘講師 (徳島県立城東高等学校教諭)は「近世日

本における藍の流通」と題して,江戸時代の阿波を中心
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とする藍の取引を紹介された.徳島県を流れる吉野川は

四国二郎の異名を持つ四国第一の川で,下流は度々洪水

に見舞われ,水田耕作ができなかった。反面,洪水は藍

作りに最適の肥沃な砂地を残してくれる。阿波藩主,蜂

須賀侯がこれに着目して藍作りを奨励したおかげで,江

戸末期の文化文政期には他地域を圧倒 した阿波藍は全国

随一の生産量を誇り,藩の財政に大きく貢献 した。「阿

波25万石,藍50万石」といわれる所以である。綿織物は

朝鮮から輸入されていたが,江戸時代になると幕府が綿

布着用を強制したので綿作が全国に普及し,庶民衣料は

麻から綿に変わる。全国に紺屋が生まれ藍の需要が急増

した.18世紀中期以降は25万俵もの阿波藍が大量生産さ

れて全国に出荷され,銀 3万貫 (金45万両相当)の収

入,藍作の肥料として銀 1万貫 (金 15万両)の干鰯,

鰊 粕などを購入する大規模な商品流通が行われた.徳

島民謡クラブ会員の泉講師は最後に「藍の唄」を朗々た

る声で歌われ,拍手喝果だった.

川人美洋子講師 (徳島県立工業技術センター)は「天

然藍の現状と染色方法」と題し,ス ライドで藍の種まき

から刈り取り,薬づくり,藍染めと,藍の一生を詳しく

紹介された.1998年 に予定されている藍フェスタ (ア ジ

ア圏)を実現させ,藍染め人口の増加に応えて,藍染

め,薬つくりの実演を定着させたいとのこと.藍作りを

説明しよう.刈 り取った葉藍を発酵させるため,床の上

で葉藍に水を打って切り返 しをやること3ヵ 月,薬出荷

は12～ 1月 になる.現在,徳島では5軒の家で藍作りを

やり年間1,000俵 (1俵 56.25 kg)出 荷 している.1俵
11万円だから1億 1,000万 円の産業である.藍染めのカ

メは大谷焼きの250ι で,30～35℃ のガスで加熱し,液

温を20℃ に保つ。苛性ソーダ300gを加え,お湯に溶

か した薬を入れる.消石灰500gで熟成する。2日 目栄

養源にブドウ糖300gを入れ pHを 10.5以下に保つ。消

石灰3∞ gを加える (中石).3日 目消石灰200gを加え

(止石)pHを 10.5以 下に保つ.表面に茶色の皮膜がで

き, これで藍建てが終わる。この液に綿布を浸し空気に

曝して藍染めができあがる。

竹内淳子講師は「藍発見の ドラマ」と題 して日本の藍

文化を要約して話された。正倉院御物にある藍染めの中

でもっとも有名なのは練綾 (ハ ナダノル)で,藍によっ

て美 しい標色に染められた日本最古の藍染めである。

「開眼綾一条,重一斤二両大,天平勝宝四年四月九日」

と記されているように,同 日の東大寺大仏開眼会に用い

秋の学校 ('96)の報告
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られた長さ198mの 紐である。一方の端を天平宝物筆に

結んで長く延ばし,参列者が紐に手を添えて開眼の功徳

に浴 した.江戸時代は手織りといえば木綿,手染めとい

えば藍染めを意味したほど藍染めが普及していた。明治

14年の記録によれば九州から東北まで各県で藍が生産さ

化 学 史 研 究  Vol.23 Nα 3

れているが,主産地は阿波 (徳島県)であった。北海道

では明治の半ば徳島からの移住者によって藍作りが始め

られた.東北の藍は阿波から送られていたが,そ の後は

運賃で有利な北海道産が東北の市場へ供給されることに

なった。           (江 崎 正直 記)

( 56 )
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〔雑 報〕

化学会館展示

上 野 彦 馬
―わが国写真化学の先覚者―

日本に化学が始めて紹介,導入されたのは幕末時代に

宇田川裕巷,川本幸民 らによる西洋化学書の翻訳による

とされている。溶奄も幸民も書物によって化学実験を試

みてはいたが,オ ランダ人科学者から直接指導を受けて

実際に化学実験を習得 したのは長崎における御時計師の

グループが最初と思われる。上野俊之丞もその御時計師

の一人で,ま た日本にダゲレオタイプカメラすなわち銀

板写真を最初に輸入 した人といわれている。俊之丞より

やや時代は下るが,や はり御時計師の御幡栄三がオラン

ダ人教師から受けた化学伝習の記録が残っていて,彼等

がいかに化学知識の吸収に熱心であったかがわかる1'2).

俊之丞は家業の時計製作のかたわら,種々の薬品製

造,中島更紗の製産など化学に関わる仕事を拡げて行っ

た。また中島川畔に硝石精錬所を設けて,そ こで製造さ

れた硝石は薩摩藩に納められ,藩営工場集成館での火薬

原料 として使用された.こ の俊之丞の硝石製造工程が

『長崎製硝図絵』(写真 1)と して残されている.長崎の

上野家には全国から蘭学を学ぶ学徒が多く訪れ,そ こは

西洋理化学の新知識を得る場ともなった。例えば適塾を

開いた緒方洪庵も長崎留学時代に出入りし,釜石製鉄所

を創設 した大島高任も一時寄寓していた.

この俊之丞の子として上野彦馬 (写真 2)は天保 9年

(1838)に 生まれた。 しか し彦馬の13歳の時に俊之丞が

他界 したので,彦馬は父から直接に化学知識の伝授を受

けることはできなかった.し かしその後の彦馬の活動を

みると,上野家の血統と伝統が化学者上野彦馬を育てた

といえると思う.

彦馬は日田の広瀬淡窓の成宜園に学んだ後,安政 3年

(1856),18歳 の時に長崎に帰り,大通詞名村八右衛門に

ついて蘭学を学び始めた3).

幕府は安政 2年 (1855)か ら国防に備えて長崎におい

1996年12月 9日受理

*大阪大学名誉教授

芝   哲 夫
*

て海軍伝習を開始 し,諸藩から多くの伝習生が派遣され

た。安政 4年 (1857)に はオランダ人ポンペによって医

学伝習も始められた。津藩からの海軍伝習生堀江鍬次郎

はポンペの講義を聴 くうちに特に化学に関心を抱き,藩

主に申し出て,医学伝習所の向かい側に舎密 (化学)試

験所を設けた.こ のことが契機になり,彦馬は鍬次郎と

親 しくなり,鍬次郎とともにポンペから直接化学の教授

を受けることになった。ある時,蘭書の中にホトガラ

フィーという語をみつけて,そ のことをポンペに質問し

写真 1『長崎製硝図絵』の一前
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写真 2 上野彦馬
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たことが彦馬を生涯写真研究に向かわせる動機になっ

た3).こ のホトガラフィーはまだ発明されて間もないコ

ロジオン湿板法写真術であった。

このようにして,写真機用の暗箱製造,感光材料の薬

品製造に没頭するうちに,彦馬は化学知識を深めて行っ

た。なかでも写真材料の薬品の調達には大 きい苦労が

要った。硫酸は硫黄と硝石を焼いて自ら作った。エタ

ノールはポンペからもらったセネフルというジンを蒸留

して製した.現像用のアンモニアは牛骨を土中で腐らせ

てから蒸留して採り,定着用の青酸カリは牛の生血から

精製 した.最も苦労 したのは湿板の製作で,卵白とヨウ

化カリウムで処理した紙を硝酸銀の液に浸 して作った.

彦馬が写真の習得 に悪戦苦闘 している安政 6年

(1859)に 長崎にフランス人の写真家ロッシェが来日し

た。彦馬はロッシェから多くの新しい技術を学び取り開

眼するところがあった.ま た鍬次郎の斡旋で津藩の藩費

でフランス製湿板写真機とレンズを150両で購入するこ

とができて,彦馬の写真術はさらに進歩 した.

文久元年 (1861),江 戸にいた津藩藩主藤堂高獣 (た

かのり)の命令で鍬次郎は新写真機を携えて出府するこ

とになり,彦馬の同道を促した.江戸に行った彦馬はそ

こで多くの名士の写真撮影を行った.同年,鍬次郎は津

の藩校有造館の蘭学教頭となったので,彦馬もその補佐

役として,津に赴いて,化学を教えることになった。

有造館洋学所で蘭学や化学の素養のない学生達を教え

ることになった彦馬は文久 2年 (1862)に化学講義用の

教科書として『舎密局必携』全 3巻 (写真 3)を著 し

た.そ れは当時出版されていた代表的なオランダの化学

書,ギラルデン, リュスト,デュフロス, ワグネル,フ

レセニウス,フ ァン・ デン・プルク,ギ ュンニングなど

9冊を参考にして翻訳引用 したもので,津藩の援助を得

化 学 史 研 究  Vol.23 No.3

て出版された。その序文は堀江公粛すなわち鍬次郎が書

いている。本書の最初の計画は初篇,中篇,後篇合わせ

て全16巻 で,そ の前篇には化学総括,無機性篇非金属

部,中篇に無機性篇金属部,後篇では有機性体について

述べ, さらに付録として,試薬,電機器,伝信機,抗工

所業にも及ぶ一大化学書の出版を予定 したものであっ

た.し かし実際に出版されたのは前篇 3巻 のみで,中

篇,後篇は出版されなかった.

出版された『舎密局必携前篇』のさらに詳 しい内容を

紹介すると,巻一の舎密総括では舎密原素 (元素),異

重力 (比重),異顕温 (比熱),塩基酸類,舎密親和 (化

学親和),越列機 (エ レキ)消極体および積極体 (電気

分解),舎密所業 (化学実験法),尺度量衡 (重量,長さ

単位)な どの化学総論を解説した後に,非金属無機物の

各論に移っている。そこでは酸素,水素,炭素,硫黄と

それらの化合物について述べられている.

第一図は塩素酸カリウムを加熱して酸素ガスを発生さ

せる装置_第二図はガラス瓶の中に植物緑葉を入れ, こ

れに炭酸水を満たして日光に曝して酸素を発生させる装

置である.こ れらの図は上述のヮグネルの書4)に
掲載の

図を模写したものである.

硫黄の項には次に示すような漢字で書かれた化学方程

固 茅

固 二茅密

「

“
彎

写真 3『舎密局必携』

( 58 )



式が出ている。それぞれの下に現在の元素記号で書き直

してある. これらの方程式もワグネルの化学書4)か らの

抜粋である。

喜義+二須阿三=喜義阿,須阿二十須阿二

Hg+2S03=HgO° S03+S02

二 須 阿 二 十 加 勃 =二 須 阿 二 十 加 勤阿 二

2S03+C=2S02+C02

巻二は非金属無機物の続きで,セ レン,窒素,塩素,

フッ素, リン,ホ ウ素についてそれぞれの元素,化合物

の性質,製法について述べてある.第二十一図はガラス

器具のフッ化水素による腐食法の装置で,種々のガラス

器具の底面に蝦を塗り,その蝦面に字や絵を書いて削り

取り, 口,ハ , 二につるす。ホに蛍石粉をいれておき,

への小孔から硫酸を注いで発生するフッ化水素によって

n4- F着甲  : ―~ イ

矛

十

ノ`

国
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ガラスの文字や絵の部分を腐食させる.

巻三ではさらに非金属の部の続きとして,ケ イ素につ

いて述べ,特に各種ガラスの成分,着色料, ガラス加工

について詳述している.巻三の後半は付録として,撮形

術,ポ トガラフィーすなわち写真術についての蘊蓄を傾

けた解説に充てられている.そ れは彦馬自身が経験に

よって得た撮影法と各種試薬の製法の説明である。第二

十八,二十九図はレンズで,第二十一図は彦馬が用いた

箱型湿板用カメラの図である。この頃の彦馬の写真術は

ガラス板に感光液を塗って,湿っている間に撮影すると

いう湿板写真であった.湿板写真はその前の時代の銀板

写真に比べると進歩 した写真術であったが,感光板を使

用前に一枚一枚自製して,乾くと感度が落ちるという効

率の悪い面倒な方法で,やがてそれは彦馬の後年におい

て乾板時代へと移って行く.

この写真術の解説は『舎密局必携』の巻末に唐突な感

じで出てくるが,それはそれほどまでに彦馬が自分の体

験を伝え残したかったためであると思われる.『舎密局

必携』は完結はしなかったとはいえ,明治時代中期に至

るまで宇田川溶奄の『舎密開宗』とともにわが国での化

学の教科書として広く読まれた。

彦馬はこの書が刊行された頃,津から長崎へ戻ってき

て,中島川畔にわが国最初の写真撮影局を開設した.そ

こで彦馬が最 も苦心 したのは写真に必要な薬品の調達

で,すべて自製で賄われた。 したがってその撮影料は 1

枚につき2分 (ぶ),現在の価格で 2,3万円という高価

なものであった。彦馬は当時長崎に滞在していたオラン

ダ人ボー ドウィンやハラタマから薬品を譲り受けたり,

化学知識を吸収したりした5).後 にはさらにガラス写真

から印画法,鶏卵紙からゼラチン紙への切り替えも行っ

て,そ の写真技術の改良を怠らなかった.幕末には日本

を動かした多くの人々が当時の彦馬のカメラに収まっ

た.中でも坂本龍馬,高杉晋作らの写真は有名で,歴史

的に貴重な資料として後の世に残ることになった。

当時の彦馬をめぐり, 日本の薬学界に大きい足跡を残

す挿話がある。慶応 2年 12月 に医学伝習の藩命を受け

て,徳島藩から長井長義が長崎へ派遣された。その頃,

精得館ではボードウィンが医学を,ハ ラタマが化学を教

えていた。長義はこのハラタマの講義を聴いて化学へ開

眼させられたと思われる.しかしハラタマは翌年の 1月

末には長崎を発って江戸の開成所へ赴くので,長義はハ

ラタマの薫陶を受けることができず,化学をさらに学ぶ

雑   報

ガ

十

一
回
ノ

｀

舅
蒻ホ

茅

す

た

固

旦
´ヾ

日 十 茅

鰺
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べく彦馬の家に寄寓することになった.精得館での医学

講義欠席の理由を徳島藩役人に問われた長義は「舎密の

方にて不参罷りあり候」と返事して,化学専攻の意志を

宣言する.

この長井長義は維新後,ベルリン大学に留学し,ホ フ

マンに就いて有機化学を学んだ。長義は14年間滞独の後

帰国して,わが国薬学の先導者となるのである。上野彦

馬との出会いがなければ,後年の薬学界の泰斗長井長義

は生まれなかったかもしれない。

明治 7年 (1874)12月 9日 に金星が太陽面を通過する

のが日本で見られた。彦馬は来日したアメリカ観測隊か

ら協力を依頼され,長崎の大平山において日蝕を撮影 し

た。また明治10年 (1877)の 西南戦争では,多 くの人夫

を雇い,撮影器や薬品を現地に運び,田原坂の激戦地跡

などを撮影して歴史的写真を残した。

この頃から,彦馬の営業写真師としての令名が上が

り,その技術を習おうとする門人の数 も増えてきた。上

野撮影局へは日本人のみならず,長崎に寄港した外国人

の記念撮影に訪れる者が多くなった。その中には「お菊

さん」を書いたフランス人作家のピエール・ロチ,清国

艦隊提督丁汝昌,ア メリカ大統領グラント将軍らもあっ

た.

明治15年 (1882)に は天丼がガラス張りのスタジオが

完成した。長崎の人々はこれを “ビー ドロの家"と 呼ん

だ.上野写真館は明治20年代にはウラジオストック,上

海,香港にも支店を出すに至って全盛時代を迎えた.

化 学 史 研 究  Vo123 No.3

展示期間

展示場所

明治37年 (1904),彦 馬は胆嚢水腫になり,5月 22日

にこのわが国化学の開拓者は世を去 った.享年65歳 で

あった。法名を如雪院真里李渓居士といい,長崎皓台寺

裏山に葬られた。
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1996年 9月 ～1997年 2月 下旬
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〔資 料〕

日本における最初の化学会は,明治11年 (1878)に東

京大学理学部化学科の卒業生および在学生によって創立

された「化学会」である。会の名称は翌年の明治12年 に

「東京化学会」, さらに大正10年 (1921)に「日本化学

会」と改められた (以下この会名を旧日本化学会と一括

して記す)。 一方,「工業化学会」は工部大学校,帝国大

学工科大学の応用化学科卒業生および工業界の理科系卒

業生などによって明治31年 (1898)に創立された.両学

会はそれぞれ創立以来順調に発展 したが,第二次大戦の

終結直後の昭和23年 (1948)に 合同 し,新 たな組織の

「日本化学会」を設立すると同時に発展的に解散した.

その間に発行された両学会の会誌は日本の化学の歩み

― 欧米から化学と技術を移植 し受容した明治期から,

次第に独創的研究を発信するようになった昭和初期まで

一
をよく記録 している.両学会の歴史は日本の化学史

を編纂する際の貴重な資料であり,そ の概略は日本化学

会編『 日本の化学百年史』 (東京化学同人  1978)に

見ることができる。

両学会の発展に貢献した歴代会長の氏名とその任期

は,前記『百年史』の付表 (302-305頁 )に まとめられ

ている.両学会が解散して約半世紀を経たいま,歴代会

長はすべて鬼籍の人である。そこでその付表に各人の生

没年月日と訃報の掲載誌を示した表を作製しておけば,

日本の化学史を叙述するさいの参考資料として役立つこ

ともあるであろう。

しかしそのような表の作製に際 して,生没年月日の

データの収集と確認は意外に困難なことがわかった。そ

の理由は (1)両学会の会長は必ずしも一般の人物事典

類の対象人物ではないこと,(2)対象人物であっても

辞典によってデータに異同があること,(3)会誌の訃

1996年 4月 20日 受理

*お茶の水女子大学 名誉教授

旧「 日本化学会」および「工業化学会」の

歴代会長の生没年月日

化学史研究 KAGAKUSHI
Vol.23(1996),pp.265～ 268.

立 花 太 郎
十

報記事は死亡の日付を欠いている場合があること,(4)

戦中戦後の混乱期の物故者については訃報の記載もない

ままになっている場合があること,な どである.そ こで

次のようにしてデータの収集を行った。

没年月日.こ れは会誌の訃報記事から収集し,新聞記

事,伝記類,人物辞典類を参照 して確認 した.資料に

よってデータが不一致の場合は最も多く記載されている

ものを採用した (会誌のデータが一般の辞典類と一致 し

ていない場合もある.例,榎本武揚の場合).前記 (3),

(4)の場合は日本化学会の協力によって, ご子孫から

データを得た (松井元太郎の場合).

生年月日。このデータは戸籍簿あるいは履歴書から確

認できるはずであるが,本調査では人物辞典類,伝記類

および生前の「人事興信録」 (日付を記載 していない場

合が多い)な どから収集した.資料によってデータに異

同がある場合は, ご子孫からの教示を仰いだ (大幸勇

吉,小寺房治郎の場合).

以上のようにして得られたデータを整理したのが表 1

～2である.年号は西暦によって記 した。ただし生年月

日が明治 5年 12月 3日 =明治 6年 (1873)1月 1日 の改

暦以前の場合は元号と陰暦で記された原資料をそのまま

西暦年号の後に添えた。陽暦への換算は示さなかった。

改暦後の日付は年号が西暦でも元号でも同じである.

会誌における訃報の形式は様々である.故人の業績に

対する顕彰が中心であるが,故人の略伝など史料価値の

ある内容を付したものは少ない.欧米の学会誌にみる評

伝風の “Obituary"と は趣 (お もむき)を異にする.

本表の中の日付 (特に古い時代の)については,なお

正確を期し難い。問題点をご指摘戴ければ大変有難い.

本調査のために種々ご尽力いただいた日本化学会事務

局ならびに貴重な情報をお寄せ下さった多数の方々に心

から感謝の意を表する次第である.

(61)
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氏  名 生没年月日 訃報掲載誌

1878(明 11)

1879(明 12)

同後期

1880(明 13)

同後期

1881ィ (明 14)、

1882・ (明 15)リ

1883`(明 16)〕

1885 (明 18)リ

188Q(明 19)、

1892′ (明 25)J

1893 (明 26)

1894′ (明27)1

1897‐ (明 30)J

1898 (明 31)

1899′ (明32)1

1901´ (明34)J

1902 (明 35)

1903′ (明 36)1

1904′ (明 37)リ

1905 (明 38)

1906(明 39)

1907(明 40)

1908 (明 41)

1909ィ (明 42)ヽ

1910‐ (明 43)J

1911(明44)

1912(明 45)

1913 (大 2)

1914(大 3)

1915(大 4)

1916(大 5)

1917 (大 6)

1918 (大 7)

1919(大 8)

1920(大 9)

1921`(大 10)1

1922(大 11)J

1923(大 12)

1924(大 13)

1925′ (大 14)1

1926′ (大 15)J

1927(昭 2)

1928 (昭 3)

1929(昭 4)

原

野

山

野

沢

久

磯

高

磯

中

“弦み弱

岩 太

凸́
　
白
ハ　
由●

三

太

三

徳

甚

徳

1856

1857

1856

前出

1858

1857

1858

1845

前出

1852

前出

前出

前出

前出

(安政 2

(安政 4

(安政 2

東化誌 ,

東化誌,

日化誌 ,

東化誌 ,

日化誌,

日化誌,

日化誌,

日化誌,

日化誌,

化工誌,

日化誌,

1920,

1914,

1944,

1911,

1939,

1929,

p.71

p.1348

p.97

p.330

p.330

p.220

p.1530

p.35

p.108

No.12

p.917

。11・ 28)-1919。 11・ 21

・ 2・ 24)-1904・ 8・ 12

・ 12・ 1)-1914・ 10。 23

松 井

桜 井

長 井

松 井

高 松

久 原

松 井

高 松

桜 井

直 吉

錠 二

長 義

直 吉

豊 吉

朗 弦

直 吉

豊 吉

錠 二

(安政 5・ 3・ 29)-1943・ 10。 12

(安政 4・ 6・ 25)-1911・ 2・ 1

(安政 5。 8。 18)-1939。 1・ 28

(弘化 2・ 6・ 20)-1929。 2・ 10

(嘉永 5。 9・ 11)-1937・ 9。 27

松

井

田

原

井

木

上

武

原

高

高

桜

池

田

桜

鈴

井

吉

松

亀

吉

郎

純

昌

二

太

直

甚

良

為

錠

井

山

原
”和
　
井

松

高

田
は併
　
桜

吉

二

苗

純

二

豊

錠

菊

良

錠

郎

吉

進

一
平

太
　
　
之

梅

仁

栄

行

徳

次

澄

吉

蔵

雄

真

豊

市

田

藤

松

沼

柴

近

高

菅

前出

前出

1855(安政 2・ 7・ 5)-1935。 6・ 3

1856(安政 3・ 5。 23)-1914。 11・ 21

前出

前出

前出

1864 (元 治 1 ・ 9 。 8)-1986・  5 。 3

前出

前出

1874・  4‐  ・ 7-1943・ 9 。20

18“ (明治 1・ 11・ 4)-1947・ 3。 14

1864(元治 1・ 6・ 19)-1927・ 1・ 3

1872(明治 5・ 5。 22)-1955。 11・ 8

1872(明治 5・ 1・ 12)-1935・ 6・ 1

1875 ・6・ 24-1953・  10・ 28

1867(慶應 2・ 12・ 22)-1950。 9。 9

1882・  1 ・ 28-1980・  1 ・ 28

1870(明治 3・ 9・ 3)-1941・ 11。 16

前出

1873・  1 。28-1944。 1 ・ 8

日化言ま, 1987, p.1255

日化誌,1935,p.917

東化誌,1914,p.109

日化誌, 1936, p.654

1943,

1947,

1927,

1955,

1935,

片 山 正 夫  1877・ 9。 11-1961・ 6。 11 化工誌,1961,No.8

農化誌,1953,No.12
化[工言志, 1951, No.4

化工誌,1980,Nα 3

日化誌,1942,p.183

麻 生 慶次郎

大 幸 勇 吉

(62)

日化誌,1944,p383
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表 1 !日 日本化学会の歴代会長

年 度



l日「日本化学会」および「工業化学会」の歴代会長の生没年月日 (立花)

年 度 氏 名 生没年月日 訃報掲載誌

1930(昭 5)

1931

1932

1933

1934

1935

1936

1937

1938

1939

1940

1941

1942

1943

1944

1945

1946

1947

(昭 6)

(昭 7)

(昭 8)

(昭 9)

(昭 10)

(昭 11)

(昭 12)

(昭 13)

(昭 14)

(昭 15)

(昭 16)

(昭 17)

(昭 18)

(昭 19)

(昭 20)

(昭21)

(昭22)

1865

1879

1885

1873

1878

1874

1890

1886

1885

1883

1885

1885

前出

前出

1885

1891

1887

1896

1886

日化誌,

日化誌,

化工誌,

日化誌,

日化誌,

化工誌,

化工誌,

化工誌,

化工誌,

日化誌,

化工誌,

化工誌,

化工誌,

化工誌,

化工誌,

化工誌,

化工誌,

1930,

1944,

1982,

1947,

1941,

1962,

1973,

1975,

1962,

1947,

1948,

1980,

1957,

1975,

1966,

1988,

1968,

p.615

p.803

No.12

p.57

p.177

No.10

No.6

No.4

No.6
p.110

p.230

No.5

孝

郎

安

興

生
↓行

郎

助

助

茂

二

郎

次

行

吉

助

平

郎

吉

三

　

之

　

　

太

　

　

　

之

　

二

正

節

里

元

庸
う
利

実

松

勉

　

均

哲

雄

利

熊

新

与

健

信

川

丸

盛

井

木

島

島

林

田

松

福

所

田

島

原

浦

口

村

場

呆

小

田

飯

松

鈴

真

鮫

小

久

小

加

田

柴

真

武

松

山

木

堀

(慶應 1・ 1・ 26)-1930。 7・ 11

11・  1-1944・  8

10・ 19-1982・ 10

。 12・ 25-1947・
。 9 。26-1941・

13-1962・

3-1973・

11-1975・

3-1962・

3-1947・ 10

22-1948・  6

17-1980。 3

・ 8 。26-1957・
。11・ 15-1975。

・ 5 。26-1966・

・ 5 。12-1988・
。11・ 29-1968・

■

７

５

■

８

１０

９

５

１３

２４

‐６

‐９

３０

２４

‐０

２‐

２

２０

‐９

６

１１

１２

‐６

４

４

５

１０

２

No.6

No.5

No.7

No.12

No.5

表 1～2の略語.年号,明 :明治,大 :大正,昭 :昭和 ;誌名,東化誌 :東京化学会誌, 日化 :日 本化学会誌,

工化誌 :工業化学雑誌,農化誌 :日 本農芸化学会誌,化工誌 :化学と工業,氏名の表記には常用漢字表の通用字

体を用いている。

表 2 工業化学会の歴代会長

年 度 氏 名 生没年月日 訃報掲載誌

1898 (明 31)

1899 (明 32)

1900 (明 33)

1901 (明 34)

1902 (明 35)

1903 (明 36)

1904(明 37)

1905 (明 38)

1906(明 39)

1907(明40)

1908 (明 41)

1909 (明 42)

1910 (明43)

1911(明 44)

1912ィ (明45)1

1913′ (大 2)J

1914′ (大 3)1

1916‐ (大 5)J

1917′ (大 6)1

1918′ (:大 7)J

1836(ヲくθ呆7

1848 (1ム化 4

前出

1887(天保 8

1833(ヲてF呆 4

前出

前出

前出

前出

前出

前出

表 1参照

表 1参照

表 1参照

・ 8 ・25)-1908・ 10。 26

・ 12・ 23)-1901 ・ 5 。24

10・  8)-1917・ 12・ 21

2 ・ 25)-1911・  6 ・ 15

工化誌,1908,No.11
工化誌,1901,No.6

工化誌,1918,No.4
工化誌,1911,No.7

“揚
・
基

揚

一二
介

揚

介

三

揚

介

揚

郎

吉

郎
　
士
口
　

凝
達
　
　
武

太
　
　
太

村武
浜

武

庸

圭

武

圭

庸

武

圭

武

甚

豊

甚

豊

　

“能

本

辺

本

尾

鳥

本

鳥

尾

本

鳥

本

山

松

山

松

　

多

　

居

註
ヨ

榎

渡

榎

山

大

榎

大

山

榎

大

榎

高

高

高

高

　

河

　

鴨

表 1参照

1853(嘉永 6・ 8・ 2)-1925・ 4。 3  工化誌,1925,Nα 5

18“ (元治 1・ 8・ 3)-1960。 8・ 6  化工誌,1960,No■ 0

(63)
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年 度 氏 名 生没年月日 訃報掲載誌

1919´ (大 8)1

1920'(大 9)」

1921′ (大 10)1

1922′ (大 11)J

1923(大 12)

1924(大 13)´

1925(大 14)

1926(大 15)

1927(昭 2)

1928 (昭 3)

1929(昭 4)

1980′ (昭 5)1

1931′ (昭 6)J

1932(昭 7)

1933(昭 8)

1934(昭 9)

1935(昭 10)

1986(昭 11)

1987(昭 12)

1938 (田ヨ13)

1939(昭 14)

1940(昭 15)

1941(昭 16)

1942(昭 17)

1943(昭 18)

1944(昭 19)

1945 (昭20)

1946(昭 21)

1947(昭 22)

小 寺 房治郎

佐 伯 勝太郎

市太郎

1871(明治 3。 12・ 6)-1949。 12・ 26

1871(明治 3・ 12・ 14)-1934・ 1・ 5

化工誌,1950,No.8

工化誌,1934,No.2

也

雄
“造

平

清

吉

吉

お
吉

道

芳
れ
謎

久

義

政

鋭

＾
庸

野

中

野

林

島

田

村

川

矢

田

藤

小

大

水

山

西

吉

郎

基

三

夫

人

逸

造

郎

作

蔵

夫

成

一
郎

仁

承

勝

愛

良

直

源

泰

太

和

拾

鋭

春

俊

一

市

上

井

木

角

沢

山

多

田

　

原

栗

　

上

田

川

井

松

厚

三

中

亀

喜

黒

鉛

荘

小

牧

井

内

石

1876。  1 ・30-1946・

1881・  3 。 9-1966・

1878・  4 ・ 8-1930・

1875・  4 ・23-1954・

1882・  9 。 7-1957・

1873・  7 ・17-1960。

1875。 10・ 22-1954・

6

5

9

2

5

8

3

・23

・ 8

・ 18

・ 7

・ 4

・ 9

・ 20

化工誌,

工化誌,

化工誌,

化工誌,

化工誌,

化工誌,

化工誌,

工化誌,

化工誌,

化工誌,

化工誌,

化工誌,

化工誌,

化工誌,

化工誌,

化工誌,

化工誌,

化工誌,

化工誌,

1966,

1930,

1954,

1957,

1960,

1954,

1960,

1938,

1966,

1963,

1952,

1961,

1951,

1983,

1960,

1954,

1981,

1988,

1970,

No.7

No.10

No.6

No.7

No.9

No.7

1869(明治 1・ 12・ 25)-1948・ 6・ 29  化工誌,1948,No8

荘  司 1874。  1 ・30-1950。

表 1前出

1882・  3 。25-1944・

1887・  3 ・ 4-1959・

1880。  1 ・11-1938・

1883・  9 。19-1966・

1890・  5 ・19-1963・

1883・  4 ・ 8-1952・

1883・  5 。 5-1961・

1883・  1 。16-1951・

1889。  2 ・11-1982・

1886・ 11・ 20-1960。

1895。  3 ・24-1954・

1893・  5 ・25-1981 ・

1895。 12・ 3-1987・

1885・ 11・ 5-1970・

2 ・ 25

5。 3

12・  8

8。 18

8 ・28

3 ・28

5 。21

10。 7

3 ・21

12・ 25

1・ 3

10・ 10

8 ・12

12・ 19

1 ・20

No.1

No.9

No.11

No.5

No.7

No.12

No.4

No.2

No.2

No.11

No.9

No.2

No.3

( 64 )
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編・著 者 書 名 判・ページ数  定価 (円 )  出 版 社

吉本秀之ほか

B・ J・ T・ ドブズ著
寺島悦恩訳

ヨハネス。ファプリキウス著
大瀧啓裕訳

園部利彦

エドアール・ グリモー著
田中豊助ほか訳

クラウス・ハフナー原著
中辻慎一訳著

水田楽男

杉本つとむ編集

藤田英夫

島尾永康

立川 涼

色川大吉編

原田正純

水俣病医学研究会編

富樫貞夫

歩  平著 山辺悠喜子,

宮崎教四郎監訳

常石敬一

吉見義明,伊香俊哉

大韓酒類工業協会編
井出敏博監訳

作道 潤

浅井治海

原善四郎,長崎誠三編

金子 功

ジョン・ザイマン著
村上陽一郎ほか訳

池田清彦

桜井邦朋

佐々木力ほか

内井惣七

E・ カッシーラ著
佐藤三夫ほか訳

河本英夫

ゲアハルト・フォルマー著
入江重吉訳

田辺振太郎著
市野宏司編・解説

三枝博音著
飯田賢一編・解説

中村静治

科学と国家と宗教
ニュートンの錬金術

錬金術の世界

科学者111話

ラボアジェ

化学の建築家ケクレ

洋学者宇田川家のひとびと (岡山文庫)

宇田川玄随集 1,2(早稲田大学蔵資料影印叢
書洋学篇)

大阪舎密局の史的展開

中国化学史

環境化学と私

水俣の啓示 (新編)

水俣病と世界の水銀汚染 (J・ JECプ ック
レット)

水俣病の医学

水俣病事件と法

日本の中国侵略と毒ガス兵器

七三一部隊 (講談社現代新書)

七三一部隊と天皇・陸軍中央 (岩波 ブック
レット)

概説韓国の酒造技術

フランス化学工業史研究 (関西学院大学経済
学研究叢書)

激動の高分子工業

人と金属のあゆみ

反射炉 I,I(も のと人間の歴史)

縛 られたプロメテウス

科学はどこまでいくのか

自然科学とは何か

精密科学の思想 (岩波講座現代思想11)

科学哲学入門

シンボルとスキエンティア

オー トポイエーシス

認識の進化論

自然の弁証法研究

技術思想の探求

B6・ 1932,266内 田 老 鶴 圃

A6・ 173 750日 本 文 教 出 版

B5。 426028,000 早稲田大学出版部
+473

A5。 264

A5。 356

A5・ 172

B6・ 573

A5・ 67

2,200

5,150

4,120

A5・ 264

A5・ 284

A5。 282

B6・ 448

B6・ 383

B6・ 204

A5・ 160

A5。 318

B6・ 278

A5・ 270

B6・ 340

B6・ 427

B6・ 332

B6・ 334

B6・ 578

650

400

5,000

4,800

講  談  社

岩 波 書 店

酒類流通活性化研究会

有  斐   閣

2,884 こ

A5・ 487

A5。 322

2,500

3,914

6,180

7,004

2,000

3,900

600

版

店

版

房

版

出

書

出

書

出

閣

　

社

文

倉

風

摩

教

思

朝

創

筑

実

い

社

店

せ

　

書

う

風
よ
　

石

ぎ

石

明

Ａ

Ａ

Ｂ

B6・ 315  3,500 平

A5。 43 6,500 平

A5。 702 4,800 青

社

社

社

シ ー ェ ム シ ー

アグネ技術センター

法政大学 出版 局

シュプリンガー・
フェアラーク東京

ぶ じ 書 房

ぶ じ 書 房

風  社

凡

凡
　
土

社

圃

芸

鶴

文

老

代

田

近

内

房

版

書

出

摩

北

筑

森

社

房

想

書

思

な

界

り

世

あ

土  社

思 索 社

青

新

　

こ

２０
　
・６
　
田

書

Ａ
　

５

新

　

　

ノ

2,472

2,575

01,957

2,200

1,100

1,854

3,2(X〕

2,300

4,635

2,600

4,000

2,884

岩 波 書 店

技術論論争史 (新版)

( 65 )

4,635  倉1
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編・著 者 書 名 判・ページ数 定価(円 )  出 版 社

唐木田健一

桜井 登

菅野礼司ほか

伊東俊太郎編

グラハム・ダンスタン・ア
ーティン著 長屋力訳

ドミニク・テレ=フ ォルナ
チアーリ著 松浦俊輔訳

安斎育郎

竹内 薫,茂木健一郎

テレンス・ハインズ著
井山弘幸訳

アンドレ・ ピショ著
山本啓二訳

サイエンティフィック・ア
メリカン編
日経サイエンス編集部訳

田中一郎

ピーター J。 ボウラー著
岡寄修訳

小倉孝誠

井山弘幸

荒俣 宏

武部俊一

ピーター・ コヴニー, ロジ
ャー・ハイフォル ド著
野本陽代訳

小山慶太

高橋智子, 日野川静枝

科学朝日編

道家達将

山下英一

佐伯 修

名古屋市博物館編

笹本征男

中山 茂

中山茂編

理論の創造と創造の理論

科学的世界観

科学と自然観

日本人の自然観

暗黙知の領域

非合理の誘惑

科学と非科学の間

トンデモ科学の世界
ハインズ博士「超科学」をきる,同 Part 2

科学の誕生 上下

科学が輝 くとき

ガリレオ (中公新書)

進歩の発明

19世豫己フランス夢と倉1造

偶然の科学誌

夢の痕跡

タイムマシン夢書房

時間の矢・生命の矢

ケンプリッジの天才科学者たち (新潮選書)

科学者の現代史

科学史の事件簿

科学と技術の歩み (岩波ブックレット)

グリフィスと日本

上海自然科学研究所

新博物館態勢

米軍占領下の原爆調査

科学技術の戦後史 (岩波新書)

摯露摯馨〕声
エコロジー (コ メンタール戦後50

通史日本の科学技術 1～4別巻

思い出の人茅誠司

総力戦と現代化

国際政治と科学技術

年報 科学・技術 。社会 第 4巻

科学者の権利と地位

生産力構造転換のダイナミズム

高度技術社会のパースペクティヴ

朝鮮科学文化史へのアプローチ

江戸の翻訳家たち

B6・ 377 2,800 青  土  社

A5。 134

B6・ 287

B6・ 238

B6・ 482

B6・ 413

A5・ 152

B6・ 257

B6・ 422
+198

A5。 263
+381

A5。 317

店

社

版

社

社

か もが わ 出 版

徳  間 書 店

化 学 同 人

せ り か 書 房

日経サイエンス社

2,256

1,800

2,200

3,800

2,600

1,400

1,300

2,884,
1,648

3,914,
4,944

3,000

書
唯
出
所
・

ギ
′
　
　
　
‥
‐
　
４
コ

倉
代
方
雌

朝

近

東

河

青

新書 。226

B6・ 350

A5。 318

B6・ 304

B6・ 339

B6・ 239

B6・ 396

B6・ 247

B6・ 205

B6・ 282

A5・ 63

B6。 442

B6・ 295

A4・ 127

A5・ 376

新書 。198

A5。 269

720

3,800

3,296

1,957

3,000

2,000

2,884

1,100

2,266

1,900

400

3,500

2,000

1,000

3,811

620

3,811

社

社

論公

凡

央中

平

院

店

社

マ

社

書
書
　
「

館

談

，

思

文
修
　
眈

人

大

講

朝

草

社

店

社

店

社

社

館

社

店

社

　

房

書

聞

書

芸

　

働
．
　

書

論

書

潮

　

新

　

文

島

市

思

　

評

木

日

波

代

　

胡

　

波

会

陽

新

青

朝

岩

近

宝

名

草

岩

社

　

学中山茂ほか編

飯田修一編集責任

山之内靖ほか編

ユージン・ B・ スコルニコ

B5・ 5冊 108,000

A5。 365   4,000

A5・ 342   4,200

A5・ 357   3,800

悼
会

・追
行臨

刊
姓
集

茅
文

房

版出

書

ＴＴ

柏

Ｎ
．フ著

薬師寺泰蔵,中馬清福監訳

松本三和夫責任編集

日本科学者会議編

渡辺徳二編著

竹内 啓,佐久間章行編

任 正燃

杉本つとむ

B5。 182

A5。 534

A5。 230

B5・ 627

B6・ 252

B6・ 274

2,000

7,000

7,004

12,000

2,800

3,800

科学・技術と社会の会

水  曜  社

日 本 評 論 社

丸善 プラネ ッ ト

明 石 書 店

早稲田大学出版部

( 66 )
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編・著 者 脅 名 判・ページ数 定価(円)  出 版 社

片桐一男

杉本つとむ編集

杉本つとむ編集

マ ヌエル・

ル・ ボ スケ
ア モ ロス,

スティーヴン・ ジェイ・グ
ール ド著
広野喜幸ほか訳

リン・パーパー著
高山宏訳

ジェームズ・パラディス,

ジョージ。C・ ウイリアム
ズ著 小林博司ほか訳

富山太佳夫

阿蘭陀通詞今村源右衛門英生 (丸善ライプラ
リー)

大槻玄沢集 3(早稲田大学蔵資料影印叢書洋
学篇)

蘭学者肖像 。遺墨・書簡集 (早稲田大学蔵資
料影印叢書洋学篇)

洋学 3

論集日本の洋学 3

ギリシア数字のあけぼの

ガウス整教論

リーディングス数学の哲学ゲーテル以後

クライン :19世紀の数学

数学文化の遍歴

建部賢弘の『算暦雑孝』

物理科学史

光の探求史

物理学と自然の哲学

新ファラデー伝

科学協奏曲「ファラデー講話会」

マリー 。キュリー

ニ人のアインシュタイン

常温核融合の真実

日本の物理学者

湯浅年子 パリに生きて

ある原子物理学者の生涯

最初のコベルニクス体系擁護論

日本アマチュア天文史 (改訂版)

古代の時刻制度

忘れられた天文台

天文・暦・陰陽道

地球の半径

ライマン・ コレクション展

フォッサマグナ

火山噴火予知連絡会20年のあゆみ

トマスの生命論 (キ リスト教歴史双書)

がんばれカミナリ竜 上下

博物学の黄金時代

進化と倫理

ダーウインの世紀末

B6・ 5343,605化 学 同 人

B40。 276     700

B5。 671  30,000

135。 249  28,000

丸     善

早稲田大学出版部

早稲田大学出版部

洋学史学会編

有坂隆道 。浅井允晶編

上垣 渉

ガウス著
高瀬正仁訳

飯田隆編監訳

フェリックス・ クライン著
石井省吾,渡辺弘訳

横地 清

佐藤健一

橋本毅彦

高木秀男

田中 正

井上勝也

藤正 巌

桜井邦朋

デサンカ・ トルプホヴィッ
チ=ギュリッチ著
田村雲供,伊藤典子訳

J・ R・ ホイジンガ著
青木薫訳

辻哲夫編著

山崎美和恵編

田島英三

R・ ホーイカース著
高橋憲一訳

日本アマチュア天文史編纂
会編

斉藤国治

東海林郁三

年代学研究会編

星野通平

北海道開拓記念館編

山下昇編著

気象庁編

A5。 190

A5・ 317

B6・ 237

A5・ 521

A5・ 352

A5。 402

4,500

5,356

1,751

9,888

5,665

8,755

房

版

書

ｌ堂

坂

文

八

清

社

店

論

書

評本

倉

日

朝

房

版

書

出

草

立

勁

共

A5。 181

A5。 122

A5。  161

B6。 268

B6。 204

B6・ 183

B6・ 232

B6・ 236

A5。 218

B6・ 406

B6・ 312

A5。 313

A5。 349

B6。 192

A5。 333

B6。 176

A4・ 43

B5。 310

A4・ 454

A5・ 248

B6・ 465

B6。 306

B6・ 427

2,472

5,150

2,160

3,000

2,400

1,339

1,800

1,854

2,472

3,090

3,914

2,300

4,500

4,944

1,500

10,197

1,648

1,000

4,944

9,800

4,635

4,200

3,090

森 北 出 版

研  成  社

日本放送出版協会

科  学  堂

新 日本 出 版 社

研  成  社

中 山 書 店

地 人 書 館

工  作  舎

B6・ 470

A5。 400 5,974恒 星 社 厚 生 閣

東海大学 出版会

み す ず 書 房

新 人 物 往 来 社

す ぐ 書 房

東海大学出版会

北海道開拓記念館

東海大学出版会

大 蔵 省 印 刷 局

南  窓  社

国 書 刊 行 会

産 業 図 書

青  土  社

版

社

店

出

芸

書

閣

文
Π
“

山

代

Ｉ

雄

近

岩

ス
エ
訳

エ
ヌ
之

チ
マ
博

ン

　

一月

サ
著
水

・ ア

ル  ・

B6・ 355 01,900 早  りll ‐書  房
+410

(67)

2,600
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編・著 者 書 名 判・ページ数 定価(円)  出 版 社

レイモンド・ダート著
山口敏訳

松浪健四郎,荒木祐治

山田慶児編

岡本清造

蝦名賢造

秋山正美

小原秀雄監修

曲直瀬道三原著 北里研究
所東洋医学総合研究所医史
学研究部温知会有志編訳

ミッシング・ リンクの謎

身体観の研究

東アジアの本草と博物学の世界 上下

岳父 。南方熊楠

畑井新喜司の生涯

動物園の昭和史

環境思想の系譜 1～3

環境社会学研究創刊号

医療人類学

世界伝統医学大全

つくられる生殖神話

性に病む社会 (歴史のフロンティア)

診断術の歴史

脚気の歴史

日本麻酔科学史資料 8

近世イギリスのやぶ医者の社会史 (明治大学
人文科学研究所叢書)

孤高の科学者 WoC・ レントゲン

アメリカ医療の悩み

がん産業 上下

米国医療と快楽主義

中国医学の思想的風土

古代中国人の不死幻想

こころとからだ

啓迪集 現代語訳 上下

現代語訳奇経八脈考

医心方 巻8,22

日本で初めて翻訳 した解剖書

近世日本の医薬文化

近代日本と大和売薬

御雇外国人ローレツと医学教育

結核の文化史

占領期の医療改革

東大闘争から地域医療ヘ

技術史教育論

「産業」の根源と未来 :中世ヨーロッパから
の発信

19世紀末 ドイツの工場

朝鮮工業化の史的分析

日本産業史資料 (近世歴史資料集成第 2期第
5巻 )

B6・ 3313,605み す ず 書 房

A5・ 430

A5。 352+364

B6・ 380

B6・ 334

B6。 387

A5。 300+299,
+283

B5。 209

A5。 481

B6・ 204

B6・ 278

A5。 372

専修大学出版局

思 文 閣 出 版

平  凡  社

西 田 書 店

デ ー タ ハ ウ ス

東海大学出版会

環 境 社 会 学 会

大 修 館 書 店

3,300

07,725

3,000

2,500

1,700

03,605

2,500

5,665

環境社会学編集委員会

アン・ マッケロイ,パ トリ
シア・タウンゼント著
杉田聡ほか訳

R。 バンナーマンほか編
津谷喜一郎訳

浅井美智子,柘植あづみ編

川越 修

SoJ・ ライザー著
春日倫子訳

山下政三

松木明知編

岡崎康一

山崎岐男

西村由美子編

ラルフ 。W。 モス著
蔵本喜久,桜井民子訳

山口竜之

山田慶児

吉川忠夫

石田秀美

A5。 478 4,900 平  凡  社

1,900

2,600

4,500

社

社

社

人

版

同

出

凡

作

川

制

山

平

版

版

社

出

出

閣

堂

山

文

誠

思

克

象

版

社

店

店

版

ょ

版

書

書

Ｌ

社
　
　
　
　
閣

山

出

方

国

文

信

潮

東

中

思

１５

８０

５０

２４

９９
冊

５
，
Ｌ

ｌ
，
８
，
３
，２

14,420

3,090

5,150

B6・ 214

B6・ 259

B6・ 429+389

B6・ 260

B6。 191

B6・ 204

A5・ 478

A5

A5。 320   6,200

A5・ 264+296014,000

A4・ 99 9,000

2,575

3,800

5,665

4,635

3,296

2,163

4,944

3,200

A5・ 625

A5。 318

B5。 1413

医 療 科 学 社

サイマル出版会

学 樹 書 院

東洋学術出版社

筑 摩 書 房

平  凡  社

税 務 経 理 協 会

名古屋大学出版会

名古屋大学出版会

勁  草 書 房

勁 草 書 房

玉川大学出版部

農山漁村文化協会

閣

閣

院

A5・ 518

A5。 222

A5・ 248

ｍ
ｍ
醐

李時珍原著
王羅珍 。李鼎校注

精訳
撰
全

頼
子

康
知

波
佐

丹
損

原三信編 医
会

方
学

蘭
奨

三
念

信
記

原
年

代
百

二ハ
一二

山脇悌二郎

武知京三

田中英夫

福田真人

杉山章子

三浦聡雄,増子忠道

前田清志

レジーヌ・ベルヌーほか著
福本直之訳

今久保幸生

堀 和生

浅見恵,安田健訳編

B6・ 307

A5・ 298

A5。 294

B6・ 429

B6・ 280

B6・ 201

A5。 381

B6・ 380

8,755 有  斐

4,800 有  斐

51,500科 学 書

( 68 )
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盛永俊太郎,安田健編

東洋経済新報社編

三好信造

森友幸照

産業学会編

D.ク ロースン著
百田義治,中川誠士訳

森田明編

三輪修三

長尾克子

ペギー 。キドウェル,

ル・ セルージ著
渡辺了介訳

アー ミン・ヘルマン著
中野不二男訳

荒井久治

享保元文諸国産物帳集成 第19巻

日本会社史総覧全 3巻

近代日本産業啓蒙家の研究

人物に学ぶ明治の企業事始め

戦後日本産業史

科学的管理生成史

中国水利史の研究

ものがたり機械工学史

日本機械工業史

ポー 目で見るデジタル計算の道具史

ツァイス激動の100年

自動車の発達史 上下

自動車への愛

飛行船ものがたり

発想の航空史

宇宙開発秘話

和船 I, Ⅱ (も のと人間の文化史)

異様の船

船の科学技術革命と産業社会

電子立国日本の自叙伝 1～ 3

半導体に賭けた40年

エネルギー戦後50年の検証

八月の神話

長篠合戦の世界史

海軍 (日 本史小百科)

中世後期フィレンツェ毛織物工業史

イギリス綿業自由貿易論史

英国綿業衰退の構図

明治期紡績技術関係史

秩父地域絹織物史料集

建築の誕生

建築史の鉱脈

建築の歴史

東洋建築史図集

建築人物群像 追悼編/資料編

伊東忠太動物園

B5。 1073  51,500

A4・ 3000 139,050

A5。 946  22,660

A5。 210 1,800

A ・1255  49,440

A5・ 328   4,300

A5・ 551

B6・ 148

A5。 263

A5。 177

科 学 書 院

東洋経済新報社

風 間 書 房

つ く ば ね 舎

東洋経済新報社

森 山 書 店

国 書 刊 行 会

オ ー ム 社

社 会 評 論 社

ジャストシステム

12,000

1,500

4,120

1,600

B6・ 253

B5・ 235+236

B6・ 401

A5。 237

1,800 新  潮  社

4,950,山   海
4,850

3,800藤 原 書

1,800 山  海

堂

店

堂日本 自動車工業会モーター モーターサイクルの日本史
サ イ クル・ インフォーマ
ション編集委員会編

ヴ
著
土

ォルフガング・ザックス

合文夫,福本義憲訳

天沼春樹

佐貫亦男

斎藤成文

石井謙治

安達裕之

松本三和夫

相田 洋

岩瀬新午

松井賢一編著

スチュヮート・L・ コー ド
ル著 紅葉誠一訳

ジェフリー・パーカー著
大久保桂子訳

外山二郎

星野秀利,斉藤寛海訳

熊谷次郎

日高千景

岡本幸雄

柿原謙一編

竺 覚暁

藤井恵介,玉井哲雄

日本建築学会編

土崎紀子,沢良子編

伊東忠太,藤森照信,

増田彰久

A5。 305

B6・ 325

B6・ 347

B6・ 413+300

B6・ 352

A5。 354

A6。 334+295
+277

B6・ 294

B6・ 325

B6・ 414

B6・ 318

A5・ 402

A5・ 388

A5・ 230

A5。 228

A5。 434

B5。 266

B5。 335

B6・ 337

B5。 212

B40。 433

A4・ 174

A5・ 294   3,900

法政大学 出版局

平  凡  社

同 文 舘 出 版

日本放送出版協会

東 京 堂 出 版

名古屋大学出版会

ミネルヴァ書房

東京大学 出版会

九州大学 出版会

埼 玉 新 聞 社

中央公論美術出版

3,600

2,800

2,400

2,987,
2,472

2,987

5,500

01,100

2,472

2,500

3,500

2,500

10,300

7,000

6,180

3,502

4,800

13,390

8,240

2,750

3,193

3,900

2,500

版

社

会

出

聞

版

Ｔ

新

出

Ｔ

日

田

Ｎ

朝

三

会

社

社

　

館

査

報

信

調

新

通
　

文

業

力

事

工

電

時

　

同

大河直身弓先生退官記念論文
集刊行会編

大河直身弓先生退官
記念論文集刊行会

中 央 公 論 社

彰  国  社

住まいの図書館出版局

筑 摩 書 房

( 69 )
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名 判・ページ数  定価(円)  出 版 社

井上章一

布野修司編

日本住宅協会編

今井光映編著

村上昭子編

中村喬編訳

森井淳吉

白幡洋二郎

戦時下日本の建築家 (朝 日選書)

日本の住宅戦後50年

昭和の集合住宅史

アメリカ家政学現代史 1,2

大正 。昭和初期の家庭料理の本

中国の食譜 (東洋文庫)

「高度成長」と農山村過疎 (阪南大学叢書)

近代都市公園史の研究

4,000 文  理  閣

7,000思 文 閣 出 版

２８

９２

１８

８２

４４

００

・
　

・
　

・
　

＋

　
・
　

・

Ｂ

Ｂ

Ａ

２７

Ａ

Ｂ４

Ａ

1,600

4,450

3,500

02,575

3,000

2,987

朝 日 新 聞 社

彰   国  社

日本 の住宅協会

光  生  館

砂   書  房

平  凡  社

農林水産技術情報協会農林水産省農林水産技術会 昭和農業技術発達史
議事務局昭和農業技術発達 第 1,3,4巻
史編纂委員会編

A5。 489-卜 468   8,500,
+650   8,500,

10,000

日本農書全集38,54,56,58,63,64  A5・ 326+353 5,800 農山漁村文化協会
+330+419～ 6,800
+476+404

A5・ 279

A5・ 335

(70)



[紹 介]

石田純郎著『 ヨーロッパ医学史散歩』医史跡,

医科学史博物館25ヶ 国ガイ ド,考古堂,1996

年,268頁 ,3,500円 .

外国観光旅行の案内書は数多く出版されており,そ の

質は向上 しっっある.特別な分野,例えば美術館につい

ての案内書は少なくない.しかし科学,技術などの分野

の史跡訪間のための情報を一般の観光案内書から得るこ

とは困難である.こ れらの史跡訪間には個人の努力が要

求されるのが現在の実情である.私達が関心を持ってい

る特別な分野に医学を含む科学,技術に関する史跡があ

る。それらはそれぞれの分野の博物館,記念像,記念

碑,記念板,誕生した (死亡 した,ま たは生活した)家

屋,利用された建物,記念室,資料室,墓石 (ま たは

廟),記念すべき物品などである。

西ヨーロッパには博物館以外に上記のような種々の史

跡があり,そ れらがよく保存されている.筆者が興味を

抱いているものに墓石がある.こ れは本人が残 した唯一

の個人的な記念碑である。私が墓参に強い関心を抱くの

は墓参により時間と空間を超えて偉大な先達に直接接す

ることができるように感 じるからである。最後に記した

記念すべき物品とはその学者が利用した,ま たは作った

物品のことである。例えばロベル ト・コッホは丸い眼鏡

をかけていたが,彼の使ったこの眼鏡がドイツのイエナ

にあるツアイス光学博物館に保存されている。コッホは

この眼鏡を通して顕微鏡下にバクテリアを観察 したので

ある。このような思いでコッホの眼鏡を見ると, ここに

一種の感動がある。大きなものではルー ドウィッヒス

ハーフェンの BASF社 (バ ーデン・アニリン・ソーダ

会社)に , またカールスルーエの大学に建っている巨大

なアンモニア合成の反応管があるが,こ れはハーバー
,

ボッシュのアンモニア合成の成功を記念する巨大な物品

である.パ ドバの大学にはガリレオの教室があり, また

階段になった楕円型の解剖教室がある.こ れらを見なく

てもガリレオの業績を理解できるし,パ ドバに始まった

解剖学の医学における意味を理解することができる。し

かし私達は歴史学を支える文書以外にこれらの史跡,物

品を見たいと思い,ま た彼の墓を訪ねたいと思うのであ

る.書物や資料とともに現物を,物品を直接この目で

見, この手で触れてみたいと思 うのが史跡を訪ねる人々

275

の願望である。文献,資料を通して過去を理解し,解釈

した歴史を,現地の史跡を訪ね,見,触れることによっ

て,時間と空間を超えて改めて歴史を確認し,そ の理解

を完成させることが史跡訪間の目的であると思う。この

ような個人の希望,要求を助けてくれるような案内書が

あればと思うのは筆者のみではないだろう.

今回紹介する書物『 ヨーロッパ医学史散歩』はヨー

ロッパ25ヶ 国の医科学史跡,医科学史博物館を訪間する

ための情報を紹介し,解説 した案内書である.本書の構

成は次のとおりである。先ず国別にヨーロッパの16ヶ 国

(イ ギ リス, アイルランド, イタリア, スイス, オース

トリア,ハ ンガリー, スウェーデン,ノ ールウェー
,

フィンランド, デンマーク, ギリシア・ トルコ, ドイ

ツ, フランス,ベルギー,ル クセンブルク,オ ランダ),

およびその他の国々 (ス ペイン,チ ェコ, ポーランド,

ポル トガル,ルーマニア,ス ロパキア,ウ クライナ, ラ

トヴィア)を合わせて 1章とし,計 17章を設け,各国別

の章にそれぞれ史跡のある都市が分類記載されている。

例えば第 1章であるイギリスの記述は下記のとおりであ

る.

イギリス/United Kingdom

都市名         頁

ロンドン         3
エジンバラ        8
オックスフォード    11
ケンプリッジ       13
その他の博物館 。医史跡  15

このような都市別の分類は実際の史跡訪間の際に便利

である.以下他の国々も同様に分類記載されている.ギ

リシアとトルコが合わさって 1章になっているのは古代

ギリシア文化の盛んであった時代には小アジアのエーゲ

海沿岸 (現在 トルコ領)は古代ギリシアの文化圏に属し

ていたからである.

本書は医学関係の史跡,博物館を訪ねるのに適切な情

報を提供 しており,有用な案内書である.博物館の場合

には所在地とともにアクセスの方法,開館の日時,時に

は電話番号まで記載されていることは訪問者にとってあ

りがたい.筆者 (原田)の長年の経験では目的地に到着

すると先ず地図を買い,案内所で情報を得るが, この際

磁石 (コ ンパス)を持っていることが必要である。特定

の墓石の場所については基地事務所で教えてもらえる場

合がある。この際探している人の氏名とともに生年,死

紹   介
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亡の年月日が必要である。記念碑は時により移動するこ

とがある (例 えばコプレンツの J.ミ ューラー立像など)

ので,注意しなければならない。また墓地の整理番号が

全 く変わり (テ ュービンゲンの山墓地),新 しいシステ

ムになり再訪した時に困ったことがあった.情報が無い

時に最も苦労するのは墓石である。墓石の発見にはそれ

がどのような大きさでどのような形をしているかを知っ

ていることが大切である.そ のような情報がなく,雨の

中の薄暗い墓地を行きつ戻りつ一つ一つ墓石を確かめな

がら探したことを思い出す。何百と並んだ墓石の中から

目的の墓石を発見することは容易ではない。それゆえ史

跡のうち特に墓石の場合には写真と墓地の地図が必要と

なる。本書は博物館を主な対象にしているので,それを

探すのは容易である.

本書の写真は印刷物または絵葉書からの転用もあるが

大きく美しいものが多い。しかし写真のサイズを小さく

して数多くの史跡の写真を示した方がよいのではないか

と思う。博物館の代表的展示品または博物館の正面入口

の写真があった方がよいと思われる.ヨ ーロッパでは入

口に博物館であることを示していないものもあるからで

ある。本書はヨーロッパの医学に関心を持ちその史跡を

訪ねたいと希望する人々のための案内書としてその実用

的価値の高い書物である.ま た本書の随所に挿入された

旅行一般についての著者のアドバイスも具体的,実用的

であり,価値のある情報である.

このような案内書に完全を期することは個人の努力で

は困難があることは十分承知しているが,重要なものが

欠けているのは残念なことである。例えばベルリンの場

合,本書では医学史関係の施設は少ないと記されている

が,必ずしもそうではない.シ ュプレー川の北,ル イー

ゼ通りの北に広がるシャリテー (Charit6)は ベルリン

の古くからの総合医学,医療コンプレックスであり, ド

イツ医学の一大センターである。私のような医学と直接

関係のない者でも知っている高名な医学者がここで研究

した。それらの名を列記すれば J.ミ ューラー,A.グ
レーフェ,A.フ ィルヒョー,R.コ ッホ,H.ヘ ルムホル

ッ,E.デ ュボアレイモンらである。以下ベルリンの医

科学史に関連する史跡について簡単に補足する。

ミューラーとフィルヒョーの自色の大理石の胸像が

シャリテーの病理学研究棟の前に対になって向かいあっ

て建っていたが,東西ベルリン間の壁が無くなった1990

年頃病理学棟の建物内に移された。詳細に見るとこれら
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の大理石の胸像は相当風化していた.フ ィルヒョーの記

念室が上記の病理学研究棟内にあり,病理学標本ととも

にフィルヒョー個人に関するコレクションも充実してい

る。なおフィルヒョーの墓はザンクト・マタイという名

の比較的小さな墓地にある.ま たシャリテーの南の入口

外側にフィルヒョーの石造りの記念碑とともに眼科医

A.グ レーフェの銅像が建っている。 シャリテーの南入

口を入った右側にこの研究施設の発展に尽し,ま たカイ

ザー・ ヴィルヘルム研究所 (K.W.■)の設立に手腕を

発揮 したプロイセンの官僚 F.ア ル トホフのプロンズの

胸像がある。コッホの自色大理石の美 しい座像がシャリ

テー内の新病棟前にある.H.ヘ ルムホルッはこのシャ

リテーで学びまた研究に従事した.ベ ルリン大学を代表

する顔であったヘルムホルッ像は長い問フンボルト大学

正面から消えていたが1994年 9月 8日 ,ヘルムホルッの

没後100年を記念 して大学本館正面に再建された.ヘ ル

ムホルツの墓はダーレムのランデスアイゲネン基地にあ

る.グ レーフェの墓はメーリングダムとッォッセナー通

りの交わる所にある墓地にある。デュボアレイモンの墓

はショッセー通りのフランス人墓地にあるが, この墓石

は一見新 しいので比較的最近再建されたものと思われ

る.こ の近くの墓地にある哲学者 G.W.F.ヘ ーグル,J.

G.フ ィヒテの墓 も新 しい.ベ ルリンでの戦闘と爆撃に

よりこれらの墓石は破壊されたので,戦後に再建された

からである.な おフンボルト大学の微生物研究棟入口に

コッホのレリーフがあり,内部には鵬外が師事したペツ

テンコーフェルの胸像がある。またこの研究棟内にコッ

ホの充実した記念室がある。ここでは画家であったコッ

ホ夫人が画いた和服姿のコッホの肖像が印象的であっ

た。また脚気予防に功績のあった高木兼寛の資料ととも

に森林太郎 (鵬外)の資料があった。なおシュプレー川

を越えてシャリテーヘ向かうルイーゼ通りのシャリテー

入口から150mほ ど南の東側にフンボル ト大学所属の森

鴎外記念館 (Mori Ogai Cedenkstatte)が あり,鴎外

の立派な肖像画,デスマスク,その他の資料を見ること

ができる。この部屋はもと鵬外の下宿であった.なお

ノーベル賞を受賞 した生理学者 0.ヮ ールブルクの研究

棟は今もベルリン・ダーレムに残っており,現在マック

ス・プランク協会のゲスト・ハウスになっている.彼の

白い大理石の十字架の墓はアンネンキルヒェにある.18

世紀の医学者であったモーゼン (JOhann Carl Wnhelm

Moesen)の基が Kirchhof l der Jerusalems― Gemeinde
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und der Neuen Kirchen― Gemeindeにあるが,そ の墓

石の棺の上に蛇と共に薬の椀を持った健康の女神ヒギエ

ナの像が刻まれているのは面白い。古い墓石であるが風

雨にさらされていないので立派に保存されている。上記

の墓地は比較的小さな墓地の複合体の一つであり,そ の

名称が複雑である.以上のようにベルリンにも多くの医

史跡があることを申し述べたい。以上はすべて筆者が訪

ねたベルリンの医史跡であり,他に多くのものがあるだ

ろう。
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史跡探訪は遊びではないと筆者は考える.文書により

知り得た情報により構成された個々人の持つ歴史像 (解

釈)を史跡を訪ねることにより,そ の理解を最終的に確

認することが史跡探訪の意味であると思う。それ故史跡

探訪は一つの巡礼の旅でもある.本書の出版により提供

された多くの情報は医史跡を巡礼する人々の苦労を大い

に軽減するに違いない.将来本書が増補改訂されること

により, より良いものになることを希望する.

(原田 馨)

紹   介
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シャロン・ バ ーチュ・ マグ レイ ン著 (中村桂子 ,

中村友子訳 )『お母 さん, ノーベル賞を もらう』

工作舎,1996年 2884円 (原著 1993年).

ウ ラ 。フェル シ ング著 (田 沢 仁,松本友孝 訳 )

『 ノーベル・ フ ラウエ ン』 学 会 出版 セ ンター
,

1996年 2500円 (原著 1991年 ).

いきなり私事で恐縮であるが,筆者は大学の総合科目

「女性論」というリレー式の講義で,「科学と女性」と題

して一コマを担当している。講義初めに,「 これまでに

ノーベル賞の科学部門の受賞者は400人 以上いますが

(マ グレインは300人以上としている),そ のうち女性の

受賞者は何人 くらいいると思いますか」と学生に訊ねて

みる.1人 という学生から10人以上と答える学生まで

様々であるが,「今のところ女性 は 9人」 というと,

ホーとため息が漏れる (1995年 クリスチアネ・ニュース

ライン=フ ォルハルトが医学生理学部門で受賞し現在は

10名 )。 そのため息はあまりに女性が少ないからである

が,「意外に多いから」と言う学生 も結構いる。9人 は

確かに少ない, しかし多いというのが,彼 らの偽らぎる

感想なのである (恥ずかしながら筆者も,春の化学史の

年会まで 7人と思っており, ここにお詫びして訂正させ

ていただく次第です).毎年10月 になるとその年のノー

ベル賞受賞者が発表されるが, 日本人が受賞したりしな

い限り,受賞者について一般の関心がそれほど高いわけ

ではないし,名前を思い浮かべられる女性受賞者がキュ

リー夫人だけという大半の学生にとって,9人は意外に

多いのであろう。男女半々の世の中にあって,ど う考え

ても9人 というのは少ないという認識に到達することか

らして,多少距離があることを実感するのである.

ここに取り上げた2書は,か くのごとく知られていな

い女性ノーベル賞受賞者 9人 (キ ュリー母娘, コリ, マ

クリントック,メ イヤー, レヴィ=モ ンタルチニ,ホ ジ

キン,エ リオン,ヤ ーロウ)を紹介 し,さ らにノーベル

賞級の仕事をなした女性科学者 5人を描き出した本であ

る。後の 5人については4名 (マ イトナー,呉,フ ラン

クリン,バーネル)ま では共通で,残り1名をマグレイ

ンはエミー・ネーターをフェルシングは否定的な意味合

いをもってミレヴァ・マリック (最初のアインシュタイ

ン夫人)を挙げている.ノ ーベル賞の受賞が科学的業績

に対する真に公正な指標であるかどうかは,別に論 じる
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べき問題もあろうし,現実にノーベル賞を逃した女性た

ちの実力を見れば,運に左右される面もあることがわか

るが,それはさて置き,2書 とも,女性の受賞者がなぜ

こんなに少ないのだろうという疑間を根底に黎みなが

ら,マ グレインは女性科学者の生き方を描 くことに重き

を置き (原著の註によると, どの人物に関しても本人あ

るいは関係者のインタヴューが基礎になっていることが

記されており,そ れが本書の生き生きとした人物描写の

源泉であることが頷けるのである), フェルシングの方

は,かなリノーベル賞にこだわって受賞までのプロセス

を描き,女性研究者の共通点を探ろうとする意図が明確

である.

ノーベル賞の世紀はまさしく20世紀そのものであり,

世紀前半の研究者の物語には当然二つの世界大戦とりわ

け第 2次世界大戦の悲惨が色濃く影を落としている.ユ

ダヤ人であったマイトナー,ネ ーター, レヴィ=モ ンタ

ルチニはいわずもがな,キ ュリーだって所詮外国人の憂

き目をみている。しかし不況や戦争は,彼女たちから祖

国や職業の機会を奪うだけでなく,よ り自由な研究の場

を求めさせ,戦争による男性研究者不足の中で思いがけ

ない職の巡 り合わせを齋したりもした.教育の機会がほ

とんど閉ざされた状況から,不平をこぼすこともなく身

を起こしている彼女たちのしたたかさや「プラス思考」

には圧倒される.強い個性に彩られた登場人物たちの,

自分を大切にし我が人生に悔いなしという生き方は見事

というほかない。また同時に幾多の困難があっても,前

面に出てこざるをえない彼女たちの才能の大きさにも感

じ入ってしまう.

科学部門の女性ノーベル賞受賞者と聞いて一般に想像

される女性像とは,全 くの化粧気のない容姿,明けても

暮れても仕事のことしか頭に無い, ゴチゴチの独身女性

だろうか.と ころが9人中 6人までは結婚し子供を育て

ており, この意外性から『お母さん,ノ ーベル賞をもら

う』という訳書名はつけられたのであろう。独身で過ご

した女性 も,そ の人生に得心がいく。若くして婚約者に

病死されてしまったエリオンが,その無念さを科学研究

に振り向けたのもよくわかるし,彼女が開発 した薬に

よって生き長らえた人々からの感謝で彼女の人生は十二

分に報いられている。イタリア既婚女性の低い地位に甘

んじたくないとしたレヴィ=モ ンタルチニは,世界的活

躍の場を得るようになってからは女性という性を十分に

楽しんだようだし,マ クリントックとなると,こ の人に
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これ以外の生き方など考えられないと納得 してしまう。

これらどの女性も,人生の出発点では理解と教育のあ

る両親のもとで成長し,結婚を選んだ女性は協力的な夫

と人生を切り開いてきている.こ の「協力的」という部

分は, もっと強調すべきかもしれない。確かに縁故採用

禁止の憂き目をみることもあったかもしれないが,夫 と

の共同研究で,ま た専門を異にする夫であっても彼を通

しての広い人間関係が,プラスになった面も否定できな

いか らである.そ の様な結婚だからこそ,独身の女性よ

り有利に立てる面もあったのだ。フェルシングの「ノー

ベル賞受賞者は特定のタイプの女性か」には,妊娠や子

育ての時期と創造性の高揚期の一致が語 られるが,妊娠

や子育てで創造性が高揚するのではあるまい.そ れらが

なければ彼女たちの創造性はもっとすごかったかもしれ

ない。見方を変えれば,彼女たちの創造性はそれらで潰

れないだけの大きさがあったとみるべきで,人生の20代

後半から30代 という研究者として立つに重要な時期,す

なわち創造性の高揚期が妊娠や子育ての時期に重なって

いるがゆえに,女性一般の被る損失の大きさは計り知れ

ないものがあることはきちんと認識されるべきであろ

う.ウ ルトラ有能 。健康女性を例に,出産や育児が美化

されても困るのである.

2冊の本から最後に強く印象付けられたことは,ノ ー

ベル賞を受賞した女性に特定のタイプを当てはめること

などできないということだ.女にあてがわれた社会通念

など吹き飛ばしてしまうそれぞれの強い個性の素晴らし

さである。したがって, ここにおいて私の期待はわずか

に裏切 られることにもなった。すなわち近年とくに指摘

されるようになった,男性研究者とは異なる女性研究者

特有の資質といったものを特別に抽出できないというこ
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とだからである。 フェルシングが「誰一人として,いか

なる機会にも, 自然科学の研究は男性的なものの見方だ

けで凝り固まっているので,女性的な視点によって拡げ

られなくてはならないという,今 日では非常に重要に見

える意見を出した人はいない」と述べているが,ま こと

にそのとおりである。ノーベル賞を逸した女性たちにも

そのことは言える。彼女たちは,夫や他の男性科学者と

共同研究を進め,男性的枠組み世界での異例の成功者と

なった人たちである.ただしマクリントックは,当時の

科学界から孤立 していたがゆえに,かえって男性とは

違ったアプローチで成功を収め得たのかもしれない。そ

れにしても,女性にとって困難な状況がそのまま肯定さ

れていいのかといえば,そ うはならないであろう。生米

でも消化できる丈夫な胃腸の持ち主がいたとしても,や

はり米は炊いて供された方が多くの人が味わえるという

ものだ。その食べ方味わい方にもバラエティが出てこよ

うというものだ。何億という人々の中の例外的に幸運で

食欲旺盛な 9人から全体へ敷衛することは危険なのでは

ないだろうか。

マグレインの丹念な取材に基づく生き生きとした記述

は,他に類をみないものであろうし,翻訳もその雰囲気

を良く伝えている。また1名 につき3項目ずつの原著に

はない小見出しは,本書をとても読みやすく親しみやす

くしている。他方フェルシングの方は,さ すが政治学博

士らしい目が随所に感 じられて興味深いし,訳者に対 し

ては,情報がどうしても手薄となりがちなドイッ語の著

作の翻訳に感謝 したい。ノーベル賞をとった人もとらな

い人も,自然研究から得た愉しさ喜びを何よりも大いな

る報いとしていることが, とても爽やかだ.

(小川員里子)

紹   介
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エ ドアール・グリモー著 田中豊助・原田紀

子・牧野文子共訳『 ラボアジエ 1743-1794』

内田老鶴圃,東京, 1995年 11月 30日 ,322p.

3914円 , ISBN 4-7536-3116-8.

これまでに何冊もラヴォワジエ (こ の表記の仕方のほ

うがフランス語の発音に近いので, こちらを使いたい)

の伝記が欧米で出版されたが,そ れに使われた資料のも

とは, このグリモーによる伝記である。当時ラヴォワジ

エの手稿のほとんどがラヴォワジエ夫人の姪の家系 (彼

らには子供が無かったので,家系は絶えている)に残さ

れていて, グリモーはそれをすべて参照することができ

た.し かし,その後だんだん資料の保存にあまり厳格で

なくなってきたようで, いくつかの資料は紛失 してし

まったし,ま た持ち主が競売に掛けたりして,散 らばっ

てしまったものもある.幸い,かなりのものが見つかっ

て,パ リの科学アカデミーに戻されたり (ラ ヴォワジェ

夫人の姪の家系一 現在は comte de ChabЮ l一の方

は,全 く個人的な書簡を除いて,すべて科学アカデミー

に寄付 した),あ るいはアメリカのコーネル大学図書館

に収まっている。いずれにせよ, この伝記が書かれてか

らもう100年以上もたつにもかかわらず,現在でも重要

性を失っていないというのは, グリモー以降に伝記を書

いた者で彼以上の資料を見た者がいなかったからであ

る.

この伝記についてはすでに1941年 (1959年改版),江

上不二夫氏による翻訳が自水社から出されている。しか

しこれは,一般読者を対象とした抄訳であって, ラヴォ

ワジエ研究者にとっては, はなはだ不十分なものであっ

た。特に,原文にあった付録はすべて省かれているし,

原注もごく一部を除いて,省略された (た だし,引用文

の類で,本文中に訳出されたものはある).図版も,扉

にあるダヴィッドによるラヴォフジエ夫妻の肖像画を除

いて,すべてカットされてしまった.こ れらの欠陥を改

めようというのが,今回の新訳のねらいであろう。

全部で 8章ある本文のうち,江上氏の訳で一番省略の

多かったのが第 3章における「徴税組合」の節である.

ここでは,我々に全く馴染みの無いこの組合のシステム

や,当時の状況が詳細に説明されている。どれほど徴税

組合員が憎まれていたかがよくわかる.

イ ンターナルな科学史家にとって一番関心があるの

は,「第四章 科学者としての生活」であろう.江上氏

の訳でも,こ の章の最初の節「一 大発見の数々」では

省略箇所はない.しかし,こ の章は,ベージ数から言う

と全体の 6分の1程度 しかなく, ラヴォワジエが科学の

研究に割いた時間は,彼の知的活動の一部でしかなかっ

たことを教えてくれている.ラ ヴォワジエの化学者とし

ての面だけしか知らない人達に対して, この伝記はどん

なに彼の活動範囲 (社会的にも政治的にも)が広かった

かを教えてくれ, ラヴォワジエに対する認識を新たにす

るきっかけになると思われる.

最後に付録として家系図から始まって 9節あり,つい

で証明書類として出生証明に始まり9通載っている.そ

して,原注,訳注で終わりとなっている。初めにも述べ

たとおり,こ れらは今回初めて訳されたので,非常に興

味のある部分であるが,残念ながら訳があまり適切でな

いところがかなり見られる。問題点をいくつか拾うと,

例えば,「三 著作目録」である.慣例として,本の夕

イ トルには二重鍵括弧を使うということになっているは

ずであるが,そ れが全く守られておらず,どれが本,雑

誌のタイトルなのか皆目わからない.こ れではせっかく

の目録 も使いづらい (同 じことは,本文のところでも言

える).「五 ラボアジエ肖像画」のところで,「 ラボア

ジエは禿げで…」という訳は誤りで,「ラヴォワジェは

かつ らを付けず,」 と訳すのが正しい.最 も誤りが多

かったのは,八「共和国には学者は要らない」の節であ

る.ま ず, このタイトル中で savantsは学者ではなく,

科学者と訳さなくてはいけない.当時は名詞形の scien―

tifiquesと いう言い方が無かったので,savantsが 使わ

れた.実際,科学アカデ ミーが発行 していた雑誌は,

メο
“
″″ α6sa"″ rs『科学者の雑誌』である.(よ って

235ペ ージのシュヴルイユ「学者の日記」, という訳は間

違いである。)こ の節は, 日本語を読んでも何を言って

いるのかよくわからない。原文と比較してみてわかるの

だが,否定形と肯定形を取り違えて訳 したので,意味が

通 じなくなってしまったのである。

最後に全体的なことを述べれば,3人で分担して訳し

た後,訳語の統一をしていないのが気になった。さら

に,江上氏の訳と比べて,読みやすくなったとは言えな

いのが残念である.          (吉 田 晃)
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鬼頭秀一著『自然保護を問いなおす―環境倫理

とネットヮーク』ちくま新書,筑摩書房,1996

年 5月 ,254p.680円 .

自然保護 は不思議な言葉である.「自然を保護する」

といった場合,誰がなんのために保護するのか考える

と,最終的には人間が人間のためにとの結論に達せぎる

をえない。最近では人間中心主義を脱し,植物や動物の

立場になって,自 然を保護 しようという動きもあるが,こ

れとてまわりまわって,人間のためであるには違いない.

そして「保護」という言葉である。「開発」ならばまだ

小さい人間が大きい自然に向かって余裕なく搾取・利用

するとの構図が浮かぶ。しかし「保護」となると, もは

や人間と自然の関係が逆転 し,人間が人間の考えにより

自然を守ろう,換言すれば管理下におこうとの考えがど

うしても見え隠れする。もちろん,だからといって保護

派が開発派より尊大であるとはならないが,「 自然の保

護」そのものが,基本的には人間を主体とし,人間と自

然の関係から導かれた言説であることは否定できまい.

本書は, 自然を人間と対立 した実体としてでなく,関

係論からとらえた斬新な書物である。著者は自然を次の

ように定義する.「人間と自然的環境とのかかわりとい

う,関係性のシステムすなわち,さ まざまな リンクの

ネットワークの総体の中で客観的な対象として立ち現れ

るもの」 (p.167).

われわれは人間と自然を何ら疑うことなく,独立 した

別のものに分け,自然破壊や自然保護と言ったりする。

そして人間の生活を守るべきだ,い や自然の保護を優先

すべきだとの論争を起こしている.しかし著者によれば

こうした人間と自然を相対する思考そのものが近代の産

物だという。最近,よ く目にする「自然との共生」 も,

まさにこの思考にたち,かつ科学技術の駆使により自然

をある程度コントロールできるようになった自信がうみ

だした概念だという。

では伝統社会はというと,そ れが著者の定義になる

が,外界とのかかわりの中で自然はとらえられ,そ のか

かわりも社会,経済,文化,宗教と多岐にわたり, こう

した「かかわりの全体性」の中で自然は立ち現れていた

という。近代はこうしたかかわりをそぎおとし, いまや

自然を資源とみる経済的リンクあるいは自然は美 しいと
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いった文化的 リンクのみの「かかわりの部分性」の中

で, 自然的環境とつながっているに過ぎない。こうした

つながりの切れた状態を「切り身の関係」,そ れに対し,

多岐なリンクを通 じてつながり,人間一自然系の中で

「生業」を営み,「生活」 している状態を「生身の関係」

と表現する。現代の環境問題の深刻さは自然破壊の凄ま

じさもさることながら,「切 り身の関係」に気づかず,

ますます不完全な関係から自然をとらえ, 自然の未来に

ついて論議 している点にあると警告する.

自然を関係論あるいは社会的 リンク論からとらえる本

書は「自然保護」の今後のありかたにも重要な視座を与

える.そ れを具体的に示したのが,第二章「白神山地の

保護問題をめぐって」である。白神山地は青森,秋田両

県にまたがる山塊で,世界最大級といわれるプナ原生林

が広がっている.1982年にこの中央部に青秋林道を貫通

させる計画が発表され,そ れに対 し強い反対運動がお

き,その結果,林道建設は中止となり,ブナ林はまもら

れることになった。現在,世界遺産に登録され,中核部

分は入山規制が実施されている。

本書によれば,規制を入山禁止とまですることに,秋

田県側は好意的,青森県側は反発との対応の違いが起き

ているという.こ の違いは規制地域内における両県側の

自然のかかわりの違いによると,著者は分析する.つ ま

り秋田県側は,近代化し,山 とのかかわりが弱くなった

のに対 し,青森県側は近代化に遅れた分だけ山とのかか

わりが強く,山村の文化もまだ残っていたという。こう

したかかわりの度合を無視 して,営林局が自然保護を優

先させ一律に原則入山禁止を打ち出したことがあった。

著者は両県の人々のいずれの対応が良い悪いではなく,

自然の保護・管理といった場合,地域による自然とのか

かわりや考えの違いを踏まえた施策をたてる必要がある

と主張する。およそ自然の破壊とは縁遠い山村の文化を

消失させ,守 る自然とは何かと問うが,こ の意味は重い.

現在,多 くの人が都市に住み,自然とのかかわりがま

すます薄らぎつつある。この結果,自然を経済的資源と

しか思わなかったり,過度に自然を美化したりするなど

の,異様な自然像が広がろうとしている.本書は人間を

無視 した,あ るいは排除しかねない環境論に与するもの

ではない。自然との広いかかわりかたをもつ文化を継承

し,あ るいは創造することによって,今後の環境問題ヘ

の対処を提示するものである。新書ながら大きな広がり

をもつ書物の刊行を歓迎したい.    (八 耳俊文)

紹   介
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伊藤博明著『神々の再生一ルネサンスの神秘思

想』東京書籍,1996,360頁 +索引 。参考文献

39頁,2900円 .

旧訳聖書から得た知識によって真理を語るプラトン.

神への愛によって神と合一する道程を説 くプロティノ

ス.人間の本性の不安定と多様性を輪廻転生説で教え諭

すピュタゴラス.神への帰還という秘儀を歌うオルフェ

ウス.来るべきキリスト教を隠された言葉で表したヘル

メス・ トリスメギストス…….彼 らは皆,キ リスト教の

真理を語った古代の神学者であった。すべての真理はそ

れが真理である限り神に湖るものであり,そ うであらね

ばならない.― イタリア・ルネサンスの文化と思想

は, この奇妙なキリスト教的真理の一元論に裏打ちされ

たものであった。

恐らく本書は, この特異な思想に光を当ててルネサン

スを概観した, 日本語で読めるはじめての本である。

異貌の思想に対時 したフィチーノやピコたちが採っ

た, この特殊な解釈学をいかに評価するかは,論者に

よって意見が分かれるところであろう.対立する思想や

宗教という現実を救おうとする, ヒューマニズムの宏遠

な理想の実現に希望を抱く西欧世界の躍動の姿をそこに

見るか (清水純一『ルネサンス 人と思想』,平凡社 ,

1994,p.49),あ るいは,新たな統一の夢,融合の夢と

いう,絶対知の夢を振りかざす排他的な闘争性を秘めた

キリスト教普遍主義の新たな相貌をそこに見るか (蒲永

信美『幻想の東洋』,青土社,1987,p.286,369).筆

者は,価値判断をさし挟むことを極力抑えた筆致で,

「キリスト教の<唯一の神>と 異教の<神々>と の対話 ,

闘争,講話」(p.13)の様相を, テキス トに基づきつつ

丹念に描いて行 く。とはいえ,ルネサンスの思想家たち

がなしたことが「対話」と呼びうるものであったかどう

かは多少疑間が残る.少なくとも彼らにとっては,絶対

的な真理は揺るぎないものとしてすでに存在しているの

であって,立ち現れた他者は彼らの真理に取り込まれる

か (フ ィチーノやピコがなしたように),あ るいは排除

されるか (サ ヴォナローラがなしたように), どちらか

でしかなかったとしか思われない. ピコの唱道する「哲

学的平和」というものは,例えばアリストテレスもプラ

トンも絶対的な超越である神においては一致するという

ものではなかったのか.さ らには, フィチーノやピコの

思想も「キリスト教的ラディカリズム」と呼べるもので

あり,サ ヴォナローラの<神政政治 >を も一つの可能性
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として含みうるものであったように思えてならない。

ともあれ,「哲学的平和」という企図へ向けてのピコ

自身の哲学に注目すべきだ (p.148), と語る筆者とと

もに, ピコやフィチーノの思想の中に「生き生きとした

形姿で」(p338)甦 った<神 々>の姿の諸相に私たち

は触れることができる.

超越的な存在として闇の中に住まう神のもとへと魂を

駆け馳せるピコ.星辰界の諸力を地上に引き下ろすため

に,魂の浄化を志すフィチーノ.ア リス トテレスを学び

カバラの秘儀に通暁 していた者と,新プラトン主義に浸

リヘルメス文書を翻訳 した者とが辿った道の違いはある

にせよ,彼 らはともに人間の魂の源泉とでも言うべきと

ころに降り立とうとしていたのであろう.ゾ ロアスター

の<イ ユンクス>と 呼ばれる「呪力」や,オ ルフェウス

の詩的で神的な「狂気」などの,<シ ュンパテイア>す な

わち宇宙の交感ないしは共感を呼び起 こす力の理論が,

そのための新たな方法論となつた (第六章).

そうして,フ ィチーノは普遍的な「科学」であり得た

占星術の枠組みを用いて,世界の魂と人間の魂がスピリ

トゥスを媒介にして相互浸透をなす様を観想し (第七

章), ピコは存在世界の深層構造へと至るカバラの道に

よって,「神の声」 に直接触れる様を夢想する (第八

章).

きわめて深い秘儀であり自然哲学の完成でもあり得た

「 自然魔術」と呼ばれる手段によって全自然の認識を掌

握し,さ らには隠された宇宙の力を引き出すこと,それ

は,今日では決定的に失われてしまい, いわば堕落した

形態でしか存続していない占星術やカバラの思想にフィ

チーノやピコが見出したものであった。その全体像を捉

えるにはあまりに字数が足りないとはいえ,彼 らがどの

ようにそれらの伝承を受けとめて,そ こに何を託そうと

していたのか,本書によってその一端が明らかにされ,

日本語で容易に読めるようになったことは何よりも嬉し

いことである.

イタリア・ルネサンスが希有の思考実験の場であった

ことはたしかであろう。本書で主題的に取りあげられて

いる神秘思想は, もはやルネサンスの隠された「深層」

とは言えないまでに近年では研究されてきている。魔術

などの神秘思想は近代的な合理思想によって圧殺され

た,と いう単純な枠組みでは捉えきれない様相も明らか

になりつつある.近代という新しい思考様式は,神秘思

想をも包摂しつつ現れたはずだ。本書で切り開かれた地

平は,ルネサンスをも含めた広い意味での近代思想の根

幹を記述するための土台となると思われる.

(坂口勝彦)
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新 入 会 員 名 簿 (1996年 7月 ～10月 )

住 所 。勤 務 先 変 更

会員訃報

本会会員原 光雄氏は平成 8年 10月 20日逝去されました。享年87歳 .

本会は謹んで哀悼の意を表し,御冥福を祈ります.

(79)



284

編 集 後 記

・この第 3号が皆様のお手元に到着次第,投稿先を

〒114東京都北区西ヶ原 4-51-21東 京外国語大学

外国語学部 吉本秀之 (気付)

『化学史研究』編集委員会

に変更します.。

この変更は, これまで投稿先を引き受けてくれていた

橋本毅彦理事の東大先端研移籍に伴うものです。

そういうわけで,会員の皆様にはくれぐれも投稿先を

お間違えなきよう,お願い申しあげます.

そして,長い間投稿先を引き受けてくれていた橋本理

事に深い感謝の意を表します。

・97年度年会のプランがほぼ固まりました。かなり興味

深いものができそうです。会員の皆様の積極的な参加を

心よりお待ちしています。          (Y)

複写される方に

本誌に掲載された著作物を複写したい方は,著作権者から

複写権の委託をうけている次の団体から許諾を受けて下さい.

学協会著作権協議会

〒107東京都港区赤坂 9-6-41  社団法人 日本工学会内
・

I｀el.: 03-3475-4621  Fax: 03-3403-1738

各種問合わせ先

○入会その他 →化学史学会事務局

郵便 :〒 101東京都千代田区神田錦町 2-2

東京電機大学工学部人文社会系列

古川研究室

(下線部を必ず明記してください)

振替口座 :東 京 8-175468

電話 :03-5280-1288(Fax兼 用)

事務連絡はなるべくFaxでお願いします.

○新投稿先 →『化学史研究』編集委員会

〒114東京都北区西ケ原 4-51-21

東京外国語大学外国語学部

吉本秀之 (気付)

○別刷・広告扱い→大和印刷 (奥付参照)
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『化 学 史 研 究』投 稿 規 程 (1992年 3月 21日 改訂)

1.投稿資格  著者のうち少なくとも一人は本会会員

であること.但 し,編集委員会が認めた場合あるいは依

頼した原稿についてはこの限りではない。

2.投稿期日  本誌は年 4回 (原則として3月 ,6月 ,

9月 ,12月 )発行するので,余裕をみて投稿すること.

但 し,査読を要するものは, さらに最低 1ケ 月の査読期

間を見込むこと.

3.原稿区分  つぎのいずれかを著者が選択 して指定

すること.但 し,編集委員会で変更することがある.

― 論文・寄書・総説・解説・原典翻訳・紹介・資料。

雑報・ 広場・討論―
なお,新 しい知見をまとめ一定の結論に導いたものを

論文,断片的ではあるが新 しい知見を含むものを寄書と

区分する.

4.原稿の審査  論文・寄書については編集委員会あ

るいはその依頼する者が査読を行い,そ の結果によって

編集委員会が採否を決定する.その他のものについても

訂正を求める場合がある.

5.校 正  著者校正を一回行う。そのための原稿の

写 しは著者の手許に保管 しておくこと。それに基づいて

再校以降を編集委員会が行 うので,校正刷はなるべく速

やかに返送すること.

6.別  刷  掲載された論文などの別刷を希望する場

合は,著者校正の際に必要部数を申し込み,別に定める

料金を支払うこと。

7.著作権および転載  掲載された記事等の著作権は

本会に所属するが,編集委員会の承認を得れば他に転載

することができる.

8.投稿方法  原本およびその写し一通を別に定める

投稿先に書留便にて郵送する。

なお投稿先は変更される場合があるので,最近号の会

告に注意すること.

執 筆 要 項

1.原稿はなるべく400字詰原稿用紙を用い,完全原稿

とする.水性のインクや Hよ り硬い鉛筆はなるべく避

ける.ワ ープロ原稿に関 しては書式を22字 ×37行 に設定

し,禁則処理を行うことが望ましい.

2.投稿原稿の第 1枚目に,①投稿区分,②題名,③著

者名(ロ ーマ字書きを添える),④所属,お よび⑤校正等

送付先 (電話番号)を記すこと.

3.論文・寄書・総説・ 解説には,欧文で題名,著者名,

所属および要旨を別紙添付すること.欧文要旨は約 200

語 (ダ ブルスペースでタイプ用紙 1枚程度)と し,な る
べくタイプする.

4.論文は400字詰原稿用紙40枚をもって一応の限度と

する。ワープロ原稿に関しても,これに相当する量をもっ

て一応の限度とする。

5.原稿は横書き,現代かなづかいによる.

6.読点はコンマ (,),句点はピリオ ド(.)を 用い,

文中の引用は「 」の中に入れる。

化学史学会編集委員会

7.元号その他西暦以外の紀年法によるときは,必要に

応 じて ( )内 に西暦年をそえる.

8.外国人名や地名は,次のいずれかの方法に統一する.

(a)原綴を用いる場合は初出の個所に ( )内 にカタカナ

による表示をつける.(b)カ タカナを用いる場合は,初出

の個所に ( )内 にその原綴またはローマ字転写を示す。

(C)よ く知られたものについてはこの限りではない。

9.欧語は, タイプまたは活字体で記すこと.

10.引 用文が長いときは,行を改め本文より2字下げて

記す.

11.図および構造式などlさ そのまま製版できるように墨

または黒インクで白紙上に仕上げ, それぞれ挿入個所

(必要に応じて大きさも)を赤字で原稿の右側に指定す

ること.なお,粗書き原稿で希望する場合には本会でト

レースさせ,別途代金を請求する場合がある。

12.写真等はなるべく原本を添付し,返却希望の場合は

その旨を明記すること.

13.単行本および雑誌名は,和漢語の場合には『 』の

中に入れ,欧語の場合にはイタリック体 (下線を付す)

を用いて表す.

14.論文の題名は,和漢語の場合には「 」の中に,欧
語の場合には ` 'の 中に入れること.

15.単行本などの中の特定の章または節の題名,お よび

編纂物等に含まれる文書名も,和漢語の場合には「 」

に入れ,欧語の場合には ` 'に入れる.

16.文献と注は通し番号1),2)……を用い,本文中の相

当個所に肩つきで番号を示 し,本文の最後に一括して記

すこと.

17.イ タリック体は下線   , ゴチ ック体は波線

_を 付け,それぞれ赤字で原稿中に指定する.

18.引 用文献の書き方は,以下に示す実例に準ずる.

例
く論 文〉

1)仁田 勇「化学史周辺雑感」F本謎Jl鶉 3,123_126頁 .

2)辻本満丸「姥鮫肝油中の新炭化水素について」『 日

本化学会誌』(以下『 日化』と略す)55(1934),702.
3) Wallace II. (3arothers,  `Polyrnerization',

0"れ j`α ι Rουじοωs(以下 Cん aれ.Rω .と 略す)8
(1931):353_426, p.355.

〈書 籍〉

4)日 本化学会編 『 日本の化学百年史一 化学と化学

工業のあゆみ』(東京化学同人,1978),580_597頁 .

5) Arnold Thackray,Aι 07ηS αれd POω arS.・ Aれ

Essα), οれ fVセ

“
′ιοれjαれ 1イαιιar-17'|ん οοr)′  αれd ιれο

D′υaορれθれιο/Cんaれおιrν (Camもridge,Mass:

Harvard University Press,1970),pp.14-18.
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